『聖書概論』１［序論］
＜読書講座＞聖書通読＆「旧約聖書入門―光と愛を求めて」三浦綾子(光文社文庫)
「新約聖書入門―心の糧を求める人へ」三浦綾子(光文社文庫or知恵の森文庫) 
「聖書百話」北森嘉蔵(講談社学術文庫)
－　序　－
★信仰生活の土台としての聖書（マタイ7:24-27　イザヤ40:8）
　　　あなたにとって、聖書とは？
　　　　　道の光、食物・いのちの糧・パン、火・金槌、心をきよめる真理、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　（悪霊との戦いに勝つための）剣、　　　　　宝物・全て・命　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　※詩篇119:105.エレミヤ15:16.23:29.ヨハネ17:17.エペソ6:17        ヘブル4:12
※「私（へ）の御言葉」。人生を変えた御言葉。　恒雄・黙示2:10  ﾍﾚﾝｹﾗ ﾖﾊﾈ9:3
ｼｭｳﾞｧｲﾂｧｰ ﾙｶ16
Ａ．旧約聖書・新約聖書の基礎知識
　　　　聖書の執筆年代＝B.C.１４００＜モーセ＞～A.D.１００＜主イエスの使徒＞
　　　　聖書記者＝約４０名。巻数＝　６６　巻［旧約　３９　巻・新約　２７　巻］
　　　　バイブル＝ギリシア語“ビブロス（本）”。
　　　　※ユダヤ教では「ミクラー(読む物)」「タナーク(トーラー/ネイビーム/ケトゥビーム)」
　　　　「聖書は、あなたに知恵を与えて、キリスト・イエスに対する信仰による救いを
　　　　　受けさせることができるのです。聖書はすべて、神の霊感（息吹）によるもの
　　　　　で、教えと戒めと矯正と義の訓練のために有益です」(Ⅱﾃﾓﾃ3:15-16) 
　　　　霊感＝神の言葉（啓示）が誤りなく記されるように働かれる聖霊の働き
「それには何よりも次のことを知っていなければいけません。すなわち、聖書の預言はみな、人の私的解釈を施してはならない、ということです。なぜなら、預言は決して人間の意志によってもたらされたのではなく、聖霊に動かされた人たちが、神からのことばを語ったのだからです」（Ⅱペテロ1:20-21）

　　　　聖書の学び方
　　　　　①観察(observation)：当時、どういう意味を持っていたか？
　　　　　②解釈(interpretation)：今日、どういう意味を持つか？
　　　　　③適応(application)：自分の生活にどう生かすか？
　　　　　④交流(communication)：他者との関わりにどのように用いるか？

Ｂ．旧約聖書と新約聖書の関係［旧約聖書・新約聖書の“約”＝［　　契約　　］
（Ⅰサムエル18:3）
　１．古い契約と新しい契約
　　　　「その日、わたしは、イスラエルの家と、ユダの家とに、新しい契約を結ぶ。…
　　　　　わたしは、わたしの律法を彼らの中に置き、彼らの心にこれを書き記す。…
　　　　　わたしは彼らの咎を赦し、彼らの罪を二度と思い出さないからだ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(エレミヤ31:31,33,34)
　　　　「この杯は、あなたがたのために流されるわたしの血による新しい契約です」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ﾙｶ22:20)
２．旧約聖書と新約聖書の連続性
　　　　「あなたがたは、聖書の中に永遠の命があると思うので、聖書を調べています。
　　　　　…もしあなたがたがモ－セを信じているのなら、わたしを信じたはずです。
モ－セが書いたのは、わたしのことだからです」(ヨハネ5:39-40,46) 
　３．啓示の漸進性
　　　　「今日に至るまで、古い契約が朗読されるときに、同じおおいが掛けられたまま
　　　　　で、取りのけられてはいません。なぜなら、それはキリストによって取り除かれるものだからです」(Ⅱｺﾘﾝﾄ3:14) 
　４．新約の型としての旧約
　　　　「昔、ノアの時代に、…わずか８人の人々が、この箱舟の中で、水を通って救われたのです。そのことは、今あなたがたを救うバプテスマをあらかじめ示した型なのです」(Ⅰﾍﾟﾃﾛ3:20-21) 


  ※新約をすかし模様とする旧約：２種類のニセ札（北森嘉蔵）
　　　①すかし模様の入っていないニセ札：キリストを示さない旧約解釈。
　　　②すかし模様が印刷になったニセ札：キリストに無理やりこじつける旧約解釈。
　
※「新約聖書だけでＯＫ」と言う人の誤り：新約の人々にとって聖書は旧約聖書だった。
　　　　新約の人々が聖書として重んじた旧約聖書を軽んずるなら、「新約だけでいい」
　　　　と言うほど重んじる新約の人々の信仰と食い違ってしまう。

Ｃ．各巻の名前と順序
①＜旧約＞
創世記、出エジプト記、レビ記、民数記、申命記
ヨシュア記、士師記、ルツ記、サムエル記第Ⅰ・Ⅱ、列王記第Ⅰ・Ⅱ
歴代誌第Ⅰ･Ⅱ､エズラ記､ネヘミヤ記､エステル記
ヨブ記､詩篇､箴言､伝道者の書､雅歌
②＜旧約＞
イザヤ書、エレミヤ書、哀歌、エゼキエル書、ダニエル書
ホセア書、ヨエル書、アモス書、オバデヤ書、ヨナ書、ミカ書
ナホム書、ハバクク書、ゼパニヤ書、ハガイ書
ゼカリヤ書、マラキ書、３９。
③＜新約＞
マタイの福音書、マルコの福音書、ルカの福音書、ヨハネ(伝)の福音書
使徒の働き、ロ-マ人への手紙、コリント人への手紙第Ⅰ･Ⅱ、ガラテヤ(書)人への手紙
エペソ人への手紙､ピリピ人への手紙､コロサイ人への手紙､テサロニケ人への手紙第Ⅰ･Ⅱ
テモテへの手紙第Ⅰ・Ⅱ、テトスへの手紙、ピレモンへの手紙、ヘブル(書)人への手紙
④＜新約＞
ヤコブの手紙、ペテロの手紙第Ⅰ・Ⅱ、ヨハネの手紙第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、ユダの手紙
ヨハネの黙示録、２７
旧･新両約合わせれば､聖書の数は６６

『聖書概論』２［創世記①］

－　旧約聖書　－

　　　§歴史の部：歴史は旧約の基礎となる。文学や預言書の作者・主人公等は歴史上の
　　　　　　　　　人物であり、内容・メッセ－ジも歴史を前提・背景としている。
　　　　　①モ－セ５書（創世記、出エジプト記、レビ記、民数記、申命記）
　　　　　　　　神が、いかにイスラエルを全人類から選び、エジプトから救い、“約束
　　　　　　　　の地”カナンに住まわせるために導き、備えられたか。
　　　　　②ヨシュア記～エステル記
　　　　　　　　イスラエルの失敗と出直し。約束の地での、イスラエルの不信仰、神の
　　　　　　　　忍耐、裁きと悔い改め。イスラエルとユダの滅び。バビロン捕囚と帰還。

Ⅰ．モ－セ５書
　　　　①名称　ａ．ヘブル語“ト－ラ－”＜意味＞教え
　　　　　　　　ｂ．ギリシア語“ペンタチュ－ク”＜意味＞５つの巻き物
　　　　②内容　ａ．天地創造
　　　　　　　　ｂ．堕落：アダムとエバ、カインとアベル、ノア。
　　　　　　　　ｃ．父祖たちの選び：アブラハム→イサク→ヤコブ→ヨセフ
　　　　　　　　ｄ．エジプトでの奴隷生活からの解放：モ－セ
　　　　　　　　ｅ．シナイ契約：モ－セ
　　　　③著者　ａ．伝統的にはモ－セが書いたとされている
　　　　　　　　　　　⇔モ－セの死後の記事の存在
　　　　　　　　ｂ．モ－セの名において。
Ａ．創世記＜Genesis＝“起源”ギリシア語に由来＞
　　　　①創世記１～１１章……プロロ－グ：世界と人間歴史の始まり
　　　　②創世記１２～５０章…族長時代：アブラハムの選び～エジプト滞在
　１．天地創造（１：１～２：２５）
　　　　　宇宙、世界、人間歴史の始まり。神の人間歴史への関わりの始まり。
　　　　　壮大な神の救いの歴史の幕開け。
　　ａ．１：１～２：３「初めに、神が天と地を創造した」。
　　　　　第１日　光とやみ。昼と夜　　　　　　第４日　太陽。月。星　　　　　　　
　　　　　第２日　大空と水　　　　　　　　　　第５日　海の生物と鳥　　　　　　　
　　　　　第３日　地と海。植物　　　　　　　　第６日　地の生物と人　　　　　　　
　　　　　　※第７日　安息。完成の祝福。聖別。→安息日（出エ20:8-11）
            ※重要な動詞「創造する(バウラー)」＆「 分ける・区別する (バウダル)」
　　　　　宇宙の諸要素はその存在の起源と存続を神に負っている。神の関与なしには、
　　　　　秩序は失われ、太初の混沌に帰る。
　　ｂ．２：４～２：２５
　　　　　①人の創造　アダム：“人”という意味。←“アダマ－（土）”
　　　　　　　　　　　エバ：「すべて生きているものの母」(創世3:20)。
　　　　　　　　　　　　　　hawwah←“ハ－ヤ－（生きる）”
　　　　　　　　　　　　　　助け手＝神の名称でもある。(2:20)
　　　　　②結婚＜１夫１婦制＞：人類の創造された当初から神によって定められたもの。　２．人間の堕落（３～１１章）
　　ａ．罪の侵入（３：１～２４）
　　　　　①罪を犯す：神の命令に対する違反。自らを神とする高慢。
　　　　　②罪の裁き：イ．蛇＝のろい。腹ばいとなり、ちりを食べる。
　　　　　　　　　　　ロ．エバ＝産みの苦しみ。夫による支配。
　　　　　　　　　　　ハ．アダム＝苦しい労働。
　　　　　③罪の結果：イ．霊的な死
　　　　　　　　　　　ロ．肉体的な死
　　　　　　　　　　　ハ．楽園からの追放
　　　　　④あわれみ：イ．　蛇とその子孫に対する勝利の約束（３：１５）＝原福音　
　　　　　　　　　　　ロ．　皮の衣服を着せる（３：２１）　　　　　　　　　　　　
　　ｂ．最初の殺人（４：１～２６）－カインとアベル－
　　　　　①殺害（４：１～８）＝ねたみ。憤り。罪。
　　　　　②結果（４：１１～１２）＝土地ののろい。地上をさまよい歩くさすらい人。
　　　　　③あわれみ（４：１５）＝　殺されないための１つのしるし　　　　　　　　
　　　　　　　※アダムの系図（５章）：アダム→セツ→･･･→24　　エノク　　　→･･･

　　ｃ．洪水とノアの箱舟（６：１～９：２９）
　　　　　①洪水の原因＝罪・悪・暴虐が全地に満ちたため。
　　　　　②洪水の目的＝さばき。
　　　　　③信仰の従順と神のあわれみ
　　　　　　　イ．ノア＝正しい人。全き人。神とともに歩む。
　　　　　　　ロ．神のあわれみ＝洪水からの救い。ノアとその家族。
　　　　　　　　　　　　　　　　全ての生き物：１つがいor７つがい(きよい動物と鳥)
　　　　　　　ハ．ノア契約（９：８～１７）
　　　　　　　　　　大水が地を滅ぼす大洪水とは決してならない、という永遠の契約。
　　　　　　　　　　契約のしるし＝　虹　
※カナン人の呪い（創世記9:20-27）
　　　　　　　ニ．ノアの息子［セム、ハム、ヤペテ］とその子孫（１０～１１章）
                    ヤペテ→（北方）インド・ヨーロッパ人種？
　　　　　　　　　　ハ ム →（南方）カナン人＆エジプト人［ミツライム］
　　　　　　　　　　セ ム →（中部）……→エベル→……テラ→アブラハム（ユダヤ人）
　　ｄ．バベルの塔（１１：１～９）
　　　　　罪＝人間の力で神・天に到達しようとする高慢
　　　　　罰＝　言語の混乱（バラル）　　　　　　　　

『聖書概論』３［創世記②］

　３．アブラハムの召命：アブラハムの出身地＝　　ウル（バビロニア・ﾊﾞﾋﾞﾛﾝ）　　　　
　　ａ．アブラハムの選び－神の祝福の約束（１２：１～３）
　　　　　①　アブラハム　　　　　　　　　への祝福＝大いなる国民。大いなる名。
　　　　　②　彼を祝福する者　　　　　　　への祝福
　　　　　③　すべての民族　　　　　　　　への祝福　→　イエス・キリスト
　　ｂ．祝福の約束（１２：７．１３：１４～１７．１５：１～２１．１７：１～２１）
　　　　　①土地の付与＜カナン全土＞
　　　　　②子孫の繁栄＜大いなる国民。多くの国民＞ちりの数。星の数。
　　ｃ．アブラハム契約（１５章・１７章）
　　　　　１５章：土地の約束。（１３章）おいのロト
　　　　　　　　　　契約の儀式：切り裂かれた動物。
　　　　　　　　　　　※契約違反時には真二つに切り裂かれてもよい。契約の責任者は神。
　　　　　　　　　　出エジプトの預言。
　　　　　　　　　　　※信仰による義認（１５：６）
　　　　　１７章：子孫の約束。改名：アブラム→アブラハム100。妻サライ→サラ90
［契約のしるし＝　割礼　　　　　］
　　　　　　　　※心の割礼(申命10:16.30:6.ﾛ-ﾏ2:29)
　　　　　　　　　→１８～１９章：サラへの受胎告知。ソドムとゴモラの滅亡。
☆神の名①エ－ル・エルヨ－ン（１４：１８）＝　いと高き神　　　　　　　　
☆神の名②エ－ル・ロイ－（１６：１３）＝　　　御覧になる神　　　　　　　
☆神の名③エ－ル・シャッダイ（１７：１）＝　　全能の神　　　　　　　　　
☆神の名④エ－ル・オ－ラ－ム（２１：３３）＝　永遠の神　　　　　　　　　
　　ｄ．強調点
　　　　　①神の一方的な選び：数が多かったからではない。（申命７：７）
　　　　　②アブラハムの信仰：信仰による義認（ロ－マ４章）
　４．イサク－ヤコブ－ヨセフ《族長時代》B.C.２０００－１８００年頃。
　　ａ．イサク（名前の意味　　笑い　　　）21:6　※モリヤ山上＝　エルサレム　
☆神の名⑤アドナイ・イルエ(22:14)＝　主が備えてくださる・主は見られる　　
· アドナイ・ニシ（出エジプト１７：１５）＝　主はわが旗　　　　　　　
· アドナイ・シャローム（士師６：２４）＝　主は平安　　　　　　　　　　
①妻リベカ←イサクの嫁取り物語（２４章）
　　　　　②信仰によってゆずる人（２６：１７～２２）
百倍の収穫26:12→井戸を巡る争い→レホボテ（広々した土地）26:22
　　　　　　　　※アブラハム：信仰によって進む人。
　　　　　　　　※ヤコブ：信仰によって奪い取る人。
　　　　　③祈りの人（２５：２１）→リベカの妊娠（結婚２０年目）。
　　ｂ．ヤコブ
　　　　　　　※“ヤコブ”の名の由来＝　かかと　　　　　(25:26)　アケブ
　　　　　①おしのける者（２７：３６）　アカブ
　　　　　　　長子の権利を兄エサウから奪う。（２５：２９～３４，２７：１～２９）
　　　　　②神の約束と命令
　　　　　　　兄が弟に仕えるという約束（２５：２３）　※兄エサウ
　　　　　　　ベテル＜神の家＞での約束・天のはしご（２８：１０～１９）
　　　　　　　おじラバン。妻レアとラケル。12人の子（29:31-30:24,35:18）29:35
　　　　　　　祖国帰還の命令（３１：３）
　　　　　③イスラエル（３２：２２～３２）
　　　　　　　ヤボクの渡しでの御使いとの格闘。→３３章：兄エサウとの再会。
☆神の名⑥エ－ル・エロ－ヘ・イスラ－エ－ル＝イスラエルの神である神(33:20)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※イスラエル＝　戦う神・神と戦う
　　ｃ．ヨセフ
　　　　　　　３７章：夢見る者→イシュマエル人・ミデヤン人の商人に売られる
　　　　　　　→エジプトへ→パロの侍従長ポティファルの奴隷→祝福：家の管理人
　　　　　　　→ポティファルの妻による誘惑→投獄→祝福：監獄の管理
　　　　　　　→王の夢の解き明かし（４１章）→エジプトの支配者
　　　　　　　→家族との再会（４２章。４５章。５０：２０）
　　　　　①ヨセフの祝福の鍵＝　　主がともにおられた　　　　　　　(39:2,3,21,23)
     　　 ②ヨセフ物語の重要性
　　　　　　1)救い主の型としてのヨセフ
　　　　　　　　謙卑と栄光。いのちの救い。
　　　　　　2)出エジプト記の序文：創世記と出エジプト記の歴史をつなぐ役割。
　　　　　　　　※ルベン、シメオン、レビに、ユダ／
　　　　　　　　　ダン、ナフタリ、ガド、アシェル、イッサカル／
　　　　　　　　　ゼブルン、ヨセフに、ベニヤミン／
　　　　　　　　　エフライム、マナセはヨセフの子。
　　　　　　　　※ヨセフはイエス・キリストの系図には入っていない。
　　　　　　　　※エフライム、マナセ（41:50-52,48:13-22）。

『聖書概論』４［出エジプト記］

Ｂ．出エジプト記
　　　　　　Ｅｘｏｄｕｓ＜エクソドス＞“出口”“出立する”意のギリシア語に由来。
　　　　　　モ－セ５書における歴史の流れ＝堕落と再生の歴史。
　　　　★２つの大きな主題
　　　　　　①神がモ－セを用いイスラエルをエジプトから解放する＜前半＞出エジプト
　　　　　　②解放の恵みに基づく神とイスラエルとの契約、律法  ＜後半＞律法授与
※救済と律法

　１．モ－セの召命（１～４章）
　　ａ．エジプトにおけるイスラエル人：最初は７０名→おびただしく増える
　　ｂ．新しいパロの即位(1:8)：ファラオ（ラメセスⅡ世？）
　　　　　エジプトの助産婦に→ヘブル人が産んだ男子を殺す命令
　　ｃ．モ－セの生涯（３段階）
①０～４０歳：エジプトの王女の子（使徒7:23）
　　　　　モ－セ （モシェ）←“　　引き出す　　　　　　　”（マシャ）の意(2:10)
①水の中から引き出された　②エジプトから民を引き出す
　　　　　②４０～８０歳：ミデヤンの地（荒野）。　※イテロの娘チッポラを妻に
　　　　　　　イスラエル：厳しい労役→叫び→神に届く(2:23.3:7-10)
※８０歳：召命。神の召しを受ける(7:7)。
　　　　　③８０～１２０歳：イスラエルの指導者（荒野の４０年）申命記34:7
　　ｄ．モ－セの召命
　　　　　①神とモ－セとの問答（３：１０～４：１７）
燃えるしば(3:1-5)
しば：火の前では、燃えつきてしまうはずのもの
　　　　しかし、それが、燃え尽きない。
人：聖なる神に、近づくことのできない存在。
　　　しかし、神は、そのような人間であるモーセを近づけられた。


　　　　　②神ご自身の名前を明かす：神の本質を表わす。（３：１４）
　　　　　　　“わたしはある”存在そのものである方。“Ｉ ａｍ ｗｈｏ Ｉ ａｍ”
                ※ハ－ヤ－：働きつつ在る。生きている。動的。生きている。
　　　　　　　　神の名＝ hw:hoy YHWH ヤハウェ ヤーウェ？　　　×エホバ
　２．エジプト脱出（５～１５章）
　　ａ．１０の災い　※パロの心をかたくなにする主(9:12.7:3)
　　　　　①( 7:14-25)血によるナイル川汚染　②( 8: 1-15)蛙の異常発生
　　　　　③( 8:16-19)ぶよの異常発生(ﾉﾐ)　　④( 8:20-32)あぶの群れ
　　　　　⑤( 9: 1- 7)家畜の疫病　　　　　　 ⑥( 9: 8-12)はれもの（かまどのすす）
　　　　　⑦( 9:13-35)雹と雷  　    ⑧(10: 1-20)いなごの大群     　⑨(10:21-29)やみ
　　　　　⑩(11:1-12:36)長子の死
　　　　　　　※過越の祭りの由来（１２章）：①出エジプトの奇跡の記念。
                                           ②キリストによる犠牲の型。
マタイ26:2.Ⅰコリント5:7
　　　　　　　※昼は雲の柱、夜は火の柱(13:21)
　　ｂ．葦の海の奇跡（１４～１５章）：４３０年間のエジプト生活の終り(12:40)
                                                            ←創世記15:13の預言
　　　　　①葦の海の奇跡（１４章）　②“葦の海の歌”（１５章）
　３．シナイへの旅（１５章後半～１８章）
　　　　　①イスラエルのつぶやきと神の守り（水・うずら・マナ・アマレク戦）
　　　　　②モ－セのしゅうとイテロの来訪：裁判制度の改革・組織化（１８章）
　４．契約・律法（１９章～４０章）
　　　　第１回目（１９章～３１章）→神の指で書かれた石の板(31:18.34:1)
　　　　　　　３２章：イスラエルの民のあせりと不信→偶像＜金の子牛＞礼拝
　　　　※１０の言葉(34:29)←申命記10:1-5
　　　※３４：１０～２６“祭儀十戒”“農耕十戒”（２回目）
　　①十戒＜契約の基本法＞：十戒の第一戒の前提＝　出エジプト（救い）　　　(20:2)
※旧約：先に、律法があって、それを守ったから、主が救われたのではない。
　　　　まず、救い（出エジプト）があって、その後に、律法が与えられた。


第一戒(20:3) 　あなたには、わたしのほかに、ほかの　神々　　　があってはならない。
第二戒(20:4) 　あなたは、自分のために、　　偶像　　　　を造ってはならない。
第三戒(20:7) 　あなたは、あなたの神、主の　　御名　　　をみだりに唱えてはならない。
第四戒(20:8)　 　 安息日　　　　　　を覚えて、これを聖なる日とせよ。
第五戒(20:12)  あなたの　　父と母　　　　　　を敬え。
第六戒(20:13)  　　殺し　　　　　てはならない。
第七戒(20:14)  　　姦淫し　　　　てはならない。
第八戒(20:15)  　　盗ん　　　　　ではならない。
第九戒(20:16)  あなたの隣人に対し、　　偽りの証言　　　　　　をしてはならない。
第十戒(20:17)  あなたの隣人の家を　　　欲しがって　  　　　　はならない。
　　　◎イスラエルの三大祝祭［巡礼の祝祭］(23:14-17)→申命記１６章
　　　　　1)　 過越の祭（種をいれないパンの祭り）         　　 《今日の３～４月》
　　　　　2)五旬節･ﾍﾟﾝﾃｺｽﾃ（小麦の刈り入れの初穂のための７週の祭）《今日の５～６月》
　　　　　3)　　仮庵の祭（収穫祭） 　　　　　　　　　　　　　 《今日の９～10月》
　　②契約の書（２１～２３章）十戒の具体化　　※例23:5,25
　　③神礼拝の施設［　　  幕屋　  　］(25:9)と奉仕者（２５～３１章・３５～４０章）
　　④契約成立のしるし（４０：３４～３８）
　　　　　「雲は会見の天幕をおおい、主の栄光が幕屋に満ちた」(40:34) 
　　　　　※主の臨在の約束(25:8)の成就。

『聖書概論』５［レビ記・民数記・申命記］
Ｃ．レビ記
　１．神への供え物（１～７章）
　　　①　全焼　　　　　　　　のいけにえ＜燔祭＞（1:4）＝なだめ。献身。聖別。
　　　②　穀物　　　　　　　　のいけにえ＜素祭＞（2:1,3）＝贈り物。
　　　③　和解　　　　　　　　のいけにえ＜酬恩祭＞（3:1）＝神との交わり。
　　　④　罪のため　　　　　　のいけにえ＜罪祭＞(4:1-5:13)＝(神に対する)罪の赦し。
　　　⑤　罪過のため　　　　　のいけにえ＜愆祭＞(5:14-6:7)＝(人に対する)罪の償い。
　２．祭司の任職（聖別）、御用始め、そして違反（８～１０章）
　　　　大祭司＝アロンとその子孫。
　※アロンの子ナダブとアビフによる「異なる火」事件(１０章)
　３．けがれときよめの規則（１１～１５章）
　　　　きよい動物とけがれた動物（食物）。→Ⅰテモテ4:4-5
産後の汚れのきよめ。らい病・身体からの流出物に関わる規則。  ※はげ(13:40)
　４．贖罪の日（１６章）　　　　　　　　※アザゼル（除去する）の山羊を荒野に放つ
　　　　年に１度、大祭司は、至聖所に入り、自分、自分の家族、全イスラエルのために、
　　　　いけにえをささげ、罪の赦しとその贖いをする。＜仮庵の祭・収穫祭の５日前＞
※「血による贖い」レビ記17:11→ヘブル9:22
　５．シナイ山での教えのしめくくり（１８～２７章）
　　　　「わたしは、あなたがたの神、主である」、「わたしは主である」計５５回。
　　ａ．不自然な性関係の禁止（１８章）
　　ｂ．神の聖(19:2)、隣人愛(19:18)、老人(19:32)、在留異国人(19:34)他（１９章）
　　ｃ．イスラエルではゆるされない宗教的、性的、食物的風習の禁止（２０章）
　　ｄ．祭司のきよさを失わせる事柄の禁止（２１章）
　　ｅ．供え物のきよさを失わせる事柄の禁止（２２章）
　　ｆ．六つの祭（２３章～２５章）
　　 ①　　　　安息日の祭り　　　　(23:3)　④　　　　ラッパの祭り　　　　(23:24)
　　 ②　　　　過越の祭り　　　　　(23:5)　⑤　　　　贖罪の日　　　　　　(23:27)
　　 ③　　五旬節・ペンテコステ 　(23:16)　⑥　仮庵の祭り・収穫祭　　　　(23:34)
　　　　　　※　安息　　　　　　の年：７年に１度(25:4)
　　　　　　※　ヨベル　　　　　の年：５０年に１度(25:10)→(ルカ4:18-19)
※ヨベル＝「雄羊の角」
　　ｇ．最後の勧告（２６章）：神への従順による祝福と不従順によるさばき
　　ｈ．神への応答（２７章）：献身の誓願と什一のささげもの
　　　　　※レビ記：日常生活のすみずみにまで、神の意志の下に行なわれるよう規定。
　　　　　　 →“キリストにあって”いかに継承するか？
                「食べるにも、飲むにも、何をするのも、ただ神の栄光を現わすために
　　　　　　　　　しなさい」(Ⅰコリ10:31)。

Ｄ．民数記（Ｎｕｍｂｅｒｓ）：荒野の４０年の内の大部分は民数記。
　　　　　　　※出エジプト記＜約１年＞。レビ記＜１ヶ月＞。申命記＜１日＞。
　　　　《主題》シナイ山から約束の地カナンまでの数百キロの行程に、なぜ、３９年も
　　　　　　　　かかったのか。
　１．シナイ山のふもとで（１章～１０章１０節）
　　　　第１回人口調査＝６０万３５５０人（成人男子のみ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※レビ人（１ヶ月以上の男子）＝２万２０００人
　　　　　　　　　　　　約束の地を得るための戦いと宿営のため。
　２．カデシュにて（１０章１１節～２０章１３節）－約３９年間－
　　　　民のつぶやきとつまずき。うずらの話＜欲望の墓＞。ミリアムとアロンの反抗。
　　　　モーセ：地上の誰よりも謙遜・柔和（12:3）
　　　　カナン偵察隊の不信(13-14章)：40日間の偵察期間に代えて40年の荒野の生活。
　　　　メリバの水(20章)：イスラエルの不信とモ－セの罪。
モーセがカナンに入れなくなった理由。
　３．カデシュからモアブへ（２０～２１章）：アロンの死。青銅の蛇の話。（ヨハネ3:14）
　４．モアブの荒野にて（２２章～３６章）
　　　　第２回人口調査＝６０万１７３０人（成人男子）　　※レビ人＝２万３０００人
　　　　　　　　　　　　第１回人口調査時の成人男子では、ヨシュアとカレブのみ。
　　　　モアブの王バラクと占い師バラム（２２～２４章）
　　　　モ－セの後継者ヨシュアの任命（２７：１８～２３）



Ｅ．申命記（Ｄｅｕｔｅｒｏｎｏｍｙ：再び与えられた律法）［背景］律法授与当時の成年男子の死去。
　　　　モ－セの告別説教：約束の地カナンの手前、モアブの地で、モ－セは、４０年の
　　　　　　　　　　　　　荒野の旅を振り返り、契約の精神をもう１度、説き聞かせる。
　１．出エジプト以降の回顧と民への奨励（１～４章）
　　ａ．荒野の旅の要約：神の約束と民の不従順（１～３章）
　　　　　「見よ。わたしはその地をあなたがたの手に渡している。行け。その地を所有
　　　　　　せよ」（１：８）。
　　　　　「しかし、あなたがたは登って行こうとせず、あなたがたの神、主の命令に逆
　　　　　　らった」（１：２６）。
　　ｂ．シナイ契約の再確認（４章）
　　　　　①民の特権：「このような神を持つ偉大な国民が､どこにあるだろうか」(4:7)
　　　　　②契約の確認と従順の勧め
　２．契約の根本精神（５章～１１章）
　　ａ．「聞きなさい。イスラエルよ」（５：１）。“シェマ　イスラエル”
　　　　　３つの動作：①　聞きなさい　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　②　学びなさい　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　③　守り行ないなさい　　　　　　　　
　　　　　　※「シェマの朗唱」：ユダヤ教徒は、朝夕の礼拝で、申命記６：４～９，
　　　　　　　　　　　　　　　 申命記１１：１３～２１，民数記１５：３７～４１を唱える。
　　ｂ．十戒の復習
　　ｃ．律法の根本（６：４～５）
　　　　　「聞きなさい。イスラエル。主は私たちの神。主はただひとりである。心を尽
　　　　　　くし、精神を尽くし、力を尽くして、あなたの神、主を愛しなさい」
　　　　　①主を愛する＝律法の精神：律法は単なる規則ではなく、神への愛の応答。
　　　　　②律法の由来（６：２０～２５）
　　　　　　　神の解放の恵み［出エジプト］に答え、神の愛に応答する→ヨハネ15:12
                ※神の選び(7:6-8.14:2)→心の割礼(30:6)
　　　　　③神の愛への応答
　　　　　　  1)主のみを愛する　　　2)隣人を愛する
　　　　　　　  　※３種類の愛＝神の人への愛。人の神への愛。人と人との愛。

　３．契約の条項（１２章～２６章）
　　　　正しい礼拝について。正しい指導者について。「目には目を」(19:21)。
　４．契約の結び（２７章～２８章）：祝福と呪い（２８章）
　５．モアブでの契約のしめくくりとモ－セの死（２９章～３４章）　※33:27,29
モーセの最期：ネボ山のピスガの頂(34:1)。１２０歳。偉大な預言者(34:10-12)
※18:15

　　　　※契約の箱の中身（ヘブル9:4）＝　マナの入った金のつぼ    （出エ16:31-34）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　芽を出したアロンの杖　　（民数記17:10）
　２枚の契約の石板　　　（申命記10:1-5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　※契約の箱の上のふた（出エ25:17-22.ヘブル9:5）＝　贖い　　　　　　のふた

『聖書概論』６［ヨシュア記］
Ⅱ．歴史書
Ａ．ヨシュア記
　　　　　　①“約束の地”カナンの征服（１～１２章）←創世記15:13-16
　　　　　　②“約束の地”カナンの分配（１３～２４章）
　　　　　ヨシュアyehosua＜ヘブル＞(意味)ヤハウェは救い＝＜ギリシア語＞　イエス(ース)　 
　　　　　著者＝伝統的には、ヨシュア。
　１．“約束の地”カナンの征服（１～１２章）
　　ａ．カナン征服の約束と準備（１章）1:1-2
　　　　＊命令：「強くあれ。雄々しくあれ」(1:6,9)
　　　　　　　「この律法の書をあなたの口から離さず、昼も夜もそれを口ずさまなければならない。そのうちにしるされているすべてのことを守り行なうためである」(1:8)
　　　　＊約束：あなたのすることで繁栄し、行く所どこででも栄える。（参照1:7,8）
　　　　　　　 「あなたがたが、足の裏で踏む所はことごとく、わたしがモ－セに約束
　　　　　　　　 したとおり、あなたがたに与えている」(1:3)
　　　　　　　 「あなたの神、主が、あなたの行く所どこにでも、あなたとともにある
　　　　　　　　 からである」(1:9)
        ＊民の協力：「あなたが私たちに命じたことは､何でも行ないます。また､あなた
　　　　　　　　　　 が遣わす所、どこへでもまいります」(1:16)
　　ｂ．エリコ攻略（２～６章）
　　　　　①二人の斥候（偵察員・スパイ）によるエリコ偵察（２章）
　　　　　　　遊女ラハブ、二人の斥候をかくまう。エリコとともに滅びることを免れる。
※ラハブの懇願(2:8-13)→ヨシュア6:25→マタイ1:5
　　　　　　　ラハブ：サルモンと結婚し、ボアズ＜　ルツ　　　の夫＞を産む。
　　　　　　　ボアズ→オベデ・僕・礼拝者　→　エッサイ　　→　ダビデ　　→…イエス
　　　　　②ヨルダン川を渡る（３～４章）
              契約の箱により、ヨルダン川はせきとめられる。川底の石→永遠の記念に
※ヨシュアを大いなる者とする主(3:7.4:14)
※出エジプトとの類似(4:23-24)
　　　　　③荒野の４０年間、行なっていなかった　　割礼　　　を行なう。（５章）
その場所の名→　　ギルガル　　　　（ころがす）5:9
カナンでの最初の祭り、　　過越の祭　　　　　を行なう。
              　※マナの降ることがやむ(5:12)。←その地の産物を食べた時から
　　　　　　　　※主の軍の将(5:15)［モーセ召命との類似(出エ3:5)］→主の戦い　　　　
　　　　　④エリコの陥落（６章）：７日間の内、６日目までは１日１度、エリコの町の周
囲を回り、７日目は７度回る（計１３度）→6:20
※エリコへの呪い(6:26)→Ⅰ列王16:34
　　ｃ．アイ攻略（７～８章）
　　　　　①アカン　　の聖絶　　違反による、第１回の戦いの敗北（７章）
※アカンへのさばき→アコルの谷（災いをもたらす）
　　　　　②第２回の戦いの勝利（８章）
　　　　　③律法の書の朗読＜エバル山とゲリジム山＞(8:30-35)←申命記11:29.27:12-13
　　ｄ．ギブオンの住民の降伏［偽装工作］（９章）→たき木を割る者・水を汲む者
          アヤロンの谷での奇跡的な勝利（１０章）
カナンの先住民族の王たちが、ギブオンの人々を包囲→イスラエルの援軍。
　　　　まる一日、日は動かず、月はとどまる　　　　　　　　奇跡。12-14
　　　　　カナン中部を征服。　※10:24
　　ｅ．南部の征服（１０章）
　　　　　エルサレム、ヘブロン、ヤルムテ、ラキシュ、エグロンの連合軍に対する勝利
(10:42)
　　ｆ．北部の征服（１１章）
　　　　　ハツォル、マドン、シムロン、アクシャなどの連合軍に対する勝利。
　　　　　※主の計画(11:19-20)
　　ｇ．カナン征服のまとめ（１２章）：征服されたカナン都市国家の王たちの一覧表
　２．“約束の地”カナンの分配（１３～２４章）→アブラハム契約の成就
「とるべき所なお多し」♪［聖歌５８４］(13:1)。
　　ａ．ギルガルでのくじ引き（１３～１７章）
※ヘブロン：カレブの相続地に(14:6-14)
　　ｂ．シロでのくじ引き（１８～２１章）　　※のがれの町とレビ人の町も（２０章）
　　　　　主の前で(18:10) → 主の契約の箱　　　
　　　　　カナン征服・分配の総括・まとめ(21:43-45)
　　ｃ．東ヨルダン定住３部族＜ルベン族、ガド族、マナセ半部族＞の祭壇騒動（２２章）
ヨルダン川の東岸の祭壇→その地域でも、主が神である証拠「証人」。22:34
　　ｄ．結び
　　　　　①ヨシュアの告別説教（２３章）
　　　　　　　1)カナン征服は主が戦われたから(23:3)。
　　　　　　　2)これからも勝利は約束されている(23:10)。
　　　　　　　3)だから、モ－セの律法を守り行ない、あなたがたの神、主を愛しなさい。
(23:6,11)
　　　　　　　4)主の約束の真実＜良きことの実現・悪しきことの実現への警告＞23:14-5
　　　　　②シェケムでの契約更新（２４章）：主なる神への忠誠の誓い。
　　　　　　　イスラエルの歴史と主の恵み(24:2-13)13→主に仕えよ(24:14)
　　　　　　　ヨシュア「あなたがたが仕えようと思うものを、どれでも、きょう選ぶが
　　　　　　　　　　　　よい。私と私の家とは、主に仕える」(24:15)
　　　　　　　民「私たちが主を捨てて、ほかの神々に仕えるなど、絶対にそんなことは
　　　　　　　　　ありません。…私たちもまた、主に仕えます」(24:16,18)
→ヨシュアおよび長老たちの生存中は、主に仕えた(24:31)
※ヨシュアは１１０歳で生涯を終える(24:29)
              ※ヨセフの骨を葬る(24:32)←創世記50:24~25.出エジプト13:19
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Ｂ．士師記（Ｊｕｄｇｅｓ）
　　　　士師＜さばきづかさ＞＝①軍事的・政治的指導者　②民を教え、公平にさばく人
　　　　著者＝伝統的には、サムエル。
　１．イスラエルの状況
　　　　　ヨシュアの死後、先住民族を完全に追い出せなかった(2:20-23)
　　　　　理由①　　主の命令・契約に対するイスラエルの民の不従順のため　　　　　
　　　　　　　②　　主の道を守って歩むかどうか、イスラエルを試みるため　　　　　
　　ａ．先住民の偶像礼拝の感化(2:11-12)
　　ｂ．神への忠誠（ヨシュア記２４章）の放棄とその結果(2:10-23)
　　　　　神への背信→外敵による災難→悔い改め（主に叫び求める）→主のあわれみ→
          士師の出現→敵に対する勝利・平和の回復→士師の死→神への背信→ ……
※循環の歴史
　２．１２士師の物語と記録（３～１６章）
　　　　　カナン人らとの結婚・混血(3:5-6)→偶像信仰の混入［バアル。アシェラ］
　　ａ．　オテニエル　　　(3:7-11)　＜外敵＞アラム・ナハライム
　　　　　カレブの弟ケナズの子。救助者。主の霊が彼の上にあった。４０年の平和。
　　ｂ．　エフデ　　　　　(3:12-30) ＜外敵＞モアブの王エグロン　　　　　※左きき
　　　　　※主がモアブの王を強くしイスラエルに逆らわせた(3:12)
　　ｃ．シャムガル(3:31)　　　　　　＜外敵＞ペリシテ人　　※牛の突き棒で６００人
　　ｄ．バラク(4-5章)　　　　　　　 ＜外敵＞ハツォル（カナンの王ヤビン）。
　　　　　女預言者デボラ　　　
※ヘベルの妻ヤエル、ヤビン軍の将シセラを討ち取る(4:21.5:24)
　　ｅ．　　ギデオン　　　(6-8章)　　＜外敵＞ミデヤン人
　　　　　主からの召命(6:12)
　　　　　　※父の家のバアルの祭壇とアシェラ像の破壊。→エルバアルの名(6:32)
　　　　　　　羊の毛と露。ギデオンの精兵［３万２千人→　　３００　　人］。
ミデヤン人：大麦のパンに倒される天幕の夢(7:13-14)→勝利。主の剣。
　　　　　　※王になることを民が依頼：ギデオンは拒否(8:23)
　　　　　　※ギデオンの子アビメレク、兄弟７０人殺害、３年間イスラエル支配。
　　　　　　　やぐらの屋根から一人の女の投げたひき臼の上石に当たり死亡。
　　ｆ．トラ(10:1-2)
　　ｇ．ヤイル(10:3-5)　　　　　　　※３０人の息子、３０頭のロバ、３０の町を持つ。
　　ｈ．　エフタ　　　　　(10:6-12:7) ＜外敵＞アモン人　※10:15-16
　　　　　　　　　※ギルアデ人。遊女の子。戦勝後迎えに出た娘を全焼のいけにえに。
　　　　　　　　　　エフライム族の反逆を鎮圧。「シボレテ」の発音(12:5-6)。
　　ｉ．イブツァン(12:8-10)　　　　　　　　　　　　　※３０人の息子と３０人の娘
　　ｊ．エロン(12:11-12)
　　ｋ．アブドン(12:13-15)　　　　　　　※４０人の息子と３０人の孫と７０頭のロバ
　　ｌ．　サムソン　　　　(13-16章)　＜外敵＞ペリシテ人
· 父マノア。主の使い［名は不思議］による出産のお告げ。
生まれる前からのナジル人　　。ペリシテ人の女→獅子と蜂蜜のなぞ。
３百匹のジャッカルとたいまつ。ロバのあご骨で千人のペリシテ人を倒す。
　　　　　　　ペリシテ人の妻デリラ。力の秘密。ダゴンの宮での最期（三千人）。
　３．エピロ－グ
　　ａ．ダンの聖所の起源物語（１７～１８章）：ミカ家の祭司とエポデ、彫像 etc。
　　ｂ．ベニヤミン族の不祥事件（１９～２０章）　※ベニヤミン族→サウル王
　　　　　レビ人のそばめをギブアのベニヤミン人たちが暴行を加え殺害。
　　　　　ベニヤミン族と他のイスラエル１１部族との戦い。ベニヤミン族、壊滅状態。
　　　　　士師記の最後の言葉「そのころ、イスラエルには王がなく、めいめいが自分の
　　　　　目に正しいと見えることを行なっていた」(17:6.21:25)
※ヨシュア記は勝利の書と呼ばれ、士師記は失敗の書とも呼ばれる。

Ｃ．ルツ記
　　　　ダビデ王の曾祖母（ひいおばあちゃん）となったモアブ人ルツの物語。
　　　　著者＝伝統的には、サムエル。
　１．プロロ－グ＜ルツとナオミの関係＞(1:1-5)
　　　　義父エリメレク（神は王）。義母ナオミ（快い）。
　　　　ルツ（友情）。夫マフロン（病める者）。義兄弟キルヨン（消え失せる者）。
　２．ベツレヘムへの帰郷＜ルツの信仰、従順、決意＞(1:6-22)
　　　　ルツの告白(1:16-17)。ナオミ（快い）：自分をマラ（苦しみ）と呼んで下さい。
　３．出会い＜ボアズとルツ。ルツの落ち穂拾い＞(2:1-23)
　　　　ボアズ（彼に力あり／敏速）2:4。
ルツが落ち穂を拾いやすいように配慮(2:10-16)。
　　　　義母ナオミの喜び(2:19-20)。
　４．夜の間の出来事＜義母ナオミの勧めによる、ルツの求婚＞(3:1-18)
　　　　ボアズの答え(3:10-13)。朝の出来事(3:14-18)。
　５．買い戻しの交渉(4:1-12)
　　　　ナオミと夫エリメレクの土地を買い戻す、第一の権利を持つ親類から、ボアズは、その権利を譲り受け、その土地を買い取り、ルツを妻とする。
　　　　　※買戻しや権利の譲渡のしるし：　　はきものを脱いで渡す　　　　(4:7-8)
※「下駄を預ける」との類似
　６．ボアズとルツの結婚(4:13-17)
　　　　門にいた人々と長老たちからの祝福(4:11-12)
　　　　女たちからナオミへの祝福(4:14-15)
　　　　息子オベデ（仕える者・しもべ・礼拝者）。
　７．系図(4:18-22)
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Ｄ．サムエル記　第Ⅰ
　　　　王国の成立。
　　　　「サムエル記　第Ⅰ・Ⅱ」と「列王記　第Ⅰ・Ⅱ」を合わせて「王国の書」とも
　　　　呼ぶ＜７０人訳聖書＝ギリシア語訳旧約聖書＞。イスラエル王国興亡史。
　　　中心人物
　　　　サムエル（第Ⅰの１～１６章）　※１９章・２５章・２８章にも登場。
　　　　サ ウ ル（第Ⅰの９～３１章）
　　　　ダ ビ デ（第Ⅰの１６章～）　　※Ⅰ列王２章まで。
　１．最後の士師・預言者サムエル（１～７章）
最後の士師（Ⅰサム7:15）。最初の預言者（Ⅰサム3:20.使3:24.13:20）
　　ａ．最後の士師サムエルの誕生とシロでの日々（１～３章）
　　　　　①サムエル誕生と献身（１：１～２：１０）
母ハンナの祈り(1:10-18)。サムエル誕生(1:20)。　※ナジル人←サムソン
※サムエル＝「神の名／神は聞かれる」
　　　　　②シロの祭司エリの子供たちの堕落（２：１２～１７，２２－２５）
　　　　　　　サムエル一家の祝福(2:18-21)。神の人の預言(2:30,34)。
　　　　　③サムエル、主のお告げ＜預言＞を聞く《預言者召命》（３章）
　　　　　　　「しもべ聞く。主よ、語りたまえ」（３：１０）
　　　　　　　内容＝　エリの家に対する神のさばき          　　　　　　　　　　　
　　ｂ．神の箱＜契約の箱＞、シロの神殿を去る。（４：１～７：２）
　　　　　①神の箱、ペリシテ人に奪い取られる（４章）
　　　　　　　エベン・エゼルでの戦い。エリのふたりの息子の戦死とエリの死。
　　　　　②ペリシテでの神の箱（５章）
　　　　　　　主の箱により、アシュドデのダゴン像はバラバラに壊れる。
　　　　　③神の箱の帰還（６：１～７：２）
ペリシテ人、主の箱を返す。
罪過のためのいけにえ＝　　５つの金の腫物と５つの金のねずみ　　　　
主の箱→ベテ・シェメシュ6:19→キルヤテ・エアリムに安置7:2

　２．サムエルとサウル王（７～１５章）
    ａ．ミツパでの断食集会（７章）
          ペリシテ人の襲撃とイスラエルの勝利(7:3-10)。エベン・エゼル［助けの石］
　　　　　民が神と神の立てたサムエルに従う時：敵から守られる＜士師記のパタ－ン＞
　　ｂ．サムエルの統治と王を求める世論の高まり（８章）
サムエルの２人の息子たち：士師として失格(8:3)。
　　　　　民：王を与えてください(8:5-6)→サムエル(8:18)→主(8:22)
　　ｃ．サウルへの油注ぎ（９～１０章）
キシュの息子サウル、いなくなった雌ロバを探す→予見者サムエルのもとへ
主の言葉(9:15-17)→サムエル、サウルに油を注ぎ王に任命する(10:1,6-7)
ミツパでのくじによる選び(10:17-)→民：サウルを王と認める(10:24)
※反対者の存在(10:27)
　　　　　※神政（神が王であった契約共同体）→王政へ＜最善ではなく次善　　＞
　　ｄ．サウルの最初の勝利（１１章）
ヤベシュ・ギルアデの人々をアモン人から救う。　　　　　　　　　　
ギルガルでの祝宴：サウルを王とする(11:15)
　　ｅ．サムエルの説教（１２章）：雷と雨の奇跡(12:16-18)。
民の反応とサムエルの言葉(12:19,22-23)
　　ｆ．サウル王失脚の原因
　　　　　①１３：８～１４＝　越権行為：勝手にいけにえをささげる　　　　　
　　　　　　　※サウルの子ヨナタンの信仰によるペリシテ人への勝利（１４章）14:6,45
　　　　　②１５：９～１１＝　聖絶違反：神の命令に背く　　　　※アマレク人(出エ17)
　　　　　　　※サムエルの宣告（15:22~23, 27~28）     ※悔いない神の悔い(15:29,35)
　　　　　③２８：３～２０＝　霊媒行為：オカルト　　　　　　　　　　
　　　　　　　※サウルとその子たちの死の預言（28:17~19）
　３．サウル王とダビデ（１６～３１章）
　　ａ．ダビデへの油注ぎ（１６章）
サムエルとダビデとの出会い(16:1,7,11-13)
ダビデ、悪霊に悩まされていたサウルの立琴弾きに(16:21-23)。
　　ｂ．ペリシテ人ゴリアテに対するダビデの勝利（１７章）45~47
　　ｃ．サウル王の嫉妬（１８：７－９）⇔ヨナタンの友情（１８：１，３－４）
　　　　　ダビデの勝利(18:14-16)。サウルの娘ミカルとの結婚(18:20-29)
　　ｄ．ダビデ：サウル王との和解の試みの失敗と逃亡＜ラマへ＞（１９章）
          サウル王：ダビデへの殺意(19:1)。ヨナタンのとりなし(19:4-6)。
サウルと悪霊(19:9-10)。妻ミカルの助け(19:11-12)。
ダビデ、ラマのサムエルのもとに逃れる。
※ダビデ殺害に向かったサウルに、神の霊がくだり、預言する(19:22-24)
　　ｅ．ダビデとヨナタンの友情・誓い（２０章）20:16-17
　　　　　ヨナタンと父サウルとの対話(20:31-33)。ダビデとヨナタンの別れ(20:41-42)
　　ｆ．ダビデの逃亡生活とペリシテへの亡命（２１～２７章）
　　　　　ノブの祭司アヒメレクのもとに。ゴリアテの剣を得る(21:9)。
　　　　　ペリシテのガテの王アキシュのもとへ。気違いを装う→アドラムの洞穴へ
　　　　　サウル、アヒメレクら８５人の祭司を殺害。
→アヒメレクの息子エブヤタルは逃れて、ダビデのもとへ
ダビデとヨナタンの再会(23:15-18)
主がサウルをダビデの手に渡す、しかし、ダビデは手を下さない(24章＆26章)
ナバルの妻アビガイルとの出会い→ダビデの妻に（２５章）14,16,28,30~31,39
再び、ペリシテのガテの王アキシュのもとへ（２７章）。
※しかし、イスラエルとの戦いには参加しなかった。
　　ｇ．サウル王の最期（２８～３１章）
サウル、ヨナタンの死(31:2-4)。ギルボア山。
サウルとその息子たちの遺体を取り返し、手厚く葬った人々
＝　　　ヤベシュ・ギルアデの人々　　　　　(31:10-13)←１１章
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Ｅ．サムエル記　第Ⅱ
　１．南ユダの王ダビデ
　　ａ．サウルとヨナタンのための哀歌＜弓の歌＞（１章）
　　　　　ダビデの悲しみ(1:12,26-27)。
　　ｂ．ヘブロンでの即位＜南ユダの王＞（2:4）　B.C.１０１０年頃
　　　　　⇔サウルの子イシュ・ボシェテ：北イスラエルの王に即位(2:8-11)。
　　ｃ．イシュ・ボシェテ王国の崩壊（３～４章）
　　　　　北イスラエルの将軍アブネルのクーデター(3:6-10,12,17-21)
　　　　　ダビデの将軍　　ヨアブ　　　、北イスラエルの将軍アブネルを暗殺(3:27)。
　　　　　ダビデの嘆き(3:32-34)
　　　　　二人の略奪隊の隊長バアナとレカブによるイシュ・ボシェテ暗殺(4:7-8)
　２．全イスラエル統一王国の確立（５～９章）
　　　　ダビデ、ヘブロンで、全イスラエルの王に(5:1-5)
　　ａ．首都　エルサレム　　　　　　　（５：５）
　　　　　エブス人の町を占領し、全イスラエルの首都とする。王宮の建設。
　　　　　ペリシテ人を打ち破る。バアル・ペラツィム（バアルを打ち破る）。
　　ｂ．神の箱、エルサレムへ（６章）
　　　　　キルヤテ・エアリムから「神の箱」を移す→ペレツ・ウザ（ウザの割り込み）
→オベデ・エドムの家に安置→主の祝福→エルサレムへ
※エルサレム：宗教上もイスラエルの中心となる。
※妻ミカルのつぶやき(6:20-22)←3:14-16
　　ｃ．ダビデ契約（７章）：　　ナタン　　の預言(7:15-16)とダビデの祈り(7:18,29)。
　　ｄ．近隣諸国の征服（８章）：ペリシテ、モアブ、ツォバ、アラム、エドム。
　　ｅ．ヨナタンの子メフィボシェテ(4:4)（９章）9:3,13
　３．ダビデからソロモンへ＜王位継承物語＞（１０～２４章）
　　ａ．発端：ダビデとバテ・シャバ事件（１１～１２章）
　　　　　ダビデとウリヤの妻バテ・シェバとの姦淫→妊娠→隠蔽工作と失敗→
　　　　　→ウリヤ殺害計画（ダビデから将軍ヨアブへの手紙）→ウリヤの死→
　　　　　→ダビデとバテ・シェバとの結婚
　　　　　預言者ナタンによる雌の小羊のたとえと罪・さばきの宣告(12:1-7,13-14)。
最初の子の死。　　ソロモン　　の誕生(12:24-25)。
　　ｂ．展開：部下の家庭を破壊したダビデ、自分の家庭崩壊に苦しむ（１３～２０章）
　　　　　異母兄妹アムノンとタマルの不祥事（悪賢いヨナダブの進言）13:1-19。
タマルの兄　　　アブシャロム　　　　の復讐と逃亡(13:23,28-29,38)。
将軍ヨアブの計らい（知恵ある女）14:1-21→アブシャロム帰還(14:28,33)
　　　　　王子アブシャロムの反逆(15:1-6,10)。ダビデ逃亡生活(15:13-14)。
　　　　　異邦人ガテ人イタイの忠誠(15:21)。ダビデの友フシャイ(15:31-37)。
　　　　　サウル家のシムイののろい(16:5-12)。
アブシャロムの腹心アヒトフェル(16:23.17:1-14,23)
ダビデ軍とアブシャロム軍との戦い。
将軍ヨアブ、王子アブシャロムを殺害(18:9,14)。
ダビデの勝利と嘆き。ユダの人々、ダビデを出迎える(19:9-15)
ダビデとユダ族に対する、シェバとイスラエルの反乱(20:1-2)。
シェバ軍との戦い→将軍ヨアブ,アマサ（元アブシャロムの将軍）を暗殺(20:10)
知恵ある女により、シェバは討ち取られる(20:22)
　　ｃ．挿話：エルサレムに戻ってからのダビデ（２１～２４章）
　　　　　①サウルの子孫７人の処刑（２１章前半）←ギブオン人への罪
※ヨナタンの子メフィボシェテは処分しない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※サウルとヨナタンの骨を葬る(21:14)
　　　　　②ペリシテ戦の英雄（２１章後半）
※ラファの子孫４人を打ち倒す（手足の指が６本の者も）
　　　　　③ダビデの感謝の歌（２２章）22:4,10,18-20,26,51
　　　　　④ダビデの最後のことば（２３章前半）23:5
　　　　　⑤ダビデ軍の勇士一覧表（２３章後半）
※ダビデの３勇士ヤショブアム、エルアザル、シャマ(23:14-17)
　　　　　⑥ダビデによる人口調査と神のさばき（２４章）
　　　　　　　ダビデの罪とは？(24:10,17)
　　　　　　　神罰の終わった地、エブス人アラウナの打ち場→　神殿建設の場（モリヤ）
（Ⅰ歴代21:18.Ⅱ歴代3:1）

『聖書概論』１０［列王記］①

Ｆ．列王記　第Ⅰ・第Ⅱ
　　　　　列王記は、ソロモン以下の王たちの時代から国の滅亡の時まで。
　１．ソロモンの治世（１～１１章）　B.C.９７０年頃
　　ａ．ソロモンの兄アドニヤの反乱とソロモンへの油注ぎ（１章）
　　　　　アドニヤ1:5-6：将軍ヨアブ、祭司エブヤタルらが支持。ダビデの第４子。
※長子アムノン、第３子アブシャロムは死去。アビガイルによる第２子キルアブも？
　　　　　ソロモン：預言者ナタン、将軍ベナヤ、祭司ツァドク、ダビデの勇士らが支持。
1:16-30,39-40,49-53
　　ｂ．ソロモンの即位（２章）
　　　　　ダビデの遺言2:2-9。ダビデの死2:10。
　　　　　アドニヤの処刑2:13-17,23-25
　　　　　祭司エブヤタルの追放2:27　※ゴリヤテの剣を与えた祭司アヒメレクの生き残りの子
　　　　　将軍ヨアブの処刑2:28-35
　　　　　サウル家のシムイの処刑2:36-46　※Ⅱサム16:5-
　　ｃ．ソロモンの知恵（３章）
　　　　　知恵を求める祈り（３：５～９，１０－１４）　※高き所3:3-4　Ⅱ歴代1:3
　　　　　二人の遊女に対する名裁判（３：１６－）
　　　　　ソロモンの支配（4:20-21,25）　ソロモンの食事（4:22-23）
　　　　　ソロモンの知恵4:29-34　※３千の箴言と１千５の歌（４：３２）
→箴言・伝道者の書・雅歌。
　　ｄ．エルサレムの神殿建設（５～８章）5:5→完成6:2,37-38,7:51 ※宮殿の建築7:1-2
　　　　　主の箱8:3-4,6,9　主の栄光の雲8:10-11
　　　　　ソロモンの祈り（８：１２－５３）8:27-30,41-43
　　ｅ．エルサレム神殿に対する主の約束と警告（９：１～９）
　　ｆ．ソロモンの繁栄（９～１０章）　※シェバの女王の来訪10:1-10。
　　　　　ソロモン王の繁栄10:21-25
　　ｇ．ソロモンの晩年（１１章）
　　　　　政略結婚→多くの外国人妻（700人の妻と300人のそばめ）11:3-4
→偶像礼拝の黙認→主の怒り・王国分裂の預言（１１：９～１３）
　２．分裂王国時代
　　ａ．王国の分裂（１１：２６～１２：３３）［B.C.９３１(922)］
　　　　　　ソロモンの部下ヤロブアムの反逆（１１：２６～）11:28-32,40
　　　　　　　→アヒヤの預言→ソロモンが死ぬまで、エジプトに逃亡。
　　　　　　ソロモンの息子レハブアムとヤロブアムの決裂（１２：１～）
　　ｂ．王国分裂の原因＝①　民に負わせた過酷な労働と重いくびき（重税）　　　　　
　　　 　(12:4.11:9-13) 　②　父ソロモンの罪（偶像礼拝）　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　※賢明な長老の意見を退け、威勢のいい若者の言葉に聴く。 
国の分裂12:19-20［Ｂ.Ｃ.９３１(922)年頃］
　　　　　ユダ王国（南）：礼拝＝エルサレム神殿／王＝２０人
　　　イスラエル王国（北）：礼拝＝ダン。ベテル(12:26-)〈金の子牛〉　※13:1-6
 　　　　　　　　　　　　　王＝１９人

　　　※列王記は王たちの善悪と国の興亡を次の３つの観点から見ている。
　　　　　①偶像礼拝に関して。
　　　　　②主が選ばれたエルサレム神殿での礼拝に関して（１２：２６～）。
　　　　　③神の民の権利＜強制労働や重税＞に関して（１２章・２１章）。
　　　　　　　　　　　※参照＝申命記１７：１６～１７
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	ユダ王国《南》
	イスラエル王国《北》

	1)　レハブアム　<931-913> Ⅰ11:43-
　　　レハブアムの罪Ⅰ14:21-24
　2)アビヤム<913-911> Ⅰ14:31.15:3

　3)　アサ　　　<911-870> Ⅰ15:9-,11-14

4)  ヨシャパテ　　 <872-848> Ⅰ15:24-
　　　アラムとの戦い・アハブ王の死Ⅰ22
　　　アサの道Ⅰ22:43,46

　5)ヨラム<853-841> Ⅱ8:16-19
　6)アハズヤ（エホアハズ）<841> Ⅱ8:25-

　7)　アタルヤ　　<841-835>Ⅱ11:1-
※ヨラムの妻・イゼベルの娘
　8)ヨアシュ<835-796>Ⅱ11:12-※祭司ｴﾎﾔﾀﾞ
Ⅱ12:2-
　9)アマツヤ<796-767>Ⅱ12:20-21.14:1-19
 10)ウジヤ(ｱｻﾞﾙﾔ)　　<792-740>Ⅱ15:1-
           　　　　　　 ※イザヤ．ミカ

 11)ヨタム<750-732> Ⅱ15:32-,37
 12)アハズ<743-716> Ⅱ16:1-,7-9
　　　ダマスコの祭壇16:10-,18
 13) ヒゼキヤ　　     <729-687> Ⅱ18:1-
アッシリヤ18:13-19:37
ヒゼキヤの病20:1-11
バビロン20:12-
 14) マナセ　　   <697-643> Ⅱ21:1-
                           21:5-6,9,13,16
 15)アモン<643-641> Ⅱ21:19-,23-24
 16)  ヨシヤ      <641-609> Ⅱ22:1-
律法の書の発見22:8,19。
宗教改革23:1-,15-,21-,25-6
ヨシヤの死23:29-30
 17)エホアハズ（ｼｬﾙﾑ）<609>3ヶ月Ⅱ23:31-
　　　エジプト23:34
18)エホヤキム（ｴﾙﾔｷﾑ）弟<-598>Ⅱ23:36-
　　　バビロン24:1-。マナセの罪24:3-4
19)エホヤキン<598-597>3ｹ月Ⅱ24:8-,10-
 20)　ゼデキヤ　<597-586>おじ Ⅱ24:18-,20
　　　ユダの滅亡25:1-,7,21
	1)　ヤロブアムⅠ　<931-910> Ⅰ11:26-
　　　ベテルとダンの金の子牛Ⅰ12:26-29
　　　神の人とベテルの祭壇Ⅰ13
　　　主のさばきⅠ14:9-12 都ﾃｨﾙﾂｧ14:17
  2)ナダブ<910-909> Ⅰ14:20-
  3)バシャ<909-886> Ⅰ15:27-16:4, 15:33
  4)エラ<886-885> Ⅰ16:8-
  5)ジムリ<885> 7日間 Ⅰ16:9-10,13
  6)オムリ<885-874> Ⅰ16:15-19
都サマリヤ16:24-25
  7)  アハブ 　  <874-853>Ⅰ16:29-33
 ※妻イゼベル　　（シドン人） ※エリヤ
　　　アラムとの戦いⅠ20:28,31-43
　　　ナボテのぶどう畑Ⅰ21
  8)アハズヤ<853-852> Ⅰ22:37-40,53
  9)ヨラム<852-841> Ⅱ1:2,15-17(弟).3:2-
　  ※エリシャ
  10) エフー　　   <841-814> Ⅱ9-10
イゼベルの死9:30-,バアル10:18-28
  11)エホアハズ<814-798> Ⅱ13:1-.13:4
  12)ヨアシュ<798-782> Ⅱ13:10-
  13) ヤロブアムⅡ　 <793-753>Ⅱ14:23-
                ※ヨナ．アモス．ホセア
  14)ゼカリヤ<753-752> 6ｹ月 Ⅱ15:8-
  15)シャルム<752> 1ｹ月 Ⅱ15:12-14
  16)メナヘム<752-742> Ⅱ15:17-,19
  17)ペカフヤ<742-740> Ⅱ15:23-
  18)ペカ<752-732> Ⅱ15:25-,29
  19)　ホセア　<732-722> Ⅱ15:30-
　　　Ⅱ列王記17章　18:9-12
B.C.７２２　サマリヤ陥落
B.C.７２０　北王国滅亡。捕囚｡
アッシリヤ王シャルマヌエセル、
息子サルゴンⅡによる。




                          ※エレミヤ
                          ※ダニエル
                          ※エゼキエル



　　（B.C.５９７　エルサレム陥落とバビロン捕囚＜第１回？＞
　　　B.C.５８６　エルサレム破壊とバビロン捕囚＜第２回？＞←ネブカデネザル王
　　　B.C.５３８　第１回帰還。　　　　　　　　　　　　　　　　※ゼカリヤ．ハガイ
　　　B.C.５２０－５１５　第二神殿完成：ゼルバベル、大祭司ヨシュアによる。
　　　B.C.４７９　エステル、王妃になる。
　　　B.C.４４５　ネヘミヤの帰還と城壁の完成
《南ユダ王国》
レハブアム・アビヤム(ｱﾋﾞﾔ)・アサ・ヨシャパテ
ヨラム・アハズヤ(エホアハズ)・アタルヤ
ヨアシュ・アマツヤ・ウジヤ(ｱｻﾞﾙﾔ)
ヨタム・アハズ・ヒゼキヤ・マナセ・アモン・ヨシヤ
エホアハズ(シャルム)・エホヤキム(ｴﾙﾔｷﾑ)・エホヤキン・ゼデキヤ
     「晴れ日、朝寄って」「寄らずや！」「たれや？」
「余は海人氏や。与太恥ず責や。マナ－も良しや。得ずや、金石」
　　　　　　　　　　　　　　　《北イスラエル王国》
ヤロブアムⅠ・ナダブ・バシャ・エラ・ジムリ
オムリ・アハブ・アハズヤ・ヨラム・エフ－
エホアハズ・ヨアシュ・ヤロブアムⅡ・ゼカリヤ
シャルム・メナヘム・ペカフヤ・ペカ・ホセア
              「やらなば得らじ。お恥ずよ、エフ－」
「恥ず。余はやるぜ。知るめな。ペカペカ穂」
　　ｃ．預言者エリヤ。エリシャ
　　　　　エリヤ物語－Ⅰ列王記１７～２１章　　※カラス17:6
　　　　　　尽きない瓶の粉、壺の油の奇跡17:8-。やもめの息子のよみがえり17:17-。
　　　　　　450人のバアル預言者と対決18:1-。３年半の飢饉と大雨18:11-。預言19:15-
外套でヨルダン川を二分。火の馬と火の戦車、竜巻に乗って天へⅡ2:11。
　　　　　エリシャ物語－Ⅱ列王記２～１３章　※Ⅰ列王19:19-
　　　　　　エリヤの外套と霊の２つの分け前2:1-。悪い水を塩で良い水に2:19。はげ頭。
　　　　　　からの器を油で満たす奇跡4。シュネムの女の息子のよみがえり4:18-。
　　　　　　煮物の毒が取り除かれる奇跡4:38-。パン２０個で１００人を養う4:42-。
　　　　　　アラムの将軍ナアマンのいやし5。沈んだ斧を浮かばせる奇跡6:5-。
　　　　　　アラム軍を盲目にしてサマリヤに連行6:8-。エフ－に油注ぎ、北の王に。
　　　　　　彼の墓に投げ入れられた死人がよみがえる13:14-21。
『聖書概論』１２［歴代誌］

Ｇ．歴代誌　第Ⅰ
　　　　歴代誌からエステル記までには一言で言えば、イスラエルの“出直し”が記され　　　　ている。歴代誌は捕囚後のイスラエルの出直しのために、人類の歴史またイスラエル史、特に、ダビデ王に続く王朝時代を振り返っている。エズラ記以降には捕囚の中にあったイスラエルを神はいかに再びユダヤの地に返し、信仰生活の出直しをさせてくださったかが記されている。
　　　　著者＝伝統的には、エズラ。
　１．系図（１～９章）
　　　　アダムから始まりイスラエルの１２部族の系図、そして、捕囚後のイスラエルの
　　　　系図まで。歴史の形ではなく、系図の形で振り返っている。
　　　　　※ヤベツ(4:9-10)。長子(5:1-2)。レビ族と神殿での奉仕（６章、９章）。
　２．ダビデの治世（１０～２９章）
　　　　特にダビデがエルサレム神殿とそれに仕える祭司、レビ人に心を配った様子が描かれている。神殿建設準備者としてのダビデ。
　　　　　※サウルの死（１０章）10:13-14。ヨアブ(11:6)。アサフ(16:7-)→詩105＋96。
　　　　　　ギブオンと主の幕屋(21:29)。神殿建設準備者ダビデ(22:1､5,7-10) ※Ⅰ列5:3
レビ族と奉仕（23-26章）。主の宮の聖歌隊(25:6-7)。
★３人の賛美リーダー：　アサフ詩50,73‐83・エドトン詩39,62,77・ヘマンサムエルの孫　
神殿建設の備え（28-29章）28:9,11-13,20.29:9,16→ダビデの死
Ｈ．歴代誌　第Ⅱ
　１．ソロモンの治世（１～９章）
　　　　神殿完成。神殿建設者としてのソロモン。その他の業績。
　　　　　※ギブオンと主の幕屋(1:3-6)。神殿建設の場(3:1)。
ソロモンの祈りと主の約束（６～７章）7:14
　　　　　※神殿建設以外の記事：９章のシェバの女王の来訪のみ。
　　　　　　ソロモンの罪（偶像礼拝）の記事はない。
　２．他の王たち
　　　　　※アビヤとヤロブアムの戦い：アビヤの勝利13:8-18。
　　　　特に、アサ（１４～１６章）14:11,16:7-、ヨシャパテ（１７～２０章）20:12,20-、ｄ29:7,10.30:1,18-20、ヨシヤ＜宗教改革＞（３４～３５章）34:33.35:18,20-25に特に多くの章数を割いている。ヒゼキヤ。
　　　　これらの王は「ダビデの道に歩んだ」王であった。
　　　　　＊主により頼んだ。
　　　　　＊偶像礼拝をやめさせた。
　　　　　＊エルサレム神殿の礼拝を盛んにした。　
　　　　　＊祭司とレビ人の務めを重んじた。
　　　　　＊その結果（部分的には罪も犯したが）国は堅固になり、王は富と名声を得た。
　　　その他
ヨラムへの神罰21:11-15,19-20。
ヨアシュと祭司エホヤダによる神殿修復24:4-。マナセの悔い改め33:11-13,15
　　　　ゼデキヤ：滅亡の理由36:12-16。エレミヤの預言36:21-23。
　　★歴代誌の特徴
　　　　北王国イスラエルの王は一人も取り上げられていない。
　　　　ダビデの罪、ソロモンの罪には触れていない。
　　　　ただし、ウジヤの罪に関しては詳細に記している26:16-23。
　　　　神殿への関心の高さ。→著者、編集者は、恐らくレビ人であろう。

『聖書概論』１３［エズラ記・ネヘミヤ記・エステル記］

Ｉ．エズラ記　－ エズラ・ネヘミヤ・エステル記とペルシヤの王 －
　　　クロス［B.C.550~530]　第１次帰国団：総督ゼルバべル《シェシュバツァル》一行。
                              　　　　　 大祭司ヨシュア。預言者ハガイ。ゼカリヤ。
                                         約５万人の帰還。(エズラ1~2章)   ※詩126
　　　カンビセス［B.C.530-522］
　　　ダリヨスⅠ世［B.C.522-486］
　　　　　　　　　　　　　　　　神殿　　 の再建（エズラ6:15）　　※ゼルバベルの神殿
　　　アハシュエロス＜クセルクセスⅠ世＞［B.C.486-464]
　　　　　　　　　　　　　エステル王女、ユダヤ人を救済。（エステル記１～１０章）
　　　アルタシャスタ［B.C.464-423］第２次帰国団：エズラ一行［B.C.457］
　　　　　　　　　　　　宗教改革（エズラ記７～１０章．ネヘミヤ２：１．５：１４）
※エズラ：ユダヤ教の元祖的存在
バビロニアから律法（モ－セ５書）を持ち帰る。
（エズラ7:6,10）
第３次帰国団：ネヘミヤ一行［B.C.445］
　　　　　　　　　　　　　　　　　城壁　　の再建（ネヘミヤ2:17,6:15）
ダリヨスⅡ世［B.C.423-404］
　ａ．第１部＜エズラ登場前＞捕囚からの帰還と神殿再建（１～７章）
　　　　①クロス王の元年（１～２章）
　　　　　　冒頭の言葉(1:1-3)＝Ⅱ歴代誌の最後の言葉とほぼ同じ(36:22-23)
　　　　　　B.C.５３９　ペルシヤの王クロスにより、バビロン（バビロニア）帝国滅亡。
　　　　　　B.C.５３８　エルサレム神殿復興のため帰国せよとの布告
　　　　　　帰国：帰還者の一覧表(2:2-)2:64。
※シェシュバツァル1:8と　　ゼルバベル　　　2:2は同一人物？
　　　　②神殿再建工事開始（３章）
　　　　　　主の宮のためのささげ物(2:68)。仮庵の祭り(3:4)。
　　　　　　神殿再建工事開始と定礎式の大感激(3:10-13)。
　　　　③再建工事の中止（４章）
　　　　　　ユダとベニヤミンの敵たちや地の民、つまりサマリヤ人や地元民による妨害
　　　　　　と中傷の上訴文によって、工事が中止される(4:1:5,16,24)。
　　　　④神殿再建工事再開（５～６章）
　　　　　　B.C.520 預言者　 ハガイ　　と　 ゼカリヤ　　の激励で工事再開(5:1-2)。
　　　　　　川向こうの総督たち、ダリヨス王に問い合わせ状(5:17)。
　　　　　　ダリヨス王から先王クロスの布告の確認6:3と工事支援命令の返書6:7-10。
　　　　　　神殿の完成と献堂式6:15-16。第二神殿で過越の祭が行なわれる6:19-22。
　ｂ．第２部＜エズラ登場後＞エズラの帰国と雑婚の粛正（７～１０章）
　　　　　　B.C.４５７　律法学者また祭司（アロンの子）であるエズラの帰国7:6,10。
　　　　　　アルタシャスタ王のエズラへの推薦状(7:12-26)7:20,23,27。
　　　　①エズラの手記（７：２７～９：１５）　※「エズラ」→「私」8:1
　　　　　　レビ人の募集8:15-。道中安全の断食祈祷8:21-23。
寄進の金品8:24-。雑婚問題への驚きと悔い改めの祈り。9:1-,6,11-15.
　　　　②雑婚問題とその処置（１０：１～４４）
　　　　　　大集団の悔い改めと決意10:1-5,9-12。
　　　　　　　→１１０人が処分。外国人妻の追放。

Ｊ．ネヘミヤ記
　１．エルサレム城壁の再建（１～６章）
　　ａ．ネヘミヤの祈り（１章）：断食の祈り1:4,9。　※ネヘミヤ＝ペルシヤ王の献酌官
　　ｂ．ネヘミヤの帰還（２章）
　　　　　祖国の荒廃を聞いたネヘミヤは、エルサレム帰還の願いを王に告げ、城壁再建
　　　　　の許可と助力を受け、ユダヤ地方の総督として帰還2:2-8。
　　　　　３日後の夜、城壁調査2:12-。民の代表者たちと再建計画2:17-。
　　　　　　※反対者＝ホロン人サヌバラテとアモン人の役人トビヤ
　　ｃ．城壁の修理分担一覧表（３章）
　　　　　羊の門、魚の門、エシャナ（古い）の門、谷の門、糞の門、泉の門、水の門、
馬の門など。
　　ｄ．妨害の中での工事（４章）：サマリヤのサヌバラテらの妨害。4:1,9,16
　　ｅ．窮乏に対する民の訴え（５章）：内政問題。5:10-12
　　ｆ．最後の妨害（６章前半）6:2
　ｇ．城壁の完成（６章後半）6:15
　２．エズラ、ネヘミヤの宗教改革（７～１０章）
　　ａ．帰還者の一覧表（７章）　※エルサレムの現状7:4
　　ｂ．律法の朗読（８章）8:1,9-10：　　仮庵　　　の祭りが行なわれ、
民の内に非常に大きな喜び。8:10
　　ｃ．きよめの集会（９章）9:1-3：悔い改めの祈り9:6-,33
　　ｄ．律法遵守の誓約（１０章）10:31,38
　　　　　祭司、レビ人、民の指導者は雑婚をやめ、安息日と安息の年を守り、神の宮と
　　　　　そこに仕える祭司、レビ人に対する義務を果たすとの固い盟約に印を押す。
　３．附記的事項（１１～１３章）
　　　　　エルサレム居住の勧め11:1-2。居住地一覧表。祭司・レビ人の表12:1-。
城壁奉献式12:27。レビ人の処遇の解決12:44,47.13:10-11。雑婚問題13:2-3。
　　　　　大祭司エルヤシブの家の罪13:7。トビヤの追放13:4-9。安息日の厳守13:15-。
　　　　　雑婚問題の解決13:23-,26-27。ネヘミヤの働きの要約13:30-31。

　　※雑婚粛正問題（エズラ１０章．ネヘミヤ１３章）
　　　　当時の“国際結婚”はあまり良い動機から行なわれていたのではない。土地・財
　　　　産があって、家柄のない地元民と、由緒だけあって資産のない捕囚帰りのユダヤ
　　　　人の結婚が多かった。
←エルサレム神殿の大祭司の家がトビヤとかサヌバラテと縁結びをしていた。
←アモン人の役人トビヤとホロン人のサヌバラテは異邦人で城壁修復を妨害した人々であった（２，４，６章）。

Ｋ．エステル記
　　　　ペルシヤの王アハシュエロスの妃となったユダヤ人モルデカイの養女エステルが
　　　　ユダヤ人虐殺の陰謀を未然にふせぎ、各地のユダヤ人反対者も滅ぼされ、それを
　　　　記念して、過越の祭の１ヶ月前の１４、１５日の両日が、「プリムの日」として
　　　　祝われるようになった。
　１．王妃ワシュティの失脚（１章）1:11-12,17
　２．多くの女性の中から王妃に選出されたエステル（２章）2:4,7,17,20,21-23
　３．ハマンのユダヤ人虐殺計画（３章）
　　　　ハマンはサウル王に殺されたアマレク人アガグの子孫。
　　　　モルデカイはサウル王と同じベニヤミン人。
　　　　ハマン、くじ（プル）で王にユダヤ人虐殺の日を決めさせる。3:2,6-
　４．モルデカイの説得（４章）4:3,8,11-16
　　　　ユダヤ人の危機を救うため、王への嘆願をエステルにすすめる。エステルの決意。
　５．エステルの宴会（５章）：エステル、王妃として、王とハマンを招く。5:2-4
　　　　ハマン：招待にご満悦。モルデカイの態度に不満5:9。
彼を殺すための柱を立てる5:14。
６．ハマンの屈辱（６章）
　　　　王、モルデカイの昔の功績を思い出す6:1-3。彼に栄誉を与える6:6-10。
　　　　ハマンの屈辱6:12。妻の敗北宣言「ユダヤ人には勝てない」6:13。
　７．ハマンの失脚（７章）
　　　　宴会の２日目、エステル、ハマンの陰謀を王に暴露7:3-6。
エステルに執り成すハマン7:7。
　　　　誤解した王はさらに激怒。ハマン、自分の立てた柱にかけられて死ぬ。7:8-10
　８．ユダヤ人に対する新しい布告（８章）
　　　　モルデカイへの祝福8:1-2。ユダヤ人虐殺命令撤回8:3-4,8。
　　　　ユダヤ人に敵対者を滅ぼす許可が与えられる。8:11,16-17
　９．ユダヤ人の勝利（９章）9:1-5,16
プリムの日（プリムの祭り）の制定9:21-22,26,32
　　※「プリム」の由来＝　くじ（プル）　　　(9:24-26)
　10．結びのことば（１０章）10:2-3

『聖書概論』１４［ヨブ記］
Ⅲ．詩書および知恵文学
           §詩書および知恵文学：ヨブ記・詩篇・箴言・伝道者の書・雅歌
Ａ．ヨブ記
　　　　形式：知恵文学。　※知恵：人生の経験に基づく日常生活の知識｡
                    　　　　　　　　→旧約聖書：信仰的に深化。
                ①箴言：正統主義。現世幸福肯定主義。因果応報的。実践的。
                ②伝道者の書：懐疑主義。現世幸福否定主義。哲学的。
                ③ヨブ記：正統主義と懐疑主義を止揚。幸・不幸を超越。信仰的。
　　　　主題：苦難の意義“正しい者がなぜ苦しむのか”。
義人の苦難と神の義。真の神礼拝。この世の矛盾を鋭く追求。
　　　　主人公ヨブ：族長時代の人？(エゼキエル14:14)
　　　　　　　　　　“潔白で正しく、神を恐れ、悪から遠ざかっていた”(1:1) 
　　　　執筆年代：ソロモンの時代？～バビロン捕囚＜それまでは口伝？＞。
　１．発端（１～２章）
　　ａ．ヨブの紹介(1:1-5)：出身地ウツ＝パレスチナ南東のエドム？（哀歌4:21）
　　ｂ．天の神の法廷(1:6-12)①サタンの役割：検事＜訴える者＞(黙示12:10) 
　　　　　1:9「いたずらに（キンナウム）」＝　目的・利益もなしに　　　　創世29:15
　　　　　　　　　　　　　　　　※ご利益なしの信仰は可能か？
　　　　　                 ②神と神の子ら＜天使＞：弁護側(ゼカリヤ3:1-10)
　　ｃ．第１の試練(1:13-22)：すべての持ち物＜家畜・財産・息子・娘＞を失う。
　　　　　　　　　　　　　　ヨブの告白(1:20-21)
　　ｄ．第２の試練(2:1-10)：悪性の腫物。妻の嘲り2:9-10。　※「くちびるをもって」
　　ｅ．友人の訪問(2:11-13)：エリファズ。ビルダデ。ツォファル。
　　　　　　　　　　　　　　 (エリフ<彼は私の神である>)
　２．ヨブと３人の友人との論争（３～３１章）
　　ａ．ヨブの独白（３章）：ヨブ、自分の誕生をのろい、死を願う(3:3,11)。
　　　　　恐れていたことが私の身にふりかかった(3:25)。
　　ｂ．論争①（４～１４章）
　　　　　1)エリファズの論述①（４～５章）
　　　　　　　罪なしには罰はない(4:7-8)。神の前では、人にはみな罪がある(4:17)。
　　　　　　　だから神の懲らしめを認め、神に尋ね訴えて、助けを求めよ(5:17)。
　　　　　2)ヨブの答え（６～７章）
　　　　　　　自分の苦悶の深さ、自分の正しさを主張(6:10)。6:2-3
　　　　　　　共感性のない忠告、友人への非難と失望(6:14-15)。25-6
　　　　　　　死への願い。＜神に＞私にかまわないでください(7:16)。
　　　　　3)ビルダデの論述①（８章）
　　　　　　　君の息子たちの罪のせいだ(8:4)。神にあわれみを求めよ。
　　　　　4)ヨブの答え（９～１０章）
　　　　　　　私は潔白だ。しかし、神は正しい者も悪者も共に滅ぼされる。
　　　　　　　しかも、だれも神には文句は言えない(9:2)。☆　祈り(10:2)
　　　　　　　＜神に＞私を造っておきながら、私を滅ぼそうとされるとは(10:18-19)。
　　　　　5)ツォファルの論述①（１１章）
　　　　　　　神は全知全能だ。神に向かって手を差し伸べよ。
　　　　　　　神はあなたの罪を忘れてくださる(11:6)。
　　　　　6)ヨブの答え（１２～１４章）
　　　　　　　君たちの知っていることは私も知っている(13:2)。黙れ｡あなたは神か｡13:9
　　　　　　　「見よ、神が私を殺しても、私は神を待ち望む」(13:15)｡
　　　　　　　　→神を待ち望む目的：　自分の道・正しさを神の前に主張したい　　　
　　　　　　　私は神と論じ合いたい。しかし、人は空しく望みがない。祈り(14:16-17)
　　ｃ．論争②（１５～２１章）
　　　　　1)エリファズの論述②（１５章）
　　　　　　　君は神にも人にも傲慢だ(15:8,14)。昔から悪人は苦しむのだ(15:20)。
　　　　　2)ヨブの答え（１６～１７章）
　　　　　　　いや、神が理由も示さず、私の　敵　となっているのだ(16:9,14)。
　　　　　　　自己の正しさを主張(16:17)。天の証人(16:19)。
　　　　　3)ビルダデの論述②（１８章）
　　　　　　　まだ反抗するのか(18:2)。悪人の末路は滅びだ(18:5)。
　　　　　4)ヨブの答え（１９章）
　　　　　　　私は神の敵意の犠牲者だ(19:11)。しかし死後、私は「　贖う方　」を見る。
(19:25-26)
　　　　　5)ツォファルの論述②（２０章）
　　　　　　　まだ逆らうのか。反抗者の運命は束の間だ(20:5,7,27-29)。
　　　　　6)ヨブの答え（２１章）
　　　　　　　いや、現実はその反対だ。　悪人　が栄えている(21:7)。
　　　　　　　悪者の心(21:15)。慰めはいらない(21:34)。
　　ｄ．論争③（２２～３１章）
　　　　　1)エリファズの論述③（２２章）
　　　　　　　益(22:2-3)。神と和らげ(22:21)。
　　　　　2)ヨブの答え（２３～２４章）
　　　　　　　神と論じれば決着がつく。しかし、神は応じてくれない(23:7-8)。
　　　　　　　悪人の心と結末(24:15,24)。
　　　　　3)ビルダデの論述③（２５章）　
　　　　　　　神の前に　虫けら　のような人間が正しいはずはない(25:4,6)。
　　　　　4)ヨブの答え（２６～２７章）　　　　
　　　　　　　神の業は測り知れない。
　　　　　　　私は潔白だ。神よ、私の敵を滅ぼせ。(27:5-7)
　　　　　5)ヨブの格言と独白（２７～３１章）
　　　　　　　知恵の賛歌。神の知恵は見つけられない。それは金銀宝石にまさる。
　　　　　　　過去の幸福：一家は栄え、公平なさばきで尊敬も集めていた(29章)。
　　　　　　　今の苦しみ：人はあざけり、神は答えぬ。潔白の誓い(31:33,35-37)。
　３．第４の人物エリフの論述（３２～３７章）
　　ａ．序：３人の友の沈黙。そしてエリフ「もう遠慮はできない」(32:6)
　　　　　エリフの怒りのわけ：　ヨブが神よりも自分を義としたから　　　　   (32:2)
　　ｂ．ヨブに：神は答えないのではない。
　夢　・　幻　・　苦難　で警告している。(33:12-,15,19)。
神のあわれみ(33:27-28)
　　ｃ．友に：ヨブの態度はよくない。神は公正だし沈黙も自由だ(34章)。自分の道34:11
　　ｄ．再びヨブに：信仰とご利益35:3,6。人が神に何ができよう。神を待て35:14。
教育的試練を認めよ36:8-11。悩みの中での　（⇔からの）救い36:15。
神の業は測り知れぬ36:26。創造の不思議37:16。
見えない全能者37:23-24。
　４．神とヨブとの対話（３８章～４２章６節）：創造者と被造者との対話。
　　ａ．神：（あらしの中から）世界の創造と天体・天候のすべてを知っているか。
　　　　　　生物の習性の複雑さを知っているか。
　　ｂ．ヨブ：もう口答えしません(40:3-5)。→神を義とする
　　ｃ．神：カバ・レビヤタン（ワニ）も神の創造で、人の力は及ばない。
　　　　　　自分を義とするか、神を義とするか(40:8)
　　　　　　　※自己義認→　　　神を罪に定める　　　　こと……→十字架
　　ｄ．ヨブ：神の全能・全知を認め、悔い改める。(42:1-6)。
※自分をさげすみ(42:6)＝くずれ、とけさる。
　　　　　ヨブを悔い改め（自分ではなく神を義とする）に導いたもの
　　　　　　＝　　　　神との出会い・神を見た体験・神体験　　　　　　　　
　５．結末（４２章７節～）
　　　　３人の友、全焼のいけにえをささげ、ヨブは彼らのために祈る。
　　　　　※敵対者に対する報復ではなく、赦しと祝福→自分自身の祝福
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→因果応報を越えた信仰の恵み
　　　　主はヨブの所有物を２倍にされ、後の半生を前の半生以上に祝福される。
　　　　　★人間の問題の解決は、神との直接の関わりにおいてのみ与えられる。
　　　　　　義人の苦難という不可解な事実にも左右されず、また、ご利益のある無しに関わらず、自分ではなく、神を義とし、あがめる、神中心の信仰に生きよ。
※２倍の祝福＝イザヤ40:2→バビロン捕囚の民への大いなる励まし・希望

　　　　　　　※祈り：ヨブは初め、へりくだり（9:2）、神に祈っていた(9:15,14:16-17)。
　　　　　　　　　　　だが、次第にヨブは祈らなくなり、自分を義とするようになって
　　　　　　　　　　　いく→人は祈りを忘れるときに、自分を義とする者となってゆく

『聖書概論』１５［詩篇］
Ｂ．詩篇
　　　　§詩篇＝１５０篇　　　　　　　　※モ－セ５書にあやかって５巻に分けられる
                ＜ヘブル語＞テヒリ－ム「讃美の歌」  　　　　※テヒロース［祈り］
　　　　　　　　＜ギリシア語＞プサルモイ「琴に合わせて歌う歌」→＜英語＞Psalms
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ルタ－「小さな聖書」
　　　　§時代＝ダビデの時代から捕囚以降まで。B.C.４００頃までに現代の形に？
　　　　　　　　神殿・第２神殿の礼拝儀式で用いられた讃美歌。
　　　　§作者＝ダビデ、ソロモン、モ－セ、アサフ、コラの子たち。
        §表題【内容】
「歌」〈ヘ〉シール：一般的な歌または賛歌
「賛歌」〈ヘ〉ミズモール：特に弦楽器の伴奏を伴う場合の賛歌
「マスキール」：教育的とも考えられ、また瞑想に適したもの？
「ミクタム」：「（罪などを）覆う」または「（記念に）刻む」？
「祈り」〈ヘ〉テフィッラー
「シガヨン」：その意味は明確でないが、「迷う」などの意味が考えられる所から「不規則」な性格を指すと思われるもの（７篇のみ）
「賛美」〈ヘ〉テヒッラー：神をたたえる歌
※複数形「テヒッリーム」＝「詩篇」
【楽器】
「弦楽器に合わせて」〈ヘ〉ネギーノース（4篇等）
「八弦の立琴に合わせて」〈ヘ〉シェミーニース（6，12篇）
「フルートに合わせて」〈ヘ〉ネヒーロース（5篇）
「アラモテに合わせて」（「女の声のしらべ」）（46篇）
※女声的な高音階または，ソプラノ的な音階を指したもの？
「指揮者のために」〈ヘ〉ラムナッツェーアハ　※55の詩篇
【曲目】　※～の調べに合わせて
「ムテ・ラベン」（「息子の死」という意味．9篇）
「暁の雌鹿」（22篇）。「遠くの人の、もの言わぬ鳩」（56篇）
「ゆりの花」（45，60，69，80篇）。「滅ぼすな」（57‐59篇）
「ギテト」（「酒ぶね」という意味。酒踏み歌？　8，81，84篇）
「マハラテ」（「踊り」という意味。53，88篇）
「エドトン」（音楽指揮者の名で、彼による曲？ 39，62，77篇）
※参照Ⅰ歴16：41‐42
　　　　　　　　　　　　１．第１巻（１篇～４１篇）
嘆き・訴え・祈り・懺悔(個人)＝3.4.5.6.7.9.10.13.17.22a.25.26.27b.28.35.38.39.40b
嘆き・訴え・祈り・懺悔(集団)＝12
感謝・信頼・賛美・祝祭(個人)＝16.18.22b.23.27a.30.31.32.34.40a
感謝・信頼・賛美・祝祭(集団)＝8.19a.24b.29.33
信仰生活の教え・律法・さばき＝1.11.14.15.19b.24a.36.37.41
王の歌[ダビデの選び]・メシヤの詩篇＝2.18.20.21.
　※個人の歌が多く、集団の歌が少ない。
　　１.２篇以外は標題に「ダビデの歌」。ダビデ歌集。ダビデ王朝時代からのもの。
　　神の名＝「主（ヤハウェ）」
　　　　　　　　　　　　２．第２巻（４２～７２篇）
嘆き・訴え・祈り・懺悔(個人)＝42.43.51.54.55.56.57a.59.63.64.69.70.71
嘆き・訴え・祈り・懺悔(集団)＝44.60　　　　　※悔い改めの詩篇＝6,32,38,51,102,130,143
感謝・信頼・賛美・祝祭(個人)＝52.57b
感謝・信頼・賛美・祝祭(集団)＝45.46.47.48.65.66.67.68.72'
信仰生活の教え・律法・さばき＝49.50.53.58.62
王の歌[ダビデの選び]・メシヤの詩篇＝45.61.72'
　※個人の嘆きの歌と集団の感謝の歌が多い。神の名＝「神（エロヒム）」
　　４２～４９篇「コラ歌集」。５０篇「アサフの歌」。５１～７２篇「ダビデ歌集」。
　　　　　　　　　　　　３．第３巻；（７３～８９篇）
嘆き・訴え・祈り・懺悔(個人)＝86.88
嘆き・訴え・祈り・懺悔(集団)＝74.79.80.83.85.89
感謝・信頼・賛美・祝祭(個人)＝75.77.84.
感謝・信頼・賛美・祝祭(集団)＝76.78.81a.87
信仰生活の教え・律法・さばき＝73.75.78.81b.82.89
王の歌[ダビデの選び]・メシヤの詩篇＝78
　※個人の歌が少ない。神の名＝「主（ヤハウェ）」
　　７３～８３篇「アサフ歌集」。８４～８９篇「コラ歌集」。
　　　　　　　　　　　４．第４巻（９０篇～１０６篇）
嘆き・訴え・祈り・懺悔(個人)＝94.102
嘆き・訴え・祈り・懺悔(集団)＝90
感謝・信頼・賛美・祝祭(個人)＝91.92
感謝・信頼・賛美・祝祭(集団)＝93.95a.96.97.98.99.100.103.104.105.106
信仰生活の教え・律法・さばき＝95b.106
王の歌[ダビデの選び]・メシヤの詩篇＝101
　※集団の感謝・讃美の歌が多い。
　　９３～９９篇は神を「王」としてたたえる歌。
　　　　　　　　　　　５．第５巻（１０７～１５０篇）
嘆き・訴え・祈り・懺悔(個人)＝109.120.130.137.139.140.141.142.143
嘆き・訴え・祈り・懺悔(集団)＝108b.123.125.126
感謝・信頼・賛美・祝祭(個人)＝108a.116.118.121.122.138
感謝・信頼・賛美・祝祭(集団)＝107.111.113.114.115.117.124.129.132.134.135.136.
144.145.146.147.148.149.150
信仰生活の教え・律法・さばき＝112.119.127.128.131.133.139.146
王の歌[ダビデの選び]・メシヤの詩篇＝110.132.144
　※集団の感謝・讃美の歌が多い。
　　１０８～１１０、１３８～１４５篇「ダビデ歌集」。１２０～１３４篇「都上りの歌」
　　１１１～１１８、１４６～１５０篇「ハレルヤ歌集」。

　§ヘブル詩の特徴
　　１．並行法
　　　①同義(同意)的並行法：同一の思想がほぼ同義の言葉で並行的に繰り返される。
　　　　　「あなたは私のために、嘆きを踊りに変えてくださいました。
　　　　　　あなたは私の荒布を解き、喜びを私に着せてくださいました」(30:11) 
　　　　　「　詩19:1,7,8,10.　27:1.　34:18.　126:5-6　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
      ②対照(反意)的並行法：１つの思想が､反対の思想との対比･対照によって示される。
　　　　　「主は、正しい者の道を知っておられる。
　　　　　　しかし、悪者の道は滅び失せる」(1:6) 
　　　　　「　詩30:5.　73:27-28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　③総合(合意)的並行法：後の文の思想が､前の文の思想を､合意的に､補足完成する｡
　　　　　　　　　　　　　　漸進的並行法とも言われる。
　　　　　「主は大いなる神であり、
　　　　　　すべての神々にまさって、大いなる王である」(95:3)
　　　④交差型並行法：ａ－ｂ､ｂ－ａの型を交差するように繰り返すもの。
　　　　　「ａああ神よ、私をあわれんでください、
　　　　　　ｂあなたのいつくしみによって。
　　　　　　ｂあなたの大いなるあわれみによって、
　　　　　　ａ私の多くのとがを消してください」(51:1ﾍﾌﾞﾙ語直訳)
　　２．字隠し法：アルファベット歌、いろは歌とも呼ばれ、各節、または各行の最初の文字がヘブル語のアルファベット順(２２字)になっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9-10.25.34.37.111.112.119.145篇
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『聖書概論』１６［箴言・伝道者の書・雅歌］
Ｃ．箴言＜知恵文学の代表作＞
　　　　§箴言［比較・類似］＝格言。金言。ことわざ。風刺。比喩。機知。
　　　　§作者＝大半がソロモンの作と言われる。3000の箴言と1005の歌(Ⅰ列王4:32)｡
　　　●知恵の初め［出発点・本質・源］＝　　主を恐れること　　　(1:7) →3:5-7.8:13
          知恵：知る＝　　交わる［体験的に知る］　←（創世記4:1）
　　　●比喩的描写（ユ－モア、風刺、機知）、誇張表現 etc
　　　　　知恵＝　　真珠　　よりも尊い(3:15)、心＝　　　いのちの泉　　　(4:23)
　　　　　義人の道＝　曙の光　 (4:18)、美しくたしなみのない女＝豚の鼻の金輪(11:22)
　　　　　妻＝夫の冠or骨の中の腐れ(12:4)、望みがかなうこと＝　いのちの木 　(13:12)
心に楽しみのある人＝毎日が宴会(15:15)、陰口＝おいしい食べ物(18:8)
争いの初め＝水が吹き出すよう(17:14)、妻のいさかい＝雨漏り(19:13)
　　　　　贈りもしない贈り物を自慢する者＝雨を降らせない雲や風(25:14) 
　　　　　愚かさを繰り返す愚か者＝　自分の吐いた物に帰って来る犬　　　　 (26:11)
　１．ソロモンの箴言①（１～９章）：序言｡箴言の目的｡知恵に関する訓戒｡知恵の讃美｡
※人の悟り(3:5-6)。怠け者と蟻(6:6-11)。知恵であるわたし［知恵の擬人化］(8:12-)
　２．ソロモンの箴言②（１０～２２章１６節）
　　　　知恵・謙遜・神を恐れる者。言葉・舌・証言。正義・律法。愛・友情(17:17)。
　　　　神の報い。訓練。富・幸福・損得。なまけ・酒・女。親・老人・男女・妻。王。など
　　　　　※愛と罪(10:12)。人の目にまっすぐな道(14:12-13)。計画(16:1-4)。愛(19:22)。
なまけ者(19:24)。買う者の心(20:14)。争い好きな女(21:9)。あわれみ(21:13)。
　３．知恵のある者のことば（２２章１７節～２４章）　※７転び８起き(24:16)
　４．ソロモンの箴言③（２５～２９章）：ユダの王ヒゼキヤの臣下が集めたとされる。
苦難の日(24:10)←出15:2。あからさまに責める(27:5)。罪の告白(28:13)。幻(29:18)
　５．マサの人アグルのことば（３０章）：後半は数え歌（４つ）　※中庸(30:7-9)
　６．マサの王レムエルのことば（３１章）：後半はアルファベット歌＜賢い妻＞

Ｄ．伝道者の書
　　　　§伝道者＜コヘレト ／ コ－ヘレス(th)＞→「集める」：集会を招集する者。
集会の指導者。司会者。説教者。講義者。会衆に人生哲学を説く者。
　　　　§著者＝伝統的に、ソロモン。［イスラエルの王であった(1:12)］
●内容
　１．序言（１：１～１１）
　　　　万物は空しい(1:2)。同じことの繰り返しにすぎない(1:9)。
　２．伝道者の人生の探求とその結論（１：１２～２章）
　　　　知恵も知識も空しく(1:18)、快楽も贅沢も空しかった(2:2)。知恵ある者も愚か者も、結末は同じ(2:16)。日の下の労苦も空しかった。ただ、食べ飲み、自分の労苦に満足するしかない。しかし、それも空しい。神なしには、すべて空しい(2:25)。
　３．その体験から得た知恵（３章～１１章８節）
　　　　万事に時あり(3:1-11)。全てが定められている空しさ。獣と同じ運命を辿る空しさ。
　　　　生まれない者こそ幸い。成功することの空しさ(4:4)。すべての労苦は空。
　　　　二人は一人にまさる(4:9)。知恵ある若者は愚かな王にまさる。しかし人の心は当てにならない。神の前では口を慎め。誓願は必ず果たせ。支配者の不正に驚くな。
　　　　富の空しさ(5:10,15)。幸せが来ない空しさ。束の間の人生の空しさ。
　　　　神の賜物を楽しめ(5:18-)。人の労苦は口のため(6:7)。満たされない欲望の空しさ。
　　　　死について考えよ。知恵ある者の叱責を聞け。順境と逆境(7:14)。中道の勧め7:16。
　　　　知恵を求めよ。義人はいない(7:20)。人の理屈(7:29)。王の命令を守れ。不合理な地上世界の空しさ(8:11)。義人の不幸と快楽の讃美(8:15)。神の業は見極め得ない。同じ結末が全ての人に来る。現在の生を楽しめ。なすべきことをなせ。知恵の力と限界(9:16,18)。愚かな者。知恵と成功(10:10)。王に従え。パンを水の上に(11:1-6)。
　４．若い男への忠告（１１：９～１２：８）
　　　　若い時に楽しめ。創造者を覚えよ(12:1)。一切は空(12:7-8)。
　５．結論（１２：９～）：伝道者の最後の忠告。知恵ある者の言葉に注意せよ。
　　　　結論。神を恐れ、神の命令を守れ(12:13)。
●テーマ
①「空の空。すべては空［ヘベル］」(1:2) ＝全体の基調
　　　　　空＝無意味。完全な「無」ではなく、存在しているが、やがて無に帰する。
そこに存在の意味・目的・答えが見つからない。軽くて消えやすい。←息
　　②中道のすすめ(7:16-17) 
　　③神の賜物として人生を楽しめ(9:7-10)
　　④結論「あなたの若い日に､あなたの創造者を覚えよ。…神を恐れよ。神の命令を守れ。
           これが人間にとってすべてである」(12:1,13) 
Ｅ．雅歌
　　　　§雅歌＝Song of songs 歌の中の歌。過越の祭の朗読に用いられた。
　　　　§作者＝伝統的にはソロモン。
　表題(1:1)＝ソロモンの雅歌
　１．娘＜花嫁＞の歌とエルサレムの娘たちのコ－ラス(1:2-8)＝結婚への期待
　　　（娘）花婿へ：愛の期待(1:2-4)。
　　　（娘）エルサレムの娘達へ：私は都会の娘ではない＜黒い＞けれど美しい(1:5-)。
（娘）エルサレムの娘達へ：私は兄達の監視を振り切り愛する人を探しに行きます。
　　　《エルサレムの娘たち》彼の羊の群れの足跡をたよりに探しなさい(1:8)。
　２．王＜花婿＞と娘＜花嫁＞の歌(1:9-2:7)＝相思相愛
　　　（王）愛する娘＜花嫁＞の花嫁姿の美しさ(1:9-11)
　　　（娘）愛する王＜花婿＞の好ましさ(1:12-14)
　　　（王）再び、愛する娘＜花嫁＞の美しさ(1:15)
　　　（娘）再び、愛する王＜花婿＞の立派さ、また２人の新居のこと(1:16-2:1)
　　　　　　  私はシャロンのサフラン、谷のゆりの花(2:1)。
　　　（王）あなたは、いばらの中のゆりの花(2:2)。
　　　（娘）あなたこそ、林の中のりんごの木のよう(2:2-6)。　※2:4愛の旗印
（娘）エルサレムの娘達へ：愛をかき立てないで下さい(2:7)。
　３．娘＜花嫁＞の歌(2:8-3:5)＝夢と思い出
　　　（娘）デ－トに誘いに来た彼、そして私の応答。　※2:16愛
　　　　　　夢or思い出？：町で彼を探し、自分の母の家へ連れてくる
　４．エルサレムの娘たちのコ－ラス(3:6-11)
　　　 《エルサレムの娘たち》ソロモン王の行列の華やかさ。
　５．王＜花婿＞と娘＜花嫁＞の歌(4:1-5:1)＝花嫁賛歌
　　　（王）「花嫁」への賛歌。「私の妹、花嫁よ」(4:1-15)。　※4:9-10
　　　（娘）私の庭・果樹園に、愛する方が入って来てくれるように(4:16)。
　　　（王）私はその庭に入る。友よ、祝ってくれ(5:1)。
　６．娘＜花嫁＞の歌とエルサレムの娘たちのコ－ラス(5:2-6:3)＝あこがれ
　　　（娘）会いに来た彼は、私がためらっている間に帰ってしまった(5:2-7)。
　　　　　　エルサレムの娘達へ：愛に病む私の想いをあの方に告げてください(5:8)。
　　　《エルサレムの娘たち》彼だけが特別すぐれているのではないでしょうに(5:9)。
　　　（娘）いいえ、あの方は特別すぐれているのです(5:10-16)。
　　　《エルサレムの娘たち》でも、彼はどこへ行ってしまったの(6:1)。
　　　（娘）あの方はゆりの花の間で羊の群れを飼っているのです(6:2-3)。
　７．王＜花婿＞と娘＜花嫁＞の歌(6:4-12)＝相思相愛
　　　（王）あなたは恐ろしいほど美しい。彼女を王妃たちもほめる。愛と恐れ(6:10)。
　　　　　　　※6:9→王の王妃は60人・そばめ80人←Ⅰ列王11:3
　　　（娘）知らないうちに、高貴な方の車に乗せられる(6:11-12)。
　８．王＜花婿＞の歌とエルサレムの娘たちのコ－ラス(6:13-7:9)＝舞踏
　　　《エルサレムの娘たち》帰ってきなさい。あなたの踊りが見たい(6:13a)。
　　　（王）娘達に：なぜ陣営の舞いを見詰めるように花嫁を見るのか(6:13b)。
　　　　　　花嫁に：あなたの踊る様子は足から頭まで全身、美しい。高貴な人の娘(7:1)。
あなたは、なつめやしの木、私はその木に登りたい(7:6-9)。
　９．王＜花婿＞の歌&娘＜花嫁＞の歌&コ－ラス＜エルサレムの娘たち・花嫁の兄達＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7:10-8:14)＝愛のいざない
　　　（娘）花婿へ：愛のいざない。恋なすび。あなたが私の兄弟であったら(7:10-8:4)。
　　　《エルサレムの娘たち》花婿に寄りかかってやって来る娘の様子(8:5a)。
　　　（娘）花婿へ：大水よりも強い愛の告白(8:5b-7)。
　　　《花嫁の兄たち》妹の幼さ(8:8-9)
　　　（娘）いいえ、私は一人前の娘です(8:10)。王のぶどう畑と私のぶどう畑(8:11-12)。
　　　（王）最後の愛の呼びかけ。花嫁の声を聞きたいと願う(8:13)。
　　　（娘）最後の愛の呼びかけ。花婿に急いで来てほしいと願う(8:14)。
※黙示22:17,20
　●雅歌の解釈
　　①比喩説（ユダヤ教）：神とイスラエルの民との愛の比喩。
　　②比喩説（キリスト教）：キリストと教会との愛の比喩。
        ※カトリック：王＝神。娘＝マリヤ。
　　③戯曲説：男女間の恋愛をテ－マとした劇。２人説と３人説がある。
　　④詩集説：若者たちの恋愛歌や結婚歌などの愛の歌を集めたもの。
　　⑤祭儀説：春の到来を神々の結婚で表わす異教の神話に基づく祭儀歌を春の祭である
　　　　　　　過越の祭に適用した？

『聖書概論』１７［イザヤ書］
Ⅳ．預言書
　　§預言書①（大預言書）：イザヤ書・エレミヤ書（哀歌）・エゼキエル書・ダニエル書
　　§導入：イスラエルの社会において、独特の役割を担った人々が、旧約の預言者たち
　　　　　　である。王、士師、祭司などの社会的地位の高い人々と異なり、なんら世襲
　　　　　  的職務もなく、人為的な選択や家系によって定められた職能でもなかった。
　　　　　　預言者は神に指名された者であって、神のために直接に語る者であった。
　　　　　　神が王や祭司たちなどの職務以外で直接に語られる時に選ばれた人物、
　　　　　　それが預言者である。預言は、時代に即し、かつ時代を突き抜けて永遠的。
　　　　　　　※預言者［ナービー］←動詞「水があわを吹く」
「先見者・見る者」[ﾛｰｴｰ](Ⅰｻﾑｴﾙ9:9)。「幻を見る者」[ﾎｰｾﾞｰ]。
　　　　　①預言者とは、神の主権のもとに語るメッセンジャ－であり、神のスポ－クス
　　　　　　マン、代弁者である。「今、わたしのことばをあなたの口に授けた」(ｴﾚﾐﾔ1:9)
　　　　　②預言者にとって最大の関心事は、これこそ、その時代の特定の状況に対する
　　　　　　神のメッセ－ジであると心から信じるところを語ることであった。
　　　　　③最初の預言者たちの登場は、王制が採用され、神が選んだ王でなく、
　　　　　　世襲制で王位につくようになったところから始まる。
　　　　　④王の政治権力がいかに強大でも、それに媚びを売ることなく、大胆に
　　　　　　「主はこう言われる」と叫んだ。
　　　　　⑤偽預言者たちの問題：民衆に耳ざわりのいいことばかりを語る。
　　　　　　「平安がないのに、『平安だ、平安だ』と言う」(ｴﾚﾐﾔ6:14)
　　　　　⑥預言者の正しさの基準
　　　　　　ａ.申命18:22　主の名によって語ったことが実現するか、どうか            
※ｴﾚﾐﾔ28:9
　　　　　　ｂ.申命13:1-3  他の神々ではなく、真の神、主に導くか、どうか            
　　　　　　ｃ.エレ23:11-14  生活の中に悪、汚れ、みだらな事がないか。
　　　　　⑦主なメッセ－ジ・パタ－ン
　　　　　　　ａ．問題の原因である罪の指摘と神のさばき
　　　　　　　ｂ．悔い改めと神に立ち返るメッセ－ジ
　　　　　　　ｃ．神の赦しと祝福の回復
　　　　　　　ｄ．未来の希望と神にある栄光
　　　　　⑧各預言者《記述預言者》の時代的位置
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Ａ．イザヤ書
　　　　§イザヤ＝旧約最大の預言者と言われる。イザヤ＜ヤハウェは(の)救い＞。
　　　　　　　　　ユダの王ウジヤ、ヨタム、アハズ、ヒゼキヤの時代に活躍。約５０年。
　　　　　　　　　強大国アッシリヤの時代。伝説では、マナセ王の時代にノコギリで
                  引かれて殉教？(ヘブル11:37)。貴族（ウジヤ王のいとこだった？）。
　　    §３大事件①アラム・北イスラエル連合軍との戦争＜B.C.734?＞
　　　　　　　　　　　ユダの王アハズ、アッシリヤに援軍を求める。
　　　　　　　　　②北イスラエル王国の滅亡＜B.C.720?＞
　　　　　　　　　③アッシリヤ王セナケリブの大軍によるエルサレム包囲＜B.C.701?＞
　　　　§著者問題＝伝統的にはイザヤ。
　　　　§批評的理解：３人の著者を想定。
　　　　　　①第１イザヤ（１～３９章）＝イザヤ。
　　　　　　②第２イザヤ（４０～５５章）
　　　　　　　　バビロン捕囚からの解放を告げる、捕囚期の無名の預言者。
　　　　　　　　バビロン捕囚期もしくは帰還直前。
　　　　　　　　　※預言者イザヤの死後百数十年後のペルシヤの王クロスの名が記され、
　　　　　　　　　　また、神殿はない状況（44:28. 51:3）。→イザヤとは別の時代？
　　　　　　③第３イザヤ（５６～６６章）
　　　　　　　　帰国後の生活に幻滅し、熱意を失いつつある民に警告する無名の預言者。
　　　　　　　　エルサレム神殿建設中もしくは建設後。
　　　　　　　　　※神殿、城壁の存在 ＆ 安息日、祭儀の肯定（56:4-8. 62:6）
→第３イザヤとの相違 ＆ 第１イザヤとの相違（1:13-15）。

　１．第１イザヤ（１～３９章）
　　ａ．ユダとエルサレムに対する預言（１～１２章）
　　　　　①序論（１章）：ユダとエルサレムの罪(1:2-3,10,15,18)
　　　　　②初期の預言（２～５章）：終末の日の祝福とさばき(2:2,17-18,4:4)。
　　　　　③イザヤの召命（６章）：　　贖罪　 　　と召命の同時体験。→パウロ
　　　　　　　最初の預言(6:9-13)
　　　　　④アハズ王時代（７～８章）：アラム・エフライム連合軍の侵入(7:8-9)。
                                     インマヌエルの預言(7:14)｡女預言者(8:3)。
　　　　　⑤神の怒りと救い（９～１２章）：エフライムの罪とさばき。
　　　　　　　異邦人のガリラヤ(9:1-2)　※マタイ4:14-17
　　　　　　　一人のみどり子9:6-7 　不思議な助言者　　　・　力ある神　　　　　　
    　　　　　　　※ルカ1:32-3　　　　永遠の父　　　　　・　平和の君　　　　　  
              エフライムの罪とさばき(9:13-4)。アッシリヤの高慢とさばき(10:12-)。
　　　　　　　メシヤ来臨の預言（エッサイの根株）11:1-。讃美と感謝の歌(12章)。
　　ｂ．諸外国に対する預言（１３～２３章）
　　　　　ﾊﾞﾋﾞﾛﾝ14:12-15,23,ﾓｱﾌﾞ16:11,ﾀﾞﾏｽｺ17:7-8,ｸｼｭ(ｴﾁｵﾋﾟｱ),ｴｼﾞﾌﾟﾄ20:3-4等
　　ｃ．世界の審判とイスラエルの救い（２４～２７章）
　　　　　①全世界のさばき（２４章）21　　　　②さばきに対する讃美（２５章）8-9
　　　　　③イスラエルの感謝の歌（２６章）3,9,19 ④イスラエルの救い（２７章）6
　　ｄ．ユダとエルサレムに対する預言（２８～３２章）
　　　　　①神のさばきと救い（２８～２９章）28:10,16,22  29:16,18-19
　　　　　　　エルサレムの指導者たちへのさばき。エルサレムに臨むさばきと救い。
　　　　　②危機における信仰の勧告（３０～３１章）30:15-19,21 エジプトに頼るな31:3
　　　　　③メシヤとその王国（３２章）：正義と平和の国の到来(32:1,15-17)。
　　ｅ．シオンの救い（３３～３５章）
　　　　　①敵の滅亡とシオンの回復（３３章）6,24 ②全世界への裁きの預言（３４章）
　　　　　③イスラエルの贖い（３５章）4-6,8,10：聖なる大路
　　ｆ．歴史的記録：イザヤとヒゼキヤ王（３６～３９章）38:17

　２．第２イザヤ（４０～５５章）：慰めの預言者
　　ａ．クロスによる解放を中心とした預言（４０～４８章）
　　　　　①シオンの救い・回復（４０章）1-9,28-31　②解放者なる神（４１章）10,13
　　　　　③主のしもべ（４２章）1-4,21 ④イスラエルを贖う神（４３章）4,11,18-21,25
　　　　　⑤真の神と偶像の神々（４４章）9,16-7,22 ＊油そそがれた者クロス44:28-45:1
　　　　　⑥歴史を支配する唯一の神(４５章)5,22 ⑦バビロンの神々と真の神(４６章)1-4
　　　　　⑧バビロンの破滅（４７章）10-11　⑨バビロンからの解放（４８章）10,20-21
　　ｂ．さらに大きな救いへの希望（４９～５５章）
　　　　　①神はシオンを見捨てない（４９章）6,14-6 ②従順な主のしもべ（５０章）6
　　　　　③シオンへの慰め(５１章)1-3 ④新しい出エジプト(５２章)2,4,7-12　※48:21
　　　　　⑤苦難のしもべ（５２章１３節～５３章）
　　　　　⑥シオン回復の宣言（５４章）2-3,10　⑦恵みへの招き（５５章）6-7,11

　３．第３イザヤ（５６～６６章）
　　ａ．正義と真の礼拝の要求（５６～５９章）
　　　　　①新しい民の礼拝（５６章）7-8　　②古い民の堕落と偶像礼拝（５７章）15-9
　　　　　③偽善の祈りと断食（５８章）6-8 ④神と人を隔てる罪（５９章）1-2,16,19-20
　　ｂ．シオンの栄光と新天新地（６０～６６章）
　　　　　①シオンの栄光と富（６０章）2,19-20　②シオンの喜びと繁栄（６１章）1-3
　　　　　③シオンのための約束（６２章）1,4-5　④シオンを救う熱心（６３章）1-2,9
　　　　　⑤悔い改めの祈り（６４章）5-6,8　　　⑥新天新地の祝福（６５章）1-2,5,17-
　　　　　⑦終末の栄光（６６章）1-2,9,22-23

　●内容：アモスの義、ホセアの愛に対して、イザヤは神の聖を強調。
　　　　　「イスラエルの聖なる方」(1:4)。預言者中､最も徹底した唯一神観(43:10-13)。
　　　　　神の聖と民の裁き→イスラエルの残りの者(10:20)､聖なるすえ(6:13)による救い
　　　　　→メシヤ来臨の預言

『聖書概論』１８［エレミヤ書・哀歌］
Ｂ．エレミヤ書
　　　　§著者＝エレミヤ「ヤハウェは基礎づける・高められる」。アナトテの祭司の出。
　　　　　　　　ユダの王ヨシヤ(21才)、エホアハズ、エホヤキム、エホヤキン、ゼデキヤ、
　　　　　　　　捕囚期まで(1:1-3)。南ユダ王国の末期、最も暗い、悲劇的な時代。
　　　　　　　　イザヤとは違い、エルサレムの不落ではなく、降伏を説いたエレミヤは、
　　　　　　　　民に憎まれ、迫害を受け、孤独であった。エレミヤ書には、－人の人間
　　　　　　　　エレミヤの内的葛藤や嘆き、苦悩などがよく表われている。
　　　　　　　　「涙の預言者」と言われる。私の頭が水、目が涙の泉であったら(9:1)｡
　１．序言とエレミヤの召命（１章）1:4-10「国々への預言者」主の選び・計画
最初の幻＝　アーモンドの枝　　　　　　　　　(1:11-12)
＝シャケデ→シャカデ（　　見張る　　）
　　　　第２の幻＝　　煮え立っているかま　　　　　　　(1:13-16)19
　２．ヨシヤ王時代の預言（２～６章）
　　ａ．民の罪の告発（２章）：宗教的腐敗2:8。２つの悪2:13。偶像2:28。
主を忘れる2:32。無反省2:35。
　　ｂ．悔い改めへの招き（３章～４章４節）3:22
　　ｃ．迫り来る神のさばき（４章５節～６章）
4:19-20(31:20)→北森嘉蔵『神の痛みの神学』。5:19(申命4:27-30)  6:13-4,16
　３．エホヤキム王時代の預言（７～２０章）
　　ａ．神殿と宗教的腐敗（７章）7:4,9-11,34　　　ｂ．背信の民（８章）4
　　ｃ．神のさばきに対する嘆きの歌（９章）9:1,11　※主を誇れ9:23-24
ｄ．偶像と真の神（１０章）10:5,11
　　ｅ．契約違反に対する神のさばき（１１章１節～１７節）11:7-8
　　ｆ．エレミヤの訴え（１１章１８節～１２章）迫害11:21
　　ｇ．エレミヤに対する実物教育（１３章）：腐った帯13:1-11。　※13:23
　　ｈ．とりなしを拒否される神（１４章１節～１５章９節）14:11,17
　　ｉ．エレミヤの告白（１５章１０節～）みことばを食べる15:11,16
　　ｊ．エレミヤへの指示（１６章）：結婚の禁止。喪中・宴会の家への立ち入り禁止。
　　ｋ．ユダの罪と安息日の教え（１７章）：直らない人の心の陰険さ17:9,27
　　ｌ．陶器師の家（１８章）18:4-6　　　　ｍ．砕かれたビン（１９章）19:5,10-11
　　ｎ．エレミヤに対する迫害（２０章）
　　　　　宮つかさパシュフルの迫害。エレミヤを打ち、足かせ
　　　　　　→パシュフル：「恐れが回りにある」の名に。エレミヤの嘆きの歌20:9,14。
　４．ゼデキヤ王時代の預言（２１～２５章）
　　ａ．ゼデキヤ王に対する預言（２１章）21:1-2,7
　ｂ．ユダの王たちへの預言（２２章）エコヌヤ（エホヤキン）「一生栄えない男」22:30
　　ｃ．未来の王（２３章１～８節）23:5-6
　ｄ．偽りの預言者（２３章９～４０節）主のことば23:25,29,34
　　ｅ．２かごのいちじく（２４章）
　　　　　捕囚に服する「良いいちじく」と服さない「悪いいちじく」（ゼデキヤたち）
　　ｆ．バビロン捕囚の預言（２５章）25:11
　５．エレミヤ後半生の事件（２６～４５章）：バルク手記のエレミヤ伝
　　ａ．エレミヤに対する迫害（２６章）26:8-9,18-19
　　ｂ．バビロンに仕えて生きよ（２７章）：エレミヤ、首に縄とかせ27:2,12
　　ｃ．偽りの預言者ハナヌヤとの対決（２８章）
　　　　　ハナヌヤ：バビロンのくびきが２年で砕かれる預言28:9-11→その年に死ぬ16。
　　ｄ．バビロン捕囚民への手紙（２９章）29:1,10-13
　　ｅ．捕囚からの解放の預言と新しい契約（３０～３１章）30:8-9,21  31:3,31-34
　　ｆ．アナトテの地の購入（３２章）：回復の預言。32:17,43
　　ｇ．ユダの再建とメシヤ預言（３３章）33:3,6-9
　　ｈ．バビロン捕囚の宣告（３４章）34:17,21-22
　　ｉ．レカブの子ヨナダブの子たち（３５章）
　　　　　先祖の命令を守り続け、ぶどう酒を飲まないレカブ人と主の命令に聞かない民。
　　ｊ．焼かれた預言の巻き物（３６章）書記バルク36:4。エホヤキムへの裁き36:23,31
　　ｋ．捕らえられたエレミヤ（３７～３８章）
　　　　　バビロン逃亡の疑惑から丸天井の地下牢へ→ゼデキヤ王により監視の庭へ。
　　　　　バビロンによるエルサレム滅亡の預言→穴の泥の中へ→クシュ人の宦官エベデ
　　　　　・メレクによる救出→ゼデキヤ王に降伏の勧め→監視の庭へ。
　　ｌ．エレサレム陥落（３９章）
　　　　　ゼデキヤ王：子たちを目の前で虐殺され、両目をえぐられ、青銅の足かせ。
　　　　　クシュ人の宦官エベデ・メレク：神の守り、救出の約束39:18
　　ｍ．ゲダルヤによるユダ統治（４０章）：バビロン侍従長によるエレミヤ釈放。
　　ｎ．イシュマエルの謀反（４１章）：王族イシュマエルによるゲダルヤ殺害。
しかし、民はヨハナンにつく。
　　ｏ．エジプトへの逃亡（４２～４４章）
　　　　　エレミヤの預言「この国にとどまれ」を民は聞き入れず、エジプトに逃れる。42:6,19.43:2。エジプトでも“天の女王”に対する偶像礼拝を行なう44:18
　　ｌ．バルクの嘆きと神の約束（４５章）45:3,5
　６．諸外国への預言（４６～５１章）エジプト、バビロン(51:5,24,54,56)等へのさばき。
　　　　　　　　　　　　　モアブ、アモン人など：さばきと最終的な回復。48:47.49:6
　７．歴史的記録：エルサレムの滅亡と捕囚（５２章）＝Ⅱ列王２５章
　●内容：イザヤにはアモスの「神の義」の影響が認められ、エレミヤにはホセアの「神
　　　　　の愛」の影響が認められる。彼は誰よりも徹底的な神の審判を語ったが、神の
　　　　　愛についても確信していた(3:12~18,31:3)。滅ぼし倒す神は同時に建て直す神
　　　　　であり、裁きと滅亡の向こうに回復・再建の希望が見いだされ、更に、新しい
　　　　　契約が預言される。
Ｃ．哀歌
　　　　§著者＝伝統的にエレミヤ。
　　　　　　　　ギリシア語訳＜７０人訳＞聖書には、「イスラエルが捕囚となり、エル
　　　　　　　　サレムが荒廃させられた後、エレミヤは座して泣き、エルサレムのため
　　　　　　　　に哀歌を作って言った」と序文がついている。
　　　　　　　※Ⅱ歴代誌３５：２５におけるエレミヤ作の「哀歌」は、ヨシヤ王の死を
　　　　　　　　いたむ哀歌であり、この「哀歌」とは無関係。
　※ユダヤ人は今でもアブの月(7-8月)の９日には神殿の崩壊を悲しみ、
　　断食し、「哀歌」を朗読する。
　　　　§特徴＝各章すべて２２文かその倍数から成り、５章以外はアルファベット歌に
　　　　　　　　なっている。３章のみ６６節。１、２、４、５章は２２節。
　　　　　　＜推測的理由＞
　　　　　　　　①悲しみを忘れまいと記憶の便を考えた。
　　　　　　　　②激しい感情を技巧で抑えようとした。
　　　　　　　　③文字には力があると考えられていたので、すべての文字を使うことで、
　　　　　　　　　より強く神に訴え、嘆きの心を完全に表現し尽くそうとした。
　１．第１の歌＜神の審判＞（１章）
　　　　エルサレムの荒廃。敵の侵略。あわれみを求めるエルサレムの祈り。1:1,11,16,22
　２．第２の歌＜神の怒り＞（２章）2:1-5,10,11,13,17-8,20-22
　　　　敵のように振る舞う主。神の怒りとエルサレムの荒廃。神への叫び・祈り。
　３．第３の歌＜神のあわれみ・希望への道＞（３章）
　　　　悩める者の叫び・苦難の経験3:4-6,17-9,48-50,54。神のあわれみ3:22-23,55-57。
　４．第４の歌＜神の刑罰＞（４章）
　　　　変わり果てたエルサレム。その過去と現在5,6,10-11｡罪と裁き18。エドムへの刑罰。
　５．第５の歌＜神への訴え＞（５章）1-2
　　　　バビロンに滅ぼされるユダ5。嘆き5:15-18。神への切なる訴え5:20-22。
　●内容：エルサレム滅亡の嘆きと神への祈り。ユダヤ人にとって、エルサレムの崩壊は、
　　　　　単なる首都の滅亡ではない。主が、その名を置かれた聖なる都は、神と民との
　　　　　契約のしるしであり、その崩壊は、神が民を見捨て、民との契約を破棄された
　　　　　ことにつながる決定的な出来事であり、ここに、哀歌の嘆きの本質がある。

『聖書概論』１９［エゼキエル書・ダニエル書］
Ｄ．エゼキエル書
　　　　§著者＝エゼキエル＜神が強くされる＞。南王国＜ユダ＞没落期から捕囚期に
                かけて活躍する。ブジの子で祭司。B.C.597年の第２回バビロン捕囚、
エホヤキン王らと共にバビロンに移され、捕囚民となって５年目、
B.C.593年に召命を受ける。最も祭司的な預言者。
※ダニエルはB.C.605の第１回バビロン捕囚でバビロンへ
　　　　§特徴＝他の預言書に比べ、詩の形式で書かれた部分が少なく、散文で書かれた
　　　　　　　　部分が多い。「幻」、象徴行為＜行動預言＞の多用。
　　　　　　　　　例）「 幻 」＝　枯れた骨の谷（３７章）　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　   象徴行為＝　糞で焼いたパンを食べる（４章）　　　　　　　　
　１．エルサレム包囲前<B.C.593~588年>（１～２４章）：エルサレムに対する神の審判
　　ａ．エゼキエルの召命（１～３章）
　　　　　序言。召命の幻(1:4-5,10,黙示4:6-7)。召命のことば(1:28-2:3)。
        　　巻物　　　　(2:8-10.3:1-3)を食べる。　※3:7,9,11,12,15
エゼキエルの任務＝イスラエルの家の　　見張り人　　　　(3:17-21)
　　ｂ．エルサレム滅亡の預言（４～２４章）
　　　　①わざわいの預言（４～７章）：最終的滅亡
　　　　　　エルサレムの包囲の象徴預言（４章）。エルサレムの滅亡の預言(5:14)。
　　　　　　偶像礼拝に対する審判(6:6-7,9-10)。近づいた終局(7:3)。
　　　　②エルサレムの幻（８～１１章）：幻の中、エルサレムに移される(8:3)。
　　　　　　神殿での偶像礼拝の幻(8:16)。エルサレムを処罰する御使いの幻(9:4,9)。
　　　　　　神殿を去る　　　　主の栄光　　　　(10:18)。
民の長ペラテヤの死(11:13)と回復の希望＜新しい霊＞(11:17-19)。
　　　　③エルサレムの滅亡の預言（１２～１９章）：選民批判、審判と招き。
　　　　　　バビロンへの捕囚(12:7,11-12)。偽預言者に対する審判(12:22-23)。
偽預言者の比喩(13:4,10-2)14:6,14 15:8。エルサレムの反逆の歴史(１６章)35
バビロンに反逆するイスラエル。とこしえの契約＆新しい契約(16:60,62-63)。
　　　　　　エルサレムの比喩＜枯れるぶどうの木(17:8-9)11-21と
移し植えられる杉(17:22-24)＞。
　　　　　　罪と死、義といのちの原理(18:20-)。イスラエルの君主のための哀歌(19:14)。
　　　　④滅亡の切迫（２０～２４章）：受けるべき刑罰
　　　　　　さばきの剣(21:9-10)19。エルサレムへのさばきの宣告(21:27)。
さばきの目的(22:15-16)。
　　　　　　サマリヤとエルサレム＜姦淫の姉妹オホラとオホリバの比喩＞23章。
エルサレム包囲(24:1-2)。妻の死(24:16-18)。
２．エルサレム包囲中<B.C.587~586年>（２５～３２章）：諸外国に対する神の審判
　　　アモン、モアブ、エドム、ペリシテ、ツロ、シドン、エジプト(29:3.31:18)
３．エルサレム陥落後<B.C.585~573年>（３３～４８章）：イスラエル回復の預言
　ａ．エルサレムの回復（３３～３９章）
　　　　見張り人(33:7)。個人的罪責(33:11-12)。にせ牧者(34:2-5)と真の牧者(34:15-16)。
一人の牧者　しもべダビデ　　(34:23,31)。エドムに対するさばき。
　　　　エルサレム回復の預言と新しい霊(36:24-26)。枯れた骨の谷の幻(37章)。14
　　　　南北両王国の回復(37:22,24)。マゴグの地の王ゴグと神のさばき39:1-(→黙示20:8)。
　ｂ．神殿の幻（４０～４８章）
　　　　神殿の幻(40:2)。祭壇の規定。神殿に戻る主の栄光(43:4-5)。
新しい神殿での礼拝の規定。神殿から流れるいのちの水(47:12→黙示22:2)
　　　　部族ごとへの相続地。エルサレムの門(48:35)。
　　●内容
　　　　「わたしが主であることを知ろう」が６０回以上。神の主権の強調。
　　　　エレミヤの「新しい契約」に対し、エゼキエルは「とこしえの契約」を説く 
        (16:60.37:26)。神は正義を求めるのに、民にはそれに答える何ものもない。その
        とき、主は自らの聖なる御名のために、民に、新しい霊、「わたしの霊」を授け、
        イスラエルを新しくする。また、神の前に個人の責任を非常に強調(18:2-4)。

Ｅ．ダニエル書
　　　§著者＝伝統的にはダニエル＜神は裁く・裁き主＞。バビロンのネブカデネザル王、
　　　　　　　ベルシャツァル王、メディヤのダリヨス？　ペルシヤのクロス王のもとで
　　　　　　　活躍。ユダ族出身の王族か貴族。ダニエル書は黙示文学の代表的著作。
　　　　　　　B.C.６０５年の第１回バビロン捕囚において、バビロンに移された。
　１．歴史的＜物語的＞部分（１～６章）：ダニエル物語
　　　　ダニエルと３人の友人(1:6-7)。異教の飲食物の拒否と神からの知恵(1:17,20)。
　　　　ネブカデネザル王の夢の解き明かし(2:3,18-19,28-)
（金・銀・銅・鉄と粘土の像と切り石＝
バビロン、メディヤ、ペルシヤ、ギリシアと分裂国家、神の国2:44）
　　　　３人の友人による金の像礼拝拒否と火の炉からの救出(3:16-18)。
　　　　ネブカデネザル王の夢の解き明かし（大樹＝王自身）4:22,25-27
→王の病気・発狂。(4:30,33,34,36)
ベルシャツァル王の祝宴。さばきの壁文字(5:5-6)の解き明かし(5:25-28)。
※王は、その夜に暗殺される(5:30)。
　　　　ダリヨス王の禁令と　　　　獅子の穴　　　　からのダニエル救出（６章）。
　２．預言的＜黙示的＞部分（７～１２章）：「幻」とその意味
　　　　４つの獣の幻：獅子＝バビロン。熊＝メディヤ。ひょう＝ペルシヤ。
　　　　　恐ろしい獣＝アレクサンダ－大王＜ギリシア＞。１０の角＝分裂する後継者達。
　　　　　小さな角＝アンティオコス王（セレウコス朝シリヤ）。
※人の子＜メシヤ＞預言(7:13-14)
　　　　雄羊と雄やぎの幻：雄羊の短い角＝メディヤ。雄羊の長い角＝ペルシヤ。
　　　　　雄やぎ＝アレクサンダ－大王＜ギリシア＞。４つの角＝帝国の分裂。
　　　　　小さな角＝アンティオコス王(8:23-25)。
エレミヤの７０年の預言(9:2)。７０週の預言(9:24)。
　　　　ダニエルの祈りと天使(ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ)の答え(9:21.10:12,14)。
人の子の姿をした者の幻と天上の戦い（ペルシヤの国の君）。(10:20)
　　　　地上の戦いの幻：勇敢な王(11:3)＝アレクサンダ－大王。
南の王＝プトレマイオス王朝エジプト。北の王＝セレウコス王朝シリヤ
ひとりの卑劣な者＝アンティオコス王(11:21,31,33,36,45)。
　　　　終末に関する預言［終りの時、ミカエル、苦難、死者の復活］(12:1-3,10,13)。
　●内容：神は忠実な信仰者を決して見捨てず彼らに必要な知恵と洞察を授けて下さる。
　　　　　だから、どんな困難の中でも、最後の勝利を信じ、信仰を貫くべきである。
　　　　　地上の権力者がどのように弾圧しようとも信仰者を屈服させることはできない。
　　　　　神の終末的世界審判と神の民の最終的勝利が語られ、その時まで「終りまで
　　　　　あなたの道を行きなさい」(12:13口語訳)と結ばれている。
　　　　　また、１２章２～３節は、旧約中、最も明瞭な復活の思想を示している。

『聖書概論』２０［１２小預言書①］
　　　  §預言書②（１２小預言書）
　　　　　　ホセア書・ヨエル書・アモス書・オバデヤ書・ヨナ書・ミカ書
　　　　　　ナホム書・ハバクク書・ゼパニヤ書・ハガイ書・ゼカリヤ書・マラキ書
　　　　§預言書と詩的文体
　　　　　　預言書の多くは詩的文体によってつづられている。その文体は非常に高尚な
　　　　　　注意深く書かれた美しい詩をなしている。メッセ－ジと詩的文体の結合は、
　　　　　　イスラエルの預言者の特色である。
　　　　　　偽預言者を特徴づけていた恍惚的・感覚的なものとは違って、神の霊感は、
　　　　　　もっと美しく知的に記され、人の感覚に訴えるだけではなく、その心・知性
            にまで響く最善の表現をもって語られるべきものであった。
　　　　　　　－分裂王国末期・アッシリヤ時代（紀元前８世紀）－
Ａ．ホセア書
　　　　§著者＝ホセア＜北王国イスラエル出身＞。ベエリの子。
　　　　　　　　ホセア：ヨシュア＜主は救い＞の短縮形。
　　　　§時代背景
　　　　　　北イスラエル：ヤロブアム２世の時代。宗教的・道徳的腐敗。
                          経済的・物質的繁栄＜領土＝ダビデ・ソロモン時代に匹敵＞。
　　　　　　ユダではウジヤ、ヨタム、アハズ、ヒゼキヤが王の時代。
　　　　　　イスラエルに対するアッシリヤの圧迫が始まり、国内の政治的状況も乱れて、
　　　　　　北王国はエジプトとアッシリヤという２大強国の間を、「愚かで思慮のない
　　　　　　鳩」(7:11)のようにふらふらとし、宗教的にも、偶像礼拝に傾き、真の神と
　　　　　　偽りの神々との間を揺れ惑っていた。
　１．ホセアの家庭生活を通してのメッセ－ジ（１～３章）
　　　　ゴメルとの結婚(1:2)、そして３人の子。
　　　　イズレエル＜エフ－がヨラム王、アハズヤ王を殺害した地名＞(1:3)
　　　　ロ・ルハマ＜　　　愛されない　　　　　　　＞(1:6)＆ユダの救い(1:7)
ロ・アミ＜　　　　わたしの民でない　　　　＞(1:9)＆イスラエルの回復(1:10)
　　　　主の御告げ：愛されない者を愛し、民でない者を民とする(2:23)。恵みの愛。
　　　　姦淫の妻ゴメルの買い戻し：裏切りへの赦しと愛による贖い（3:1-5）。
　２．イスラエルの罪とさばきの宣告（４～１０章）
　　　　国民,祭司,偶像礼拝の罪4:12。神に対する反逆とさばき。悔い改めへの招き6:1,3。
　　　　主を知ること(6:6)。主を求める時(10:12)。
　３．審判と回復（１１～１４章）
　　　　主の愛による回復(11:8)。悔い改めへの招き(12:6. 13:6,9)。
イスラエルの回復・繁栄の約束(13:14. 14;1-2,4,7)。
　●内容：ホセアのゴメルとの結婚についての解釈。
　　　　　　①非事実説　ａ．比喩説　ｂ．夢説　ｃ．ドラマ説
　　　　　　②事 実 説　ａ．ゴメルは結婚後に姦淫の女になった。
　　　　　　　　　　　　ｂ．結婚前から姦淫の女であった。★
　　　　　　　　　　　　ｃ．神殿娼婦であった。
　　　　　　　　　　　　ｄ．宗教的姦淫＜偶像礼拝＞の女であった。
　　　　ホセアの「知識」とは、忠実で愛に満ちた神への服従の要求に対する承認を意味
　　　　する。「わたしの民は知識がないので滅ぼされる」(4:6)｡「神を知ることもない」
　　　　(4:1)､「主を知ろう」(2:20) 6:6.14:9←「わたしはエフライムを知っていた」(5:3)
 　　　 神と人間の関係を夫婦関係（１～３章）、親子関係（11:1）になぞらえている。
　　　　イスラエルの不信実と神の忍耐深い愛が姦淫の妻との類比によって表されている。
　　　　「わたしはあなたと永遠に契りを結ぶ」(2:19)。
　　　　神の選びと契約の愛→民の背信と神の裁き→限りない愛による赦しと再契約。
　　　　神の愛：「わたしは彼らの背信をいやし、喜んでこれを愛する」(14:1)。
　　　　　「わたしは、人間の綱、愛のきずなで、彼らを引いた。…イスラエルよ、どう
　　　　　　して、あなたを見捨てることができようか。…わたしの心はわたしのうちで
　　　　　　沸き返り、わたしはあわれみで胸が熱くなっている」(11:4,8)。
　　　　ホセアの深く鋭い、繊細さと厳しさとは、エレミヤに受け継がれ、アモスのたく
　　　　ましく強い精神はイザヤに受け継がれたと言われる。
　　　　アモスが「正義と公道」の預言者と言われるのに対して、ホセアは「愛と真実」
　　　　の預言者と言われる。

Ｂ．ヨエル書
　　　　§著者＝ヨエル＜南王国ユダ出身＞。ペトエルの子。エルサレムに対する預言者。
　　　　　　　　ヨエル＜主は神である＞。
　　　　§時代背景＝南王国ユダのヨアシュ王の時代＜B.C.８３７～８００＞？
　１．いなごの災害（１章）：神のさばき・大災害(1:4,6,15. 2:2-3)
　２．断食と悔い改めへの招き(2:12-13)と回復の約束（２章）
　　　　物質的回復＜初めの雨・後の雨と大収穫＞(2:23-25)
霊的回復＜ 　　　聖霊降臨・ペンテコステ　　　 の預言＞(2:28-29,32)。
    ※聖霊に「酔える書」とも言われる？
　３．諸国へのさばき(3:9-10,13)とユダの祝福3:18,20-21（３章）
　●内容＝主題は「主の日」。それは、審判の日であるとともに祝福の日。

Ｃ．アモス書
　　　　§著者＝アモス＜南王国ユダ出身＞。しかし、活躍の場は北王国のベテル。
　　　　　　　　ユダの村テコアの牧者であったが、北王国に来て、聖所ベテルで預言。
　　　　　　　　　　　※聖所ベテル＝イスラエル王によって保護されていた中央聖所。
　　　　　　　　アモス＜重荷。重荷を負う＞。活躍の期間はおよそ１年？
　　　　§時代背景＝アッシリヤの侵略が始まる前。北王国＜物質的＞繁栄時代。
　　　　　　　　　　北王国はヤロブアム２世、南王国はウジヤ王の時代。
　　　　　　　　　　ホセアよりはやや早い時代＜B.C.７６０年頃＞。
　１．諸国民およびイスラエルへの審判（１～２章）　※貧しい者に対する罪(2:6-8)
　　　　ダマスコ、ガザ、ツロ、エドム、アモン、モアブ、ユダ、イスラエルへの審判。
　２．イスラエルの罪の告発（３～６章）　※預言せざるを得ない(3:7-8)
　　　　イスラエルへの裁き(3:12)。富裕な貴族階級の実態の暴露(3:15.5:11-12.6:4,6-7)。
　　　　神に会う備えをせよ(4:12)。正義を川のように(5:22,24)。
　３．イスラエルに対する計画（７～９章）：審判と回復
　　　　５つの幻＜北王国の滅亡の象徴＞
　　　　　①神が蝗を造る7:1　②燃える火7:4　③神が重り縄を持って城壁に立つ7:8-9
　　　　　④　　　　　夏のくだもの　　　　　　(カイツ)8:2→終り(ケーツ)
　　　　　⑤祭壇の傍らに立つ主9:1
　　　　祭司アマツヤの反対(7:11-13)。アモスの証し［召命体験］(7:14-15)。
宗教的形式主義、弱者、困窮者に対する圧政(8:4-6)。
　　　　主の日＜主の言葉を聞くことの飢饉＞(8:11)。イスラエルへの審判と回復(9:11-15)。
　●特徴＝数字を用いた表現が多い。「３つのとが、４つのとがのために」(1:3) 
　●内容：北王国イスラエルの繁栄と勝利は、まもなくふりかかる災いの序曲。
　　　　　預言の中心は審判。神の義。アモスにとって「主の日」は終りの日、審判の日。
　　　　　神は正義の神であり､神を求めることは義に生きることであり､そうでなければ、
　　　　　神の審判は避けられない。→厳しい審判と義の預言。正義と公道の預言者。
　　　　　「公義を水のように､正義をいつも水の流れる川のように､流れさせよ」(5:24)

Ｄ．オバデヤ書
　　　　§著者＝オバデヤ＜主のしもべ＞。詳細は全く不明。エドムに対する預言者。
　　　　　　※エドム(ｲﾄﾞﾏﾔ)人＝ヤコブの双子の兄エサウの子孫。ヘロデ大王はエドム人。
　　　　§時代＝ユダのヨラム王の時代＜B.C.８４９～８４２＞？　バビロン捕囚期？
　１．エドム滅亡の預言（１～９）：高慢に対する罪3。国の崩壊9。
　２．エドム滅亡の理由（１０～１４）：ヤコブへの暴虐。ユダの災難への無関心(11-12)。
                                                              ※詩篇137:7
　３．主の日の預言（１５～２１）：全世界のさばき15。ヤコブの救い21。
　　　　「王権は主のものとなる」(21)＝ヨハネ黙示録11:15＜キリストの再臨＞
　　　　　　　　　　※旧約中、１番小さい書。神がエドムの国をさばき、小さくする。
　●内容＝ユダの災難＜他国の不幸＞に便乗したエドムへの神罰。

Ｅ．ヨナ書
　　　　§著者＝ヨナ＜北王国イスラエル出身＞。アッシリヤの首都ニネベで活躍。
　　　　　　　　最初の宣教師。ヨナ＜鳩＞。愛国的預言者。
                  ※伝説：エリヤがよみがえらせたツァレファテのやもめの息子。
　　　　§時代＝ヤロブアム２世の時代。
　　　　　　　　イスラエル領土回復の預言成就「預言者アミタイの子ヨナ」(Ⅱ列14:25)
　　　　§特徴＝詩の形式ではなく、伝記的な物語の形式で記されている。
　１．神の使命からの逃避（１章）
　　　　ニネベ宣教の命令。タルシシュへの逃亡。神のさばきとしての大暴風(1:4,9)。
ヨナ(1:12,15-16)。三日三晩、大魚の腹の中に(1:17)。
　２．悔い改めの祈り（２章）：海中の苦難(2:3,5)。主を思い出す(2:4,7)。いけにえ(2:9)。
　３．ニネベでの宣教（３章）：神のさばきの宣告(3:4-5)。ニネベの人々の応答(3:10)。
　４．神への不満と神の教訓（４章）：神への怒り2。とうごまの教訓6-7。神の答え9-11。
　●内容：神の普遍性＝ヨナは､極めて愛国的な人物であったが､神は､繰り返し､ユダヤ人
　　　　　　　　　　  だけの神でなく､異邦人の神でもあり､アッシリヤ人の悔い改めを
　　　　　　　　　　  も求めていることを教えられる。民族主義を越えた全世界の神。
　　　　  預言者的使命＝神より与えられた使命からは、どうしても逃れられない。
　　　　　型と模範＝ヨナが、魚の腹から３日後に出て来た出来事は、救い主の死と復活
　　　　　　　　　  の型・予表であり、ニネベの民は悔い改めの模範である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考＝マタイ12:38-41
                    ヨナはイスラエルの型：不従順と裁きと守りと回復。そして従順。

Ｆ．ミカ書
　　　　§著者＝ミカ＜南王国ユダ出身＞。ペリシテ国境近くの田舎町モレシェテ出身。
　　　　　　　　おそらく農夫。貧しい者の味方。　　　　　　　　　※アモスとの類似
　　　　　　　　ヨタム、アハズ、ヒゼキヤ王の時代。イザヤと同時代の預言者。
　　　　　　　　ミカ：ミカヤフ－＜だれが主のようであろうか＞の短縮形。
　　　　　　　　約百年後のエレミヤ書にも衆知の預言者として言及されており(26:18)、
                公義といつくしみの預言者として大きな影響を与えた。
　１．イスラエルとユダに対する告発（１～３章）
　　　　イスラエルに対する審判(1:7)。ユダに対する審判(2:6)。支配者階級に対する審判。
　　　　神の民の回復(2:12)。民の指導者、預言者への審判(3:5,11-12)。
　２．終末の王国についての預言（４～５章）
　　　　主の道(4:2,5)。王国に招かれる者：足なえ､追いやられ､苦しめられた者など(4:6-7)
メシヤの出生地　　　ベツレヘム　　　　　　に関する預言(5:2,4)｡
　３．神の訴訟（６章）：民に対する告発6:2,7-8。指導者に対する告発と審判6:11。
　４．祈り（７章）：不正に対する嘆き7:3。勝利の告白・讃美(7:7,18-19)。
　●内容＝ユダ社会、特に指導者の不正を強調し、エルサレムの崩壊を預言する。
　　　　　諸外国に対する預言は記されていない。民衆の預言者ミカ。
　　　　　　「主は何をあなたに求めておられるのか。それは、ただ公義を行ない、誠実
　　　　　　　を愛し、へりくだって、あなたの神とともに歩むことではないか」(6:8)
 　　　　 アモスの義、ホセアの愛、イザヤの信仰、３者を総合したかのような言葉。
          マタイ２３：２３の主イエスの言葉に通ずるもの。

『聖書概論』２１［１２小預言書②］
－ユダ王国・アッシリヤ時代末期（紀元前７世紀）－
Ｇ．ナホム書
　　　　§著者＝ナホム＜慰め・慰める者＞。エルコシュ出身？預言者と言うよりも詩人。
　　　　§時代＝ヨシヤ王時代でエレミヤの初期、ゼパニヤよりも少し遅い時代。
                B.C.６１２年、バビロニアによる、ニネベ陥落、アッシリヤ滅亡以前。
                                                  ［ヨナの宣教の約１５０年後］
　１．神は恵み深い(1:7)が罰すべきは罰する(1:3)：復讐の神1:2。神の民の救い1:12-13,15。
　２．ニネベに対する敵の来襲（２章）
　　　　散らす者の来襲2:1。町の包囲。敵軍の略奪2:8-10。徹底的な破滅。
　３．流血の町ニネベの滅亡（３章）
　　　　遊女ニネベの滅び：ニネベ＝多くの人を惑わし自らも恥の中に死ぬ遊女3:6-7。
　　　　エジプトと同じ運命：上エジプトの首都ノ・アモン＜テ－ベ＞を滅ぼしたアッシ
　　　　　　　　　　　　　　リヤが自らも同じように滅びてゆく。(3:8,19)
　●特徴＝アッシリヤもしくはその首都ニネベを「あなた」と呼ぶ。
　●内容：本書のテ－マは、神の審判としてのニネベの陥落・アッシリヤの滅亡。
　　　　  ヨナ書において､一時的に撤回された神の審判は､本書において､決定的な形で
　　　　  宣告される。しかし､本書では､ニネベ滅亡を､イスラエル民族の私的な怨みが
　　　　  晴らされた出来事としてではなく、多くの国々の暴虐の罪に対する、神の義の
          現われ・裁きとして記されている。また、復讐の神という一面のみが語られて
　　　　  いるわけではなく、「主は、決して罰せずにおくことはしない方｣(1:3)という
　　　　  神の義と共に､「主は､いつくしみ深く､苦難の日のとりでである｣(1:7)という
　　　　  神のいつくしみの両面が語られている。

Ｈ．ハバクク書
　　　　§著者＝ハバクク＜抱きしめる？＞。詳細不明の人物。
　　　　§時代＝B.C.６１２年、ニネベ陥落前後？エレミヤと同時代？
　１．預言者と神との問答（１章～２章４節）
　　ａ．預言者の問いかけ(1:2)
　　　　　神の民の腐敗・混乱・暴虐に対する私の叫びを、なぜ聞いてくださらないのか。
　　ｂ．神の答え(1:6)＝民の不正を罰するためにカルデヤ人＜バビロン＞を起こす。
　　　　　※高ぶりを罰する主(1:11)
　　ｃ．預言者の問いかけ
　　　　　イスラエルの不正を正すのに、イスラエルよりさらに悪い異邦人を用いることは、神の義・聖に矛盾するのではないか。(1:13)
　　ｄ．神の答え(2:4)
　　　　　「  見よ。心のまっすぐでない者は心高ぶる。しかし、正しい人は、その信仰                                 
　　　　　　　によって生きる（2:4）。　　　　　　　　　　　　　　　　 」→ロマ1:17
　　　　　　　※「信仰によって生きる」の意味＝　　　へりくだる　　　　⇔心高ぶる
　２．高ぶるカルデヤ人＜バビロン＞に対する審判の宣告（２章）
　　　　５つの歌：始まりが「ああ＜悲しいかな・災いだ＞」(2:6)←人の死をいたむ叫び。
主の栄光が地に満ちる(2:14)。偶像と真の神(2:18-20)。
　３．預言者の祈り（３章）
　　　　ハバククの願い3:1。神の来臨3:13。神への信頼・神にある喜び3:17-19。
　●特徴＝神と預言者との問答（１章）があり､また､預言者の祈りが記されている所など、
　　　　　詩篇に最も近い預言書と言われる。普通、預言者は神に代わって民に語りかけるが、ハバククの場合には、民に代わって神に問いかける点に特色。
　●内容＝バビロンに対する神のさばきの宣告。

Ｉ．ゼパニヤ書
　　　　§著者＝ゼパニヤ＜主は隠される＞。クシの子。ヒゼキヤ王から４代目の子孫1:1。
　　　　§時代＝ヨシヤ王治世の初期。イザヤ、ミカより後、ナホム、エレミヤより少し
　　　　　　　　早い。マナセ王の政策によって異教化。バビロニアの台頭。
　　　　　　　　ヨシヤ王による宗教改革以前のユダに対する預言。
　１．エルサレムに迫る主の日（１章～２章３節）
　　　　さばきの宣言1:12。偶像礼拝1:18。主の日のさばき。悔い改めへの勧告2:3。
　２．諸外国に迫る主の日（２章４節～３章８節）
　　　　ペリシテ、モアブ、アモン、クシュ人、アッシリヤに対して。
　　　　エルサレムの堕落。諸国民へのさばきの宣告。3:8
　※諸国・諸地方における主礼拝の預言(2:11.3:9)。
　３．終末の救い・回復の約束（３章９節～）
　　　　諸国民の回心。イスラエルの残りの者。シオンの回復の喜び。神の民の回復。
(3:17,19-20)
  ●内容＝世界的審判を告げる激しい警告と、さらにその審判による救いと喜び。
　　　　　「主の日」の強調。諸国民と自然全体を含む世界的な大いなる日。終末の日、
          審判の日であると共に、その審判によって救われる新しい神の民の出現の日。
　　　　　　　－捕囚帰還後・ペルシヤ時代（紀元前６～５世紀）－
Ｊ．ハガイ書
　　　　§著者＝ハガイ＜祭り＞。ソロモンの神殿を見た経験があれば、８０才以上。
　　　　§時代＝B.C.５２０年。ハガイの活躍期間は４ケ月足らず。
　　　　　　　　B.C.５３８年の第１次帰国団が神殿再建工事に着手した後、１８年間の
　　　　　　　　中断期間を経て、B.C.５２０年、神殿再建工事が再開される。
　　　　　　　　後に預言者ゼカリヤの協力もあって、総督ゼルバベル、大祭司ヨシュア
　　　　　　　　の指導のもと、４年の歳月を費やして、B.C.５１５年、神殿完成。
　１．第６の月＜８～９月＞の１日の預言（１章）
　　　　民の現状［ひでりと凶作］(1:6)を打破する鍵
＝　　神殿建築工事の再開（神様第一の信仰の立て直し）　(1:9)
        民の応答：２４日に工事着手(1:14-15)。
　２．第７の月＜９～10月＞の２１日の預言(2:1~9) 
　　　　以前の神の宮(2:3)。工事への激励(2:5)。神殿の未来の栄光。
　　　　「銀はわたしのもの。金もわたしのもの。－万軍の主の御告げ－。
          この宮のこれから後の栄光は、先のものよりまさろう」(2:8~9) 
　３．第９の月＜11～12月＞の２４日の預言①(2:10~19) 
　　　　聖と汚れ、ささげ物について2:13-14。祝福の約束2:19。
　４．第９の月＜11～12月＞の２４日の預言②(2:20~23) 
　　　　諸国に対するさばき。ゼルバベルへの約束：神の選びの器2:23。
　●内容＝捕囚帰還後、神殿再建工事中断中の１８年間、民は、信仰に基づく祖国再建の
          希望を忘れ、神殿に対して無関心・無頓着になり、自分の家を第一とする利己
          的生活に陥っていた。そのような民を励まして、希望を与え、神殿建築再開に
          導く。神殿再建＝神第一の信仰の建て直し。
　　　　　ハガイの使命：神殿再建をすすめ、イスラエルの栄光の回復を預言すること。

Ｋ．ゼカリヤ書
　　　　§著者＝ゼカリヤ＜主は覚えておられる＞。イドの子ベレクヤの子。
　　　　§時代＝ハガイより２ケ月遅れて活動を始め、２年以上に及ぶ。
　１．当時の人々へのメッセ－ジ（１～８章）＜散文体＞
　　ａ．悔い改めの勧告(1:1~6) 1:3
　　ｂ．８つの幻(1:7~6:8) 
1 赤い馬の騎手(1:8)1:12,14,16　　　②４つの角と４人の職人(1:18)1:21
          ③　測り綱を持った人　　　　　　         2:1 ※エルサレムの回復2:10-11
      　　④天の法廷＜サタンと御使い。大祭司ヨシュア。大祭司の衣服。若枝＞3:1,4,8
　　　　　⑤  燭台と２本のオリーブの木　　　　　　　　　　　　　　　 (4:2-3,6,14)
※主の霊による(4:6)
          ⑥　空飛ぶ巻物　　　　　　　　　　　  　(5:1,3)　※２０キュビト＝約９ｍ
          ⑦エパ枡(23ℓ)と女5:6-8→シヌアルの地（バビロン）へ運ばれる
　　⑧４台の戦車：天の四方［東西南北］へ。　※北の地＝バビロン(6:8)
　　ｃ．大祭司ヨシュアの戴冠(6:11-12)＝メシヤ来臨の予表行為。若枝。
　　ｄ．エルサレムの回復（７～８章）8:3,5,13,22-23　※真の断食(7:6,9-10.8:19)
※ハガイ書との並行記事(8:9-11)
　２．未来に関する預言（９～１４章）＜詩文体＞
　　ａ．メシヤの来臨（9:9）→マタイ２１：５
　　　　　子ろば　　　　　　　に乗って来られ、全世界を治める、平和の君、柔和な王
　　ｂ．イスラエルの回復（１０章）10:6,12　　　　　　　　　　※主の民の救い(9:16)
　　ｃ．神のさばき（１１章）11:3　     ※羊飼いの報酬＝銀３０シェケル(出エ21:32)
※ユダの裏切りの報酬(マタイ27:9-10)
　　ｄ．エルサレムの救い（１２章）　※十字架の預言(12:10) →ヨハネ19:37.黙示1:7
 　 ｅ．罪と汚れをきよめる１つの泉（１３章）13:1  ※弟子たちの裏切りの預言(13:7)
※終末の預言(13:8-9)
　　ｆ．主の日の出来事（１４章）14:3,9,16-17　　　※「夕暮れ時に、光がある」14:7
　　　　　「その日、万軍の主の宮にはもう商人がいなくなる」(14:21) 
　　●特徴＝多くの幻が記されており、エゼキエル、ダニエルと共に「幻を見る預言者」
　　　　　　と呼ばれる。また、メシヤ来臨の預言も多い。
     ｢『権力によらず､能力によらず､わたしの霊によって』と万軍の主は仰せられる｣(4:6)
Ｌ．マラキ書
　　　　§著者＝マラキ＜わたしの使者＞。個人名？
　　　　§時代＝エズラ、ネヘミヤによる宗教改革前後。
                ハガイ、ゼカリヤの５０～６０年後。旧約最後の預言者。
　　　　　　　　ネヘミヤ記との類似：祭司の不敬虔。雑婚問題。十分の一のささげ物。
　１．イスラエルに対する神の愛(1:1~5) 1:2
　　　　民：どのように、あなたが私を愛されたのですか。
　　　　神：ヤコブの選び。人の思いを越えた神の選びの愛。　      ※全世界の主1:5
　２．悔い改めへの招き(1:6~3:18)
　　　　祭司の不敬虔：病気のいけにえ8。不満の心でなす奉仕13。えこひいきの教え2:9。
　　　　諸国民による礼拝1:11。間違った結婚と離婚＜異国人との雑婚＞2:11,14-16
　　　　　「神は人を一体に造られたのではないか」(2:15)
　　　　わたしの使者［マラキ］3:1-4。神に帰れ：１０分の１と奉納物によって3:7-10。
　　　　主を恐れる者への約束。
　　　　　民：神に仕えることはむなしいことだ。…悪を行なっても栄え、神を試みても
　　　　　　　罰を免れる(3:14~15)｡
　　　　　神：  あなたがたは再び、正しい者と悪者、神に仕える者と仕えない者との　
　　　　　　　  違いを見るようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3:18)
  ３．主の日のさばきと救いの預言（４章）
　　　　主の日：神に逆らう者にとっては滅びの日。神の民にとっては救いの日。
        義の太陽としてのキリスト(4:2)。エリヤの再来(4:5-6)。
　●特徴＝対話形式。それも神と民との対話という独特の形式。
　●内容＝信仰の伴った儀式・律法の重視。預言者なき時代への最善策。
　　　　　民の罪を責めて、悔い改めを求め、契約と律法を尊び、神を父と仰いで信仰に
　　　　　励むべきことを勧める。
　　　　　新約への架け橋としての預言書。
　　　　「見よ。わたしは、わたしの使者を遣わす。彼はわたしの前に道を整える｣(3:1)
　　　　「見よ。わたしは、…預言者エリヤをあなたがたに遣わす」(4:5)
　　　　　　→＜新約＞　　　バプテスマのヨハネ　　　　　　　に関する預言。
(マタイ11:14.17:11-13.ルカ1:17.ﾏルｺ1:6.Ⅱ列王1:8)

『聖書概論』２２［中間時代］
― 中間時代 ―
　　　　旧約聖書の最後の書であるマラキ書から新約のイエスの誕生まで、私たちは聖書
　　　　からその間の歴史を知ることはできない。この間、約４００年間はイスラエルの
　　　　歴史の「暗黒時代」とも呼ばれ、預言者や霊感された著者は現われなかった。
　　　　この時代を、「中間時代」（もしくは「聖書間時代」）という。
Ⅰ．パレスチナを中心とした歴史の流れ
　Ａ．ペルシヤ時代（B.C.539-336)
　　　　クロス王の即位→ユダヤ人帰還命令(B.C.538) →
　　　　→寛大なユダヤ政策のもとに神殿＜第二神殿＞完成(B.C.515) →
　　　　→エズラの帰還(B.C.457) →ネヘミヤによる城壁の再建(B.C.445)
　　　　　独立国家ではないが、ペルシヤの管理のもとに再びユダヤ人の国が復興される。
　Ｂ．ギリシア時代：アレクサンドロス（アレキサンダ－）大王(B.C.336-323)
　　　　ギリシア、アレクサンドロス大王の支配下に置かれる。
　　　　彗星のように現われ消えていったアレクサンドロス大王。
　　　　弱冠２０才で指導者となり、１０年余りで当時の世界を征服してしまう。
　　　　ユダヤ人に対しては好意的。ギリシア化政策をすすめ、ギリシア＜ヘレニズム＞
　　　　文明の浸透に努める。強要はしなかったが、それが逆に文明の浸透を進展させた。
　　　　ギリシア語＜コイネ－共通＞を公用語とし、ギリシア人との結婚を奨励する。
　　　　　　※アレクサンドロス大王の死後、４人の将軍、プトレマイオス、リシマコス、
　　　　　　　カッサンダ－、セレウコスに分割される。
　Ｃ．プトレマイオス朝＜エジプト＞(B.C.323-30)
　　　　ユダヤ、プトレマイオス朝の支配下に置かれる。
　　　　平和的、友好的政策のため、ユダヤ人は通商を発展させ、繁栄した時代であった。
　　　　　●特色　①ギリシア＜ヘレニズム＞文明の浸透
　　　　　　　　　②コイネ－・ギリシア語が世界的に公用語となる。
　　　　　　　　　　　※ロ－マ時代の道路交通網の整備とあわせ、世界伝道の前備え。
　　　　　　　　　③７０人訳聖書＜旧約聖書のギリシア語訳＞の完成。
　Ｄ．セレウコス朝＜シリヤ＞(B.C.312-64)
　　　　ユダヤ、セレウコス朝の支配下に置かれる(B.C.198)。
　　　　彼らは、ユダヤ人に対して過酷であり、ギリシア様式を強要した。
　　　　悪名高き王、アンティオコス４世《エピファネス［現人神］》(B.C.175-163) は
　　　　神殿を汚し、祭壇に豚をささげ、オリンポスのゼウス像を祭壇に建てる。
        安息日、例祭、犠牲、割礼の禁止。アロン家系以外の大祭司。
　Ｅ．ユダ・マカバイオス（マカベア）の革命
　　　　アンティオコス４世の暴挙に対して、反乱が起こる。これをマカベア戦争という。
　　　　ハシモン（ハスモニア）家の老祭司マタテヤが立ち上がり、彼の５人の子供たち
　　　　によって反乱が継承される。“マカバイオス＜槌・ハンマ－＞”とあだ名された、
　　　　３番目の息子ユダを中心に、圧倒的劣勢をものともせず、ついにB.C.１６４年、
　　　　エルサレムを奪回し、宮きよめの祭を行なう。
　Ｆ．ハシモン（ハスモニア）王朝時代(B.C.142-61)
　　　　ユダの３年、その弟ヨナタンの１７年におよぶ苦闘の後、B.C.１４２年、実質上
　　　　のユダヤ独立がハシモン家の長兄シモンの手によりユダヤにもたらされる。
　　　　民はまことの預言者が起こるまで、シモンを永遠の大祭司として選ぶ。
　　　　行政と祭司を統一した、祭司制王朝として、ダビデ王朝以来の独立国家の誕生で
　　　　ある。しかし、これも長続きはしなかった。
　Ｇ．ロ－マ時代(B.C.61-)
　　　　将軍ポンペイウス率いるロ－マ軍により、エルサレム陥落。
　　　　そして、ユダヤはロ－マの属州となる。大祭司は政治的支配権を奪われ、祭司と
　　　　しての宗教的役割のみを果たすようになる。行政権は、カエサルによりユダヤの
　　　　総督に任命されたアンティパテルに与えられる。その息子が、ヘロデ大王である。
　　　　ヘロデはエドム人＜エサウの子孫＞である。ハシモン王朝最後の大祭司ヨハネ・
　　　　ヒルカノスの後、ヘロデ大王によりハシモン家でないハナニエルが大祭司に任命
　　　　され、ハシモン王朝時代は名実ともに終り、中間時代も終わる。
　　　　　※B.C.４年、ヘロデ大王の死後、ユダヤは３人の息子に分割。
　　　　　　　アケラオ：ユダヤ、サマリヤ、イドマヤなどの領主→後に追放。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ－マ直属に。
　　　　　　　ヘロデ・アンティパス：ガリラヤ、ペレヤなどの領主。
　　　　　　　ピリポ：イツリヤ、テラコニテなどの領主。
　　　　　　　ヘロデ・アグリッパ１世：使徒ヤコブを剣で殺害（ヘロデ大王の孫）
　　　　　　　アグリッパ王（アグリッパ２世）：ヘロデ大王のひ孫

Ⅱ．ユダヤ人社会
　　　ユダヤ人は、バビロン捕囚以後、バビロニアのみならず、エジプト、地中海沿岸、
　　　諸地方に広がっていった。当時のある歴史家は、「いずれの町に行ってもユダヤ人
　　　を見いだすことができる。全世界中、ユダヤ人の浸透していない所、彼らに支配さ
　　　れていない所を発見することは容易なことではない」と。
　　　新約の時代、イスラエルの土地よりも、“ディアスポラ＜離散＞”と呼ばれる国外
　　　に住むユダヤ人の人口のほうが多かった。
　　　　例）アレキサンドリアには１００万人のユダヤ人がいた。
　　　　　　ロ－マ帝国の１５０の都市に会堂＜シナゴ－グ＞があった。
　●会堂＜シナゴ－グ＞
　　　会堂＜シナゴ－グ＞は、礼拝の中心地というよりも、律法教育を施す場所であった。
　　　会堂＜シナゴ－グ＞は、ユダヤ人が１０人いれば、どこにでも開設できた。
　　　会堂＜シナゴ－グ＞での礼拝は、会堂司＜管理者＞の指導のもとに行なわれた。
　　　また、会堂は、キリスト教宣教の大きな布石となった。そこには、ユダヤ教に改宗
　　　していないが“神を恐れる人”と呼ばれる異邦人たちもおり、パウロが異邦人の町
　　　に入り最初に福音を語ったのは、会堂であった。
　●サンヘドリン「議会」
　　　全世界のユダヤ人の問題を取り扱う最高裁決機関(マルコ14:55)。７０人議会。
　　　大祭司１名・長老２４名・祭司長２４名・律法学者２２名：計７１名。
Ⅲ．ユダヤ教
　Ａ．成立
　　　　捕囚後、ユダヤ人の思いは、律法への新しい情熱と救い主の待望に向けられる。
　　　　→帰還後、エズラ、ネヘミヤの指導のもとに、律法の書は国の法として、また
　　　　　　個人生活の規範として、採択される。また律法は民族の象徴ともなる。
　　　　→聖書解釈の専門家である律法学者の階級が重要性を帯び、込み入った解釈や
　　　　　　付け足しが行われる。
　　　　→文字への隷属＜律法解釈の一人歩き＞。律法主義。宗教的形式主義。
　　　　　　旧約聖書、特にモ－セの律法に関する膨大な注解や解釈が積み上げられて、
　　　　　　新約の時代には、律法そのものよりも、伝統的な解釈が重んじられていた。
　　●タルム－ド
　　　　A.D.２世紀に集大成。ユダヤ人の百科事典。
　　　　宗教的律法、法律、解釈、慣例、哲学、医学、歴史、実践道徳など。
　　　　　①ミシュナ－＜口伝律法＞：律法学者的解釈によってモ－セの律法から引き出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　された規則・規定。
　　　　　②ゲマラ＜ミシュナ－の解釈＞
　　　　※会堂と律法学者はこのタルム－ドの教えを永続、普及化させることに努めた。
　　　　　→弊害：聖書への付け足し(マルコ7:6-13）。形式・律法主義。自己義認。
　Ｂ．律法学者
　　　　律法と聖書の保護者、解釈者、学者の一団。次第に権力が増大。
　　●その必然性
　　　　１．捕囚期間中に生じた聖書・律法に対する情熱。
　　　　２．祖国より離れていたため、異文化の中で教師が必要であった。
　　　　３．話し言葉の変化：ヘブル語→アラム語→コイネ－・ギリシア語
　　　　４．会堂の出現とその普及
　　　　　　　※エズラ＜神による律法学者＞→次第に職業的律法学者へ
　Ｃ．ユダヤ教の諸派
　　１．サドカイ派
　　　　　サドカイ：大祭司ツァドク(Ⅰ列王1:34) の子孫の意味？
　　　　　　　　　　自分たちは「ツァッディ－キ－ム＜義人たち＞」の意と称した。
　　　　　アンティオコス４世の時代、王と契約し、ヤソンを大祭司とした、「アンテオ
　　　　　ケ派」の流れ。
　　　　　神殿中心。祭儀中心。祭司階級。権力者。少数派。ロ－マ政府とも妥協。
　　　　　A.D.７０年のエレサレム神殿崩壊とともに消滅。
　　　　　成文律法のみ認める。霊魂不滅、死後の裁き、復活を否定(使徒23:8.ﾏﾀｲ22:23-
　　　　　33) 。自由意志を重視。
　　２．パリサイ派
　　　　　パリサイ：ハシ－ディ－ム＜分離＞の意と言われる。
　　　　　アンティオコス４世の時代、シリヤ化政策に反対した平信徒運動の流れ。
　　　　　神殿祭儀中心のサドカイ派に対して、日常生活での律法の遵守を重視。
　　　　　会堂と学校を中心とし、伝道に熱心であった。成文律法、口伝律法を認める。
　　　　　パリサイ派の多くは律法学者であった。当時、約６０００人。
　　　　　霊魂不滅、死後のさばき、復活などを信じる。自由意志論と運命論の中庸。
　　　　　ダビデの子メシヤの王国への待望。
　　３．エッセネ派
　　　　　エッセネ：治療者、敬虔な人の意と言われる。
　　　　　アンティオコス４世の時代、サドカイ派に神殿での職務・権力を奪われ、野に
　　　　　くだった祭司階級の流れ。
　　　　　修道院的共同生活。禁欲主義。独身主義。秘教的。神秘主義的。排他的。
　　　　　黙示文学、偽典の類いの多くはこの派の作であった。人の子メシヤ待望。
　　　　　霊魂不滅、死後のさばき、復活などを信じる。運命論的。聖書の写本に熱心。
　　　　　　※１９４７年に発見された死海写本のクムラン教団はエッセネ派。
　　　　　　　近年、キリスト教との近似性が指摘されている。
　　　　　　　洗礼、聖餐、聖書解釈、神殿・祭儀の霊的解釈、終末意識など。
　　　　　　※バプテスマのヨハネもエッセネ派？
　　４．その他
　　　　　●ヘロデ党：政治的団体。ロ－マ政府支持派。ローマに任命された王を支持。
　　　　　●熱心党：政治的団体。ロ－マ政府反対派。ユダヤ民族主義。

『聖書概論』２３［マタイの福音書］
― 新約聖書 ―
　　　聖書：①旧約聖書：３９巻＜救い主を指示、預言、到来の備え＞
　　　　　　②新約聖書：２７巻＜救い主キリストの活動および弟子たち、その手紙＞
Ａ．歴史＜過去＞－５巻：４福音書＜マタイ、マルコ、ルカ、ヨハネ＞ ＆ 使徒の働き
Ｂ．手紙＜現在＞－２１通：①パウロ書簡－１３通：４大書簡、獄中書簡、牧会書簡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定の教会・個人宛て
　　　　　　　　　　　　　②公同書簡－８通：パウロ以外の使徒による手紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不特定の教会・個人宛て
Ｃ．預言＜未来＞－１巻：ヨハネの黙示録

Ⅰ．福音書
　　　福音＝ギリシア語でエウアンゲリオン →evangel（イヴァンジェル）
※Ｇｏｓｐｅｌ(God+spell）
　　　　　　よい知らせに対する報い。よい知らせ。勝利の知らせ。喜びの知らせ
　　　共観福音書と第４福音書＝共観福音書：マタイ、マルコ、ルカの福音書
　　　　　　　　　　　　　　　第４福音書：ヨハネの福音書
　　　共観＝共に見る。総合的に見る。

Ａ．マタイの福音書
　　　●マタイの福音書のイエス＝王(2:2,6.27:11,37)。ダビデの子。
　　　●読者：ユダヤ人＜預言の成就に関心＞。ユダヤ人クリスチャン。
      ●系図：ユダヤ人、王の家系。
　１．著者＝マタイ：レビとも呼ばれる＜他の福音書＞。マタイとは「神の賜物」の意味。
もと取税人＜金銭に関する記事が詳細＞。9:9
　２．背景＝伝承では、ユダヤ人に伝道していたマタイが、異邦人伝道のため国を去る時、
ユダヤ人のために書き残したものと言われる。シリヤのアンテオケ教会。
　３．執筆年代＝８０年代から９０年代とも言われるが、エルサレム崩壊以前、６０年代
　　　　　　　　頃という説もある。
　４．主題＝「アブラハムの子孫、ダビデの子孫、イエス・キリストの系図」(1:1)
　　　　§アブラハム契約の成就。
　　　　　　「地上のすべての民族は、あなたによって祝福される」(創世記12:3) 
　　　　§ダビデ契約の成就。
　　　　　　「わたしはその王国の王座をとこしえまでも堅く立てる」(Ⅱｻﾑｴ7:13)
　５．内容
　　　　物語（１→４章）：メシヤの準備。イエスの誕生と公生涯の始まり。
　　　　　　　　メシヤの系図と誕生。1:17,21,23　※「インマヌエル」
博士たちの来訪2:1-。※キリスト誕生の地＝　ベツレヘム(ダビデ出身地)　
エジプトへの逃避2:14-15。ヘロデによるベツレヘムの幼児殺害2:16-。
　※主イエスが幼年期を過ごした町＝　　　ナザレ　　　　　2:23
　　　　　　　　バプテスマのヨハネの宣教3:1-。イエスの受洗3:13-17。
　　　　　　　　四十日四十夜の断食とサタンの誘惑(4:1-11)。
　　　　　　　　　①石を　　パン　　　に変える→人はパンのみに生きるにあらず
　　　　　　　　　②神殿の頂きから身を投げる→主を試みてはならない
　　　　　　　　　③全世界を手に入れるために悪魔を礼拝する→主にのみ仕えよ
公生涯の始まり4:14-17。ペテロたちの召命4:19。いやしのわざ4:23。
　　　　説教①（５→７章）：山上の説教（垂訓）。天の御国の律法。
天の御国に入る者の特徴、生活態度、祝福、戒め、警告。
　　　　　　　　八福の教え：①　心の貧しい　　　者　②　悲しむ　　　　　　　　者
(5:3-10)　 ③　柔和な　　　　　者　④　義に飢え渇いている　  者
⑤　あわれみ深い　　者　⑥　心のきよい　　　　　　者
⑦　平和をつくる　　者　⑧義のために迫害されている者
　　　　　　　　世界の光5:14。右の頬5:38-39。敵を愛せよ5:44。完全5:48。
　　　　　　　　主の祈り6:9-13。天の宝6:19-20。空の鳥・野の花6:25-。
神の国と義を第一6:33。目の中のちりと梁（丸太）7:3-4。豚に真珠7:6。
求めよ7:7-。黄金律7:12。狭い門7:13-14。
岩の上の家と砂の上の家7:24-27。権威7:29。
　　　　　　　　　※山上の説教（垂訓）＝実践不可能な教え？(5:39,44,48)
　　　　　　　　　　　主の教え。主がなされた。それにならう・目指す（主の助け）
　　　　　　　　　　　届かないものこそ、私たちを導く。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　※7:22-23「主よ、主よ」と言う者が天国に入れないのは？(18:14)
　　　　　　　　　　父の御心を行なわなかった。御霊の賜物だけでなく、御霊の実。　
　　　　　　　　　　救いの根拠：自分の行ない→神の行ない（救いのわざ）　　　　　
　　　　　　　　　　　＊悪い木を良い木に造り変えてくださる（接ぎ木）、神のみわざ。
　　　　　　　　　※「岩の上の家」のたとえと、３匹の子豚の話の違い？
確かさの根拠：自分の手で作ったものか、どうか。見える部分。
物語（８→９章）：メシヤの力。
　　　　　　　　らい病人のいやし8:3。百人隊長のしもべのいやし。
ペテロのしゅうとめのいやし8:17。嵐をしずめる。悪霊の追放。
中風のいやし9:1-。マタイの召命9:9。＜自分の救い・召命＝　奇跡　＞
　※9:13あわれみは好むが、いけにえは好まない、とは？
　　　　　　　　　病人（罪人）：医者（神）のあわれみが必要→神が好まれる　　　　　　　　　　　　　
丈夫な者（正しい人）：医者（神）は不要→いけにえ（自分の行ない）　
　　　　　　　　新しい皮袋9:16-17。長血の女のいやし。会堂管理者の娘のいやし。
　　　　　　　　二人の盲人のいやし。悪霊につかれたおしのいやし。収穫の主9:37-38。
　　説教②（10章）：弟子派遣の説教＜１２弟子の任命と彼らへの訓戒＞。
　　　　　　　　鳩のように・蛇のように10:16。
※10:28-31恐れと恐れなし？
恐れるべき方(全知全能の神)を恐れていれば、後は何も恐れなし。　　　
　　　　　　　　人前で主を認める10:32-33。自分の十字架10:37-39。弟子10:42。
●１２弟子
　　　　　ゼベダイの子のヤコブ、ヨハネ。
　　　　　ペテロ（シモン）にアンデレ。バルトロマイ（ナタナエル）。
　　　　　ピリポ。トマス。マタイ（レビ）に。熱心党員シモン。
　　　　　アルパヨの子のヤコブ。タダイ（ユダ）。イスカリオテのユダ。
　　　　物語（11→12章）：世の人々の拒否。
　　　　　　　　獄中のヨハネ11:4-6。笛吹けど踊らず11:17。疲れた者よ11:28-30。
　　　　　　　　片手のなえた者のいやし。聖霊に逆らう罪12:32-33。しるし12:39。
　　　　　　　　　※聖霊に逆らう罪は、なぜ赦されない？
＊どんな病気でも治す医者(聖霊)でも、それを認めなければ、癒されない。
　　　　説教③（13章）：天国の７つのたとえ話。
種蒔く人［道ばた。岩地。いばら。良い地］。麦と毒麦。
からし種とパン種。畑に隠された宝・良い真珠13:44-46。地引網。
　※宝・真珠とは？　価値あるもの：天国・救い・御言葉、人・私たち　　
　　　　物語（14→17章）：バプテスマのヨハネの死。５千人の給食14:13-。
　　　　　　　　湖上歩行14:22-。※主の命令＝　約束　（来なさい＝来ることができる）
パリサイ人の言い伝え15:1-。カナン人の娘のいやし15:21-。
４千人の給食。パリサイ人のパン種。ペテロの信仰告白16:16-。
自分の十字架16:24-。変貌の山（ヘルモン山）17:1-。
　　　　　　　　てんかんの息子のいやし17:20-21。宮の納入金17:27。
　　　　説教④（18章）：教会・兄弟についての教え＜罪とゆるし＞。
　　　　　　　　幼子18:1-。百匹の羊18:12-14。教会18:17-20。赦しのたとえ18:21-。
　　　　物語（19→22章）：十字架への道。
　　　　　　　　結婚についての教え19:5-6。金持ちの青年19:16-。
ぶどう園の労務者20:1-。
　※誰の立場で見るか？ 朝早く雇われた人の視点（まじめな日本人）　
　　　５時の労務者：ラッキー・恵み。　　　　　　　　　　　　　　　
仕える20:26-28。盲人のいやし。エルサレム入城21:1-。宮きよめ21:12-。
　　　　　　　　いちじくの木と信仰21:18-。ユダヤ教指導者らとの論争。
ぶどう園の兄弟21:28-。ぶどう園のたとえ21:33-。王子の披露宴22:1-。
カイザルのもの・神のもの22:16-。死後の夫婦。最高の戒め22:36-。
　　　　説教⑤（23→25章）：律法学者、パリサイ人に対する非難23:23,25,37。
終末預言(24章) 14,30-31,35。さばきの３つのたとえ(25章)
十人のおとめ：主の時に備える ※油の備え：聖霊。信仰。死の備え。　　
タラント：どう備える？
　神様から与えられたものを用いる→増加・成長→一緒に喜ぶ　　　
羊と山羊：タラントをどう使う？ ふやす？
　主に仕えるように、人々に仕える（愛する）。　　　　　　　　　　
　　　　物語（26→28章）：十字架と復活
　　　　　　　　ナルドの香油26:13。最後の晩餐26:24-29。ペテロの否認。26:34→69-75
　　　　　　　　ゲッセマネの祈り26:39。イエスの捕縛と裁判。ユダの自殺。
バラバの釈放。十字架。
※罪状書き「これは　　　ユダヤ人の王　　　　　　である」。27:37
　　　　　　　　十字架上の言葉27:46。神殿の幕が裂ける27:51。葬り。
　　　　　　　　復活28:1-,6-7。大宣教命令28:16-
　６．特色
　　　ａ．ナザレのイエスこそ、旧約聖書が預言していたメシヤであることを強調。
　　　　　旧約の預言の成就に関心。旧約からの多くの引用。
　　　　　　「このすべての出来事は、主が預言者を通して言われた事が成就するためで
　　　　　　　あった」(1:22)。
　　　　　　　　①イエスの誕生(1:23.2:6.2:15.2:18)
 　　　　　　　 ②イエスの活動(4:15-16,8:17,12:18-21)
　　　　　　　　③イエスの教え(13:35)
　　　　　　　　④イエスの受難・十字架(21:5,21:42,27:9-10)
　　　ｂ．新しい律法と新しいイスラエル
　　　　　　①新しい律法＝山上の説教＜垂訓＞（５－７章）－律法の完成－
　　　　　　　　旧約との対比。モ－セとの対比。新しいモーセ。
　　　　　　　　旧約：表面的な行為→新約：内面的な義(5:27-28)。
　　　　　　②新しいイスラエル＝　　教会　　　＜エクレシア←招集する・呼び出す＞。
　　　　　　　　この言葉はマタイのみ(16:18,18:17) 。教会への関心の高さ。
※詩篇22:22「会衆」→７０人訳聖書「教会」
七十人訳聖書（Septuaginta セプチュアギンタ 略＝LXX「70」）
　　　ｃ．イエスの教え・説教が多い。全体の約６０％。説教の福音書とも言われる。
　　　ｄ．特徴的な言葉
　　　　　　義。インマヌエルの神(1:23,28:20)
　　　　　　　   「神は私たちとともにおられる」(1:23)
　　　　　　　   「わたしは世の終りまで､いつもあなたがたとともにいます」(28:20)
　　　　　　他の福音書：神の国⇔マタイ：　　天の御国　　　＜ユダヤ的表現＞３３回
※マタイ3:2 ⇔ マルコ1:15

『聖書概論』２４［マルコの福音書］

Ｂ．マルコの福音書
　　　●マルコの福音書のイエス＝しもべ
　　　●読者：ロ－マ人＜ことばではなく、行為・実際的解決に関心＞
　　　●系図なし：ロ－マ人は系図には興味なし。しもべに系図は不要。
　１．著者＝マルコ(ヨハネ・マルコ)：母の名はマリヤ。エルサレムの裕福な家。
家の教会の１つ(使徒12:12)。最後の晩餐の家？
　　　　　　イエス逮捕の際、裸で逃げた青年(14:51-52)？ 富める青年？
　　　　　　ペテロの弟子、通訳者（Ⅰペテロ5:13）。
　　　　　　バルナバのいとこ。パウロの第１回伝道旅行に同行。途中で帰還。
　　　　　　パウロの第２回伝道旅行：パウロと訣別したバルナバと同行（使徒15:37-39）。
　　　　　　後に、パウロにとっても役立つ同労者に成長（ピレモン24.Ⅱテモテ4:11）
　　　　　　パウロと共にロ－マ獄中（コロサイ4:10）。アレキサンドリア教会創立者？
　２．背景＝暴君ネロによるクリスチャン迫害の最中、ロ－マのクリスチャンに宛て、
　　　　　　ペテロの語るところをマルコが筆記したとされる。
　３．執筆年代＝最初に書かれた福音書。ペテロ､パウロが殉教したローマの大火(64-65)
　　　　　　　　の数年後、６８年頃と言われる。５０年代と見る説も。
　４．主題＝「人の子が来たのも、仕えられるためではなく、かえって仕えるためであり、また、多くの人のための、贖いの代価として、自分のいのちを与えるためなのです」(10:45) 。
　５．内容　
　　ａ．序(1:1-13)：表題。バプテスマのヨハネの宣教。イエスの受洗とサタンの誘惑。
　　ｂ．イエスのガリラヤ伝道(1:14-8:26)
　　　　　伝道活動の開始1:1。ヨハネの宣教と主イエスの受洗。荒野の誘惑1:13。
　　　　　　※御霊が鳩のように1:10。(マタイ10:16。創世記1:2。8:10-11。Ⅰペテロ3:20-21)
　　　　　　　　鳩：素直・柔和。天地創造。新しい時代(新天新地)の始まり。救い。　　　
弟子の召命。悪霊の追放1:23-27。主の宣教1:38-39。らい病人のいやし。
中風の男のいやし。新しいぶどう酒。安息日2:27。律法学者たちの敵意3:6。
12弟子の任命。イエスの親族の無理解3:21。主の兄弟姉妹3:35。たとえ話。
　　　　　種の成長4:26-。嵐をしずめる4:35-。　※「イエスを」と「イエスが」
レギオンからの解放5:1-。12年の長血の女のいやし5:28。
会堂管理者ヤイロの娘のよみがえり。※主の肉声「　　タリタ・クミ　　」5:41
郷里の人々の不信仰6:1-6。弟子の派遣。バプテスマのヨハネの死。
５千人の給食（パン５つと魚２匹）6:34- →詩23。湖上歩行。病人のいやし6:56。
きよめ論争7:1-,20-23。スロ・フェニキヤの女。エパタ　　7:34。
４千人の給食（パン７つと魚少し）。盲人のいやし（２度）8:22- ※Ⅰコリ13:12
　　ｃ．エルサレムへの旅・十字架への道(8:27-10:52)
　　　　　ペテロの信仰告白8:29。
　　　　　①受難予告(8:31)→弟子の無理解(8:32-33)→真の弟子(8:34-9:1)
　　　　　②受難予告(9:30-31)→弟子の無理解(9:32-34)→真の弟子(9:35-37)
　　　　　③受難予告(10:32-34)→弟子の無理解(10:35-41)→真の弟子(10:42-45)
　　　　　主の姿変わり9:1-。おしの霊につかれた息子9:23-4。パリサイ人との議論。
　　　　　富める青年10:17-。　※聖フランチェスコ「わが神よ。わがすべてよ」ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ
　　　　　盲人バルテマイのいやし10:46-。
　　ｄ．エルサレムにおけるイエス（11～16章）
　　　　　エルサレム入城11:3。宮きよめ。呪われたいちじく11:20-。
教えと論争：権威。ぶどう園のたとえ。税金。夫婦。最高の戒め。
レプタ２枚12:41-。
　　　　　ナルドの香油。最後の晩餐。ゲッセマネの祈り14:36。「　　アバ　　　父よ」
逮捕。裁判。ペテロの否認。十字架。葬り。復活。弟子への言葉。16:15-
　６．特徴　
　　ａ．行動の強調＝文体は簡潔。イエスの行動に重点。説教が少ない。
　　ｂ．苦難のしもべ・神の子のへりくだり
　　　　　パリサイ派、サドカイ派、律法学者との対立。人々、弟子たちの無理解。
　　　　　十字架に向かって、対立・無理解はエスカレ－トしてゆく。イエスの孤独。
　　　　　苦難を通しての主の勝利。→迫害の中にあるロ－マ教会への励まし。
　　ｃ．３回の受難予告
　　　　　①受難予告(8:31)　②受難予告(9:30-31)　③受難予告(10:32-34)
　　ｄ．メシヤの秘密：沈黙命令＜９回＞。隠されたイエス像。
　　　　　　　「だれにも何も言わないように」(1:44)
　　　　　①悪霊に対して(1:25,1:34,3:12)
　　　　　②いやされた人々に対して(1:44,5:43,7:36,8:26)
　　　　　　　⇔(例外)　 　レギオンから解放されたゲラサ人　　　　　 (5:18-20.7:31)
　　　　　③弟子たちに対して(8:30,9:9)
　　　　　　　※理由　1)当時の人々の誤ったメシヤ観＜政治的解放者としてのメシヤ＞
　　　　　　　　　　　2)救済行為＜十字架と復活＞完成までの封印(9:9) 。
　　ｅ．用語上の特徴＝異邦人が対象なので、アラム語の言葉にはその意味が説明。
タリタ・クミ(5:41)、エパタ(7:34)、アバ
　　　　　　　　　　　「そして(ｶｲ)」「すぐに(ﾕｰﾄｩｽ 44回)」の語が多用。
                      歴史的現在[過去の出来事を現在形で記述]の多用(151回)｡

    ※マルコの福音書：長い間、教会で軽視。⇔マタイが重視。
                      力強い神の子がいかに現われたかを記す、最初の最も簡潔な記録。
                        ●キリストの教えの系統的な説明：マタイ
                        ●叙述の美しさ：ルカ
                        ●キリストの到来の深遠な意味の洞察：ヨハネ

『聖書概論』２５［ルカの福音書］
Ｃ．ルカの福音書
　　　●ルカの福音書のイエス＝人の子(ﾀﾞﾆｴﾙ7:13)。救い主(2:11)。
　　　●読者：ギリシア人・異邦人＜真・善・美に関心＞
　　　●系図（３章）：人としての系図。
　１．著者
「ムラトリ断片」（2世紀末）：「医師ルカ」が「異邦人信徒のために」本書を書き、更に「使徒の働き」をも書いたと告げる。
エイレーナイオス『異端反駁論』（180―185年）
「パウロの随伴者ルカがパウロの説いた福音を1巻の書物に記した」
※初代教父らはこぞって本書をルカの作と見なした。
ルカ（〈ギ〉ルーカス）：〈ギ〉ルーカノス（光を与えるの意）の愛称
医者(ｺﾛｻｲ4:14)。パウロの同労者(ﾋﾟﾚﾓﾝ22)。 ※第２回伝道旅行以降
　　　　　福音の目撃者ではないが、イエスの言行の正確な記録・口伝を収集し、
　　　　　調査・研究・構成したもの。医者としての、事実・歴史の正確な記述。
　　　　　異邦人＜聖書記者としては異例。使徒1:19。コロサイ4:10-14＞。
「ペンによる画家」「最初の教会史家」
※ルカはアンテオケ出身の医者で、生涯妻子を持たず、パウロの弟子として、パウロが殉教するまで同伴し、84歳で死んだと言う。
  ２．執筆年代＝６４年以前（ネロ帝の迫害、パウロ殉教以前）。
　　　　　　　　カイザリヤかロ－マで書かれた？＜獄中のパウロと同伴？＞
　３．主題＝「人の子は、失われた人を捜して救うために来たのです」(19:10)
　４．背景 (1:1-4) ＝ロ－マの高官(?)テオピロ＜神の友＞に宛てて書かれた。
                    福音を異邦人に伝えることに強い関心｡
※ルカの福音書＝＜前編＞＋＜後編＞＝使徒の働き(新約の28%)
　５．内容
ａ．序文1:1-4
ｂ．メシヤの出現1:5-2:52
　　　　　①誕生の告知1:5-56＝ヨハネ誕生の告知5-25。イエス誕生の告知26-38。
※1:32-33＝　　　ダビデ　　　　　契約の成就。
マリヤのエリサベツ訪問とマリヤの賛歌39-56。
②誕生と幼少時代1:57-2:52
ヨハネの誕生と成長＝ヨハネの誕生1:57-58。割礼と命名59-66。
ザカリヤの賛歌67-79。ヨハネの成長80。
イエスの誕生と成長＝イエスの誕生2:1-20。割礼と奉献21-24。
シメオンの賛歌25-38。イエスの成長＜少年時代＞39-52。
ｃ．宣教への備え3:1-4:13
　　　　　①バプテスマのヨハネの宣教3:1-20＝ヨハネのバプテスマ1-6。
ヨハネのメッセージ7-14。ヨハネの役割15-17。ヨハネの投獄18-20。
②イエスの受洗3:21-22　③イエスの系図3:23-38　④荒野の誘惑4:1-13
ｄ．ガリラヤ宣教4:14-9:50
①宣教の開始4:14-30＝ガリラヤ帰還14-15。
ナザレでの宣教＜感嘆16-22a。懐疑と不信22b-24。拒絶25-30＞
　　　　　②イエスの権威4:31-6:16＝いやしと教え4:31-44。弟子の召命5:1-11。
※5:8ペテロ＝　　　祝福・恵み　　　　による悔い改め。
　　　　　　　らい病人のいやし5:12-16。中風の者のいやし17-26。取税人の召し5:27-32。
断食問答5:33-39。安息日論争＜安息日の主。安息日のいやし＞6:1-11。
12使徒6:12-16。
　　　　　③平地の説教（6:17-49）
　　　　　　　導入17-19。幸いな者と哀れな者20-26。愛と義27-45。結び46-49。
※与える6:38
　　　　　④カペナウム宣教7:1-8:56
　　　　　　　病と死への勝利7:1-17＜百人隊長のしもべの癒し。やもめの息子の蘇生＞
　　　　　　　イエスとバプテスマのヨハネ7:18-35。
罪深い女の救い7:36-50＜香油を塗る女。負債者のたとえ。愛と赦し＞
教え8:1-21＝イエスに従う女たち1-3。種のたとえ4-15。
あかりのたとえ16-18。イエスの家族19-21。
　　　　　　　奇蹟8:22-56＝嵐を静める22-25。悪霊を追い出す26-39。
ヤイロの娘と長血の女40-56。
　　　　　⑤弟子への教え9:1-50＝12人の派遣1-6。ヘロデの問7-9。５千人の給食10-17。
　　　　　　　弟子であること18-27＜ペテロの告白。最初の受難予告。弟子の覚悟＞
　　　　　　　イエスの変貌28-36。ひとり息子のいやし37-43a。
　　　　　　　弟子の無理解43b-45。弟子の高慢46-48。弟子の狭量49-50。
ｅ．エルサレムへの道9:51-19:27
　　　　　①エルサレムに向けて9:51-13:21
　　　　　　　拒絶と服従＝エルサレムへ9:51。サマリヤ人の拒絶9:52-56。
主に従う道9:57-62。７０人の派遣10:1-24。　※天に名20
　　　　　　　永生問答10:25-28。良きサマリヤ人のたとえ10:29-37。
※「愛」と「好き」の違い？
愛：相手(隣人)のため。　　　⇔　好き：自分のため。　　
　　　　　　　なくてならぬもの＝マルタとマリヤ10:38-42。祈りについて11:1-13。
　　　　　　　悪い時代11:14-54＝イエス対悪霊14-26。真の幸い27-28。
時代のしるし29-32。内なる光33-36。パリサイ人らへの叱責37-54。
　　　　　　　弟子への教え12:1-53＝偽善者を警戒せよ1-3。人を恐れるな4-12。
貪欲を警戒せよ13-21。思い煩うな22-34。
終末に備えよ35-48。イエスの宣教のなぞ49-53。
　　　　　　　　※５羽の雀が２アサリオン(12:6)⇔２羽の雀が１アサリオン(ﾏﾀｲ10:29)
　　　　　　　　　　＊１羽はオマケ。そのオマケの雀さえも見捨てられない。　　　　　
　　　　　　　群衆への教え＝時を見分けよ12:54-56。和解せよ12:57-59。
　　　　　　　　　　　　　　悔い改めよ13:1-5。実を結べ（いちじく）13:6-9。
　　　　　　　　　　　　　　安息日に女をいやす13:10-17。神の国のたとえ13:18-21。
　　　　　②神の国の民13:22-17:10
　　　　　　　神の国への招き13:22-14:35
　　　　　　　　狭い門13:22-30。エルサレムへ13:31-35。水腫の人のいやし14:1-6。
　　　　　　　　自分を低くする者14:7-11。貧しい人を招く者14:12-14。
招きを断る者14:15-24。弟子たる者の覚悟14:25-35。
　　　　　　　捜し求めて救う神15:1-32＝序1-3。いなくなった羊のたとえ4-7。
　　　　　　　失われた銀貨のたとえ8-10。失われた息子（放蕩）のたとえ11-32。
　　　　　　　富と神の国16:1-31
　　　　　　　　抜け目のない管理人のたとえ1-8a。たとえの適用8b-13。
　　　　　　　　パリサイ人と律法14-18。金持ちとラザロのたとえ19-31。
　　　　　　　対人・対神関係17:1-10＝赦しなさい1-4。信仰5-6。謙遜と奉仕7-10。

　　　　　③神の国の到来17:11-18:30
　　　　　　　感謝するサマリヤ人17:11-19。神の国の到来17:20-21。
人の子の到来17:22-37。
祈りについて＜不正な裁判官18:1-8。パリサイ人と取税人の祈り9-14＞
　　　　　　　幼子のごとくあれ18:15-17。富と永遠の命18:18-30。
　　　　　④救い主と新しい生18:31-19:27
　　　　　　　受難予告18:31-34。盲人（バルテマイ）のいやし18:35-43。
ザアカイの救い19:1-10。１０ミナのたとえ19:11-27。
ｆ．エルサレムにて19:28-21:38
　　　　　①エルサレム入城19:28-44＝入城準備28-34。聖都入城35-40。
エルサレム哀歌41-44。
　　　　　②エルサレムの宮で19:45-21:38
　　　　　　　宮での教え19:45-21:4＝宮きよめ19:45-46。宮で教える47-48。
　　　　　　　　権威について20:1-8。悪い農夫のたとえ9-19。神のものは神に20-26。
　　　　　　　　復活論争20:27-40。ダビデの子41-44。律法学者を警戒せよ45-47。
　　　　　　　　やもめの献金21:1-4。
　　　　　　　終りの日21:5-38＝宮崩壊の予告5-6。前兆7-11。迫害予告12-19。
　　　　　　　　聖都滅亡予告20-24。人の子の来臨25-28。木の芽のたとえ29-33。
　　　　　　　　その日への心備え34-36。宮で教える37-38。
ｇ．メシヤの死と復活（22：1‐24：53）
　　　　　①受難と死22:1-23:56
　　　　　　　殺害計画22:1-6
　　　　　　　死の準備22:7-46＝過越の食事の準備7-13。最後の晩餐14-20。
裏切る者の手21-23。一番偉い者24-30。ペテロの否認の予告31-34。
二振りの剣35-38。オリーブ山での祈り39-46。
　　　　　　　逮捕22:47-53。
裁判22:54-23:25＝大祭司の家で22:54-65。議会にて22:66-71。
　　　　　　　　ピラトの前で23:1-7。ヘロデの前で23:8-12。再びピラトの前で23:13-25
　　　　　　　十字架23:26-49＝十字架への道26-32。十字架33-38。
二人の犯罪人39-43。イエスの死44-49。
　　　　　　　埋葬23:50-56。
　　　　　②復活と昇天24:1-53
　　　　　　　復活1-12。顕現13-49。エマオへの道で13-35。弟子たちへの顕現36-49。
　　　　　　　昇天50-53。
　６．特徴
　　ａ．信仰詩
          マリヤの賛歌<Magnificat>(1:46-55)。ザカリヤの賛歌<Benedictus>(1:68-79)
 　　　　 天使の賛歌<Gloria in excelsis Deo>(2:14)。シメオンの賛歌(2:29-32)。
                     栄光 ～の中に 高い 神        ※アヴェ・マリア(1:28-35)
　　ｂ．ルカ特有の記事：良きサマリヤ人(10:30-37)。マルタとマリヤ(10:38-42)。
　　　　　　　　　　　　愚かな金持ち(12:16-21)。放蕩息子(15:11-32)。
　　　　　　　　　　　　金持ちとラザロ(16:19-31)。不正な裁判官(18:1-8)。
　　　　　　　　　　　　パリサイ人と取税人の祈り(18:9-14)。ザアカイ(19:1-10)。
　　　　　　　　　　　　　※強者・富者への批判、弱者・貧者・子供・女性への関心。
　　ｃ．聖霊の働きの強調1:15,35→24:49
　　ｄ．祈りの福音書1:10→24:52-53
　　ｅ．普遍的な福音：イエス＝全世界的な人間の救い主(2:32.13:29)。→救いの福音書
福音は民族・性別・社会的地位を超えて、異邦人・罪人・女性・子供・貧しい人・見捨てられた人など、あらゆる人々に届けられる。ルカの描くイエスは、これらの人々にひときわ強い関心を寄せる。
                    系図の相違：マタイ＝　アブラハムから始まる系図　　　　　　
　                              ル　カ＝　アダムまで遡る系図　　　　　　　　　
　　ｆ．用語上の特徴
　　　　　「救い主」の語の多用。記述の歴史的な正確さ。医学的な用語が多い。
          高い文学性。劇的な迫力。喜び(8回)・喜ぶ(11回)。→喜びの福音書


『聖書概論』２６［ヨハネの福音書］

Ｄ．ヨハネの福音書
　　　●ヨハネの福音書のイエス＝神の子、神そのもの
　　　●読者：信じるであろうすべての人々＜個人的な救いに関心＞
　　　●系図なし。　※１章で、キリストと神との「初め」からの関係が示されている。
　　　●共観福音書との共通記事＝バプテスマのヨハネの活動。イエスのバプテスマ。
　　　　　　　　　　　　　　　　十字架。ペテロの告白(6:68~69)。復活。
　　　　　　　　　　　　　　　　奇跡：　　５千人の給食　　　　・　　湖上歩行　　
　　　●共観福音書との違い
　　　　　共観福音書：宣教活動の場＝主にガリラヤ地方。
　　　　　　　　　　　説教の中心＝神の国（天の御国）。過越の祭＝１回。
　　　　　第４福音書：宣教活動の場＝主にユダヤ地方。
　　　　　　　　　　　説教の中心＝イエス自身。　　　過越の祭＝３回(2:13,6:4,13:1)｡
　１．著者＝ヨハネ。「イエスが愛された弟子」。　※意味「主は恵み深い」
　　　　　　ゼベダイの子。ヤコブの兄弟。「雷の子」(マコ3:17) 。
激しい気性の持ち主？(ルカ9:54)。かなり裕福な漁師(マルコ1:20) 。
※「大祭司の知り合い」ヨハネ18:15　？マルコの家とも取引があった？
　２．背景＝ペテロと共に、エルサレム教会の指導者であったヨハネが、晩年、エペソの
　　　　　　教会の長老となり、恐らく弟子達からの要請もあって、共観福音書を補い、
　　　　　　キリストとは誰かを示すために、もう１つの福音書として、エペソの教会の
　　　　　　信徒および未信者らのために書いたものと思われる。
　３．執筆年代＝共観福音書より後に書かれ、ヨハネの手紙や黙示録より前に書かれた？
 　　　　　　　 ８５～１００年頃。しかし、８０年頃もしくはそれ以前とする説も。
　４．主題＝「しかし、これらのことが書かれたのは、イエスが、神の子キリストである
　　　　　　　ことを、あなたがたが信じるため、また、あなたがたが信じて、イエスの
　　　　　　　御名によって、いのちを得るためである」(20:31)
　５．内容
　　ａ．序言1:1-18「ロゴス＜ことば＞賛歌」
　　ｂ．しるしと教え1:19-12:50
　　　　　バプテスマのヨハネの証し1:29。最初の弟子たち1:35-。　※1:39,41
カナの婚礼2:1-。
　※水をぶどう酒に変える主とは、どのような方か？
　　　不可能を可能にする方。必要に答えられる方。人生を変える方。　　　　
　　　味気ない人生を喜びの人生に変える方。最後によいものを備える方。　　
宮きよめ2:13-。※2:21イエス（のからだ）と神殿の類似？
　神をあがめる場所・讃美・礼拝・神の臨在・きよい　　　　　　　　　　　　
ニコデモとの対話3:1-。※3:8風と御霊の類似？
　目に見えないが、感じることはできる・感じられることを行なわれる　　　　
　※神の愛3:16
サマリヤの女との対話4:1-,14,23-24,35　　↓見て信じる・御言葉・主イエス　　
役人の息子のいやし4:46-。　※３つの「信じる」48,50,53 
　　　　　ベテスダの池での病人のいやし5:1-。※5:7＝　よくなれない理由・言い訳　  
父なる神と子5:17,18-。５千人の給食6:1-。湖上歩行6:16-。
　　　　　いのちのパン6:35。仮庵の祭での論争7:1-。7:37-39
姦淫の女のゆるし8:1-。 ※女に石を投げると・・・
　　　　　　　　　　　　　イエスさまにも命の危険が。身代わりの愛。　　　
世の光8:12。真理8:24,31-32,34。生まれつきの盲人のいやし9:1-。
　※9:2-3弟子たちの見方と主の見方の違い？
　　　弟子：過去・原因・犯人探し（因果応報）。　　主：未来・神のわざ　　　　
良い牧者10:1-。10:3。宮きよめの祭での論争10:19-。10:30。
ラザロのよみがえり11:1-。　※11:33,35 霊の憤りとイエスの涙
マリヤの塗油12:1-。エルサレム入城。群衆への最後の教え12:24,35-36。
　　ｃ．弟子たちへの告別説教（13－16章）
　　　　　洗足13:1-。8,14。ユダの裏切り13:27,30。天国の約束14:1-3。父14:9-14。
聖霊の教え14:16-18,26-27。ぶどうの木15:1-。
愛15:12-13。←13:34-35
弟子への励まし15:16。16:21-22,24,33。
　　ｄ．イエスの祈り（17章）17:3,11 大祭司の祈り
　　ｅ．十字架(18-19章)：逮捕18:10。カヤパ、ピラトの前での裁判。十字架19:34,37。埋葬19:38-39。
※最後の晩餐、ゲッセマネの祈りの記事はない。
　　ｆ．復活（20－21章）
　　　　　空虚な墓20:1-。16。エルサレムでの顕現20:19-。この書の目的20:30-。
ガリラヤでの顕現21:1-。イエスとペテロとの対話21:15-。
結びの言葉21:24-25。
６．特徴
　　ａ．７つのしるし：奇跡を「しるし」と呼ぶ。　　　※イエスがキリストである証明
　　　　　①(2:1-11)　カナの婚礼での奇跡＜水がぶどう酒に変わる＞
2 (4:46-54)  カペナウムの王室の役人の息子のいやし（熱病）　　　　　　　 
3 (5:1-9) 　 ベテスダの池の３８年の病人のいやし（足なえ）   　　　　　　
4 (6:1-14)　５千人の給食
5 (6:16-21) 湖上歩行
6 (9:1-12)　 シロアムの池での生まれつきの盲人のいやし    　　　　　　  
　　　　　⑦(11:1-46)  ラザロのよみがえり（ベタニヤ）　 　　　　　　　　　　　　  
　　　　　　　※しるしの奇跡の後、イエスの説教、人々との対話が続く。
　　ｂ．「私は～である」<ギリシア>エゴ－・エイミ－　　※イエスの神性の強調(出ｴ3:14)
　　　　　 ①(6:35)　いのちのパン　　　 　 ⑤(11:25)  よみがえり・いのち 　　　 
           ②(8:12)　世の光　　　　　　　　⑥(14:6)　道・真理・いのち　　　　　 
　　       ③(10:7)　羊の門　　　　　　　　⑦(15:1)　まことのぶどうの木
　　　　　 ④(10:11) よい牧者　　　                                   
　　ｃ．イエスの先在性の強調＝(1:1-2,8:58,17:5) 。受肉<ｲﾝｶ-ﾈ-ｼｮﾝ>前のキリスト。
　　ｄ．ロゴス論(1:1-18)
　　ｅ．個人的な対話の多用。
　　　　  ニコデモとの対話(3章)。サマリヤの女との対話(4章)。姦淫の女との対話(8章)。
　　　　　生まれつきの盲人との対話(9章)など。　 　　　※イエスに対する個人的信仰
　　ｆ．イエスの人間的な面も強調＝疲れ(4:6) 、渇き(4:7) 、悲しみ・涙(11:35) 。
　　ｇ．特徴的なことば
　　　　　助け主＜パラクレ－トス：かたわらで助けてもらうために呼んだ人。弁護人＞。
　　　　　真理の御霊(14:16-18)。光とやみ。（永遠の）いのちと死。信じる。
栄光＜＝十字架＞(13:31)。→ペテロの死による栄光(21:19)
　　　　　　※ダブルミーニング（二重の意味を持たせる）

§福音書補足
★ボ－ナス・ポイント
●十字架上の７つの言葉
　　　　①(ﾙｶ23:34) 父よ。彼らをお赦しください。彼らは何をしているのか自分で
                    分からないのです。
        ②(ﾙｶ23:43)  まことに、あなたに告げます。あなたはきょう、わたしとともに
　パラダイスにいます。　　　　                           　
　　　　③(ﾖﾊﾈ19:26-27) 女の方。そこに、あなたの息子がいます。
  　　　　　　　　     そこに、あなたの母がいます。
      　④(ﾏﾀｲ27:46)   エリ、エリ、レマ、サバクタニ （詩篇22:1）                
                     （わが神、わが神、どうしてわたしをお見捨てになったのですか）　
⑤(ﾖﾊﾈ19:28) わたしは渇く。
⑥(ﾖﾊﾈ19:30) 完了した。                                              
⑦(ﾙｶ23:46)  父よ。わが霊を御手にゆだねます。                              


　●１２弟子
　　　ゼベダイの子のヤコブ、ヨハネ。
　　　ペテロ（シモン）にアンデレ。バルトロマイ（ナタナエル）。
　　　ピリポ。トマス。マタイ（レビ）に。熱心党員シモン。
　　　アルパヨの子のヤコブ。タダイ（ユダ）。イスカリオテのユダ。


『聖書概論』２７［使徒の働き］

Ⅱ．使徒の働き
Ａ．使徒の働き
　　　　使徒の宣教の記録。初代教会の発展の歴史。福音書と書簡をつなぐ重要な役割。
　１．著者＝ルカ：冒頭の言葉→著者はルカの福音書と同一人物。
　　　　　　　　　「私たち章節」(16:10-17,20:5-15,21:1-18,27:1-28:16)
　　　　　　　　　　　→パウロの第２回伝道旅行途中からパウロと同行。
　　　　　　　　　パウロの同労者。古典的文体のギリシア語→教養の高い異邦人。
　　　　　　　　　２世紀の教父たちの証言も著者はルカと見ている。
                  ルカ＝異邦人（使徒１：１９）。
　２．背景＝ロ－マの高官（？）テオピロに宛てて書かれた1:1-2。
　　　　　　救済史としての初代教会の歴史を示すために書かれた。
　　　　　　また、パウロの裁判における弁護のために書かれた？
　３．執筆年代＝ルカがパウロと共にロ－マにいる時、６１年頃？
　４．主題＝「しかし、聖霊があなたがたの上に臨まれる時、あなたがたは力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、および、地の果てにまで、わたしの証人となります」(1:8)
　　　　　　　　　使徒の働き：エルサレムに始まった福音が、ついに当時の世界の中心
　　　　　　　　　　　　　　　都市ロ－マにまで至る教会の歴史。
　５．内容
－エルサレム教会の設立と宣教［悔い改めなさい］＜中心人物＞ペテロ－
　　ａ．エルサレムにおける宣教(1-7章)
　　　　　①準備期間(1章)：主の約束と昇天1:5,8,9-11。イスカリオテ・ユダの補充1:26。
　　　　　②五旬節(2章)《３０年？》：聖霊降臨とペテロの説教。2:1-4,15-16,32-33,36
　　　　　　　　　　　　　　　　　　三千人の回心37-38,40-41。初代教会の発足42-7。
　　　　　③足なえのいやし(3章)6-8,16,26
　　　　　④迫害の開始(4章)：ペテロとヨハネの逮捕1-3。五千人4。尋問7,12-14,18-20。教会の祈り23-31。
　　　　　⑤アナニヤとサッピラ(5章) 3-5,10-11,14-16。
２度目の逮捕と、御使いによる救出17-20,29,38-39,41-42。
　　　　　⑥７人の選出とステパノの殉教(6-7章)6:2-4,7,8,10,15。7:52,55-60
　　ｂ．ユダヤとサマリヤの全土における宣教(8-12章) 
　　　　　①ピリポの宣教(8章)：サウロによる迫害1-3。ピリポのサマリヤ宣教4-5,8。
魔術師シモン9-。エチオピヤの宦官26-。
　　　　　②サウロの回心(9章)《３５年？》ダマスコ途上3-5。アナニヤ13,15,17-18。
　　　　　　　サウロの伝道20-22。エルサレムへ（バルナバ）26-27。
　　　　　③ルダとヨッパにおけるペテロの宣教(9:32-43)：アイネヤのいやし。34
　　　　　　　タビタ（ドルカス）のよみがえり。36-
　　　　　④コルネリオの回心＜異邦人の救い＞(10章)4,15,33,44-
　　　　　　　エルサレム教会への報告11:1-18。非難2-3。承認18。
　　　　　⑤アンテオケ教会の設立(11:19-30)20：バルナバとサウロ24-26。
※アンテオケ：キリスト者と呼ばれ始める。
　　　　　⑥ヘロデ・アグリッパⅠ世の死(12章) ：ヤコブの殉教2。
ペテロの逮捕と御使いによる救出（２度目）3-19。ヘロデの死21-23。
－異邦人への宣教［信じなさい］＜中心人物＞パウロ－
　　ｃ．地の果てまでの宣教（13－28章）
              １・２・３回伝道旅行の出発点＝アンテオケ。
　　　　　①パウロの第１回伝道旅行（13－14章）《４６－４８年？》
　　　　　　　同行者：バルナバ、ヨハネ・マルコ（脱落）。13:2,5
　　　　　　　キプロス伝道：魔術師バルイエス（エルマ）13:6-。　※パウロ13:9
パンフリヤのペルガ13。ピシデヤのアンテオケ41,44。
※異邦人伝道46-48⇔ユダヤ人の反対50-51
イコニオム14:3、ルステラ14:8-、迫害14:19-20、デルベ。
　　　　　②エルサレム会議＜使徒会議＞(15:1-35) 《４９年？》
              割礼派と非割礼派との論争1-2。ペテロとヤコブ8-9,12,19-20。
　　　　　③パウロの第２回伝道旅行(15:36-18:22) 《４９－５２年？》
　　　　　　　同行者：シラス。テモテ、ルカ（途中）。15:37-40.16:1
　　　　　　　南ガラテヤの諸都市16:5。ヨ－ロッパ伝道への導き16:6,9-10。
ピリピ：ヨ－ロッパ最初のクリスチャン、ルデヤ16:14。投獄16:16-。31
　　　　　　　テサロニケ17:4,6。ベレヤ17:11。アテネ17:16-,23,32。
コリント（アクラと妻プリスキラ）18:3,6,9-11。エペソ18:20-21。
　　　　　④パウロの第３回伝道旅行(18:23-21:26) 《５３－５８年？》
              同行者：テモテ。エラスト。テキコ。ルカなど。
　　　　　　　エペソ：雄弁なアポロ18:24-26。バプテスマ19:1-。２年以上滞在10-12。
ユダヤの祭司長スケワの７人の息子19:13-。19-20
銀細工人デメテリオによる騒動。19:23-
　　　　　　　マケドニヤ（ピリピ）、ギリシア（コリント）。
　　　　　　　トロアス：ユテコのよみがえり20:7-。アソス。ミテレネ。
　　　　　　　ミレト：エペソの長老たちと涙の会見20:17-。24-25,32,35,36-37
コス。ロドス。パタラ。ツロ21:4。カイザリヤ：預言者アガポ。21:8-
　　　　　　　諸教会からの献金を携えてエルサレムへ。
　　　　　⑤ロ－マへの旅(21:27-28:31)
　　　　　　　エルサレムでパウロ逮捕21:27-。パウロの演説・弁明（22章）
議会の分裂23:6-8。主の計画23:11。パウロ殺害計画からの救出23:12-。
カイザリヤへ（２年獄中）：大祭司アナニヤと総督ペリクス24:5,22-23。
後任総督フェスト25:12。アグリッパ王の前での弁明26:1-。17-18,28-29
　　　　　　　クレテ沖で難破、マルタ島に漂着。27:11,21-26。28:1。まむし28:3-。8-
３ヵ月後、出発。ローマ到着。２年間軟禁28:16。23,28,30-31
※その後、釈放？　パウロの死《６４年？》
　６．特徴
　　ａ．聖霊の強調－聖霊行伝－
　　　　　聖霊の力による奇跡＜１５回＞と説教＜１９回＞。
　　ｂ．ペテロとパウロとの並行関係
　　　　　ペテロ：８つの説教。足なえの癒し(3:1-10)。
　　　　　　　　　死人＜　タビタ（ドルカス）　　　　　　　＞の蘇り(9:36-43) 。
　　　　　　　　　牢獄からの奇跡的救出(5:17-20,12:4-17) 。
　　　　　　　　　魔術師＜　シモン　　　　＞との対決(8:9-24)。
　　　　　　　　　影による癒し(5:15-16) 。
　　　　　　　　　最初の異邦人＜　コルネリオ　　　＞の救いと幻(10:1-48) 。
　　　　　パウロ：８つの説教。足なえの癒し(14:8-11) 。
　　　　　　　　　死人＜　ユテコ　　　　　＞の蘇り(20:7-12) 。
　　　　　　　　　牢獄からの奇跡的救出(16:19-34)。
　　　　　　　　　魔術師＜　バルイエス（エルマ）　　　＞との対決(13:4-12) 。
　　　　　　　　　手拭いによる癒し(19:12) 。
　　　　　　　　　最初のヨ－ロッパ人＜　ルデヤ　　＞の救いと幻(16:9-15）
　７．教会の成長
　　ａ．人数の増加
　　　　　１２０名の集まり(1:15)。３千人の弟子が加わる(2:41)。
　　　　　毎日、救われる人々が加わる(2:47)。男の数５千人(4:4) 。
　　　　　弟子の数が非常に増え、多くの祭司が救われる(6:7) 。
　　　　　聖霊による教会の前進：ユダヤ、ガリラヤ、サマリヤの全地に教会が築かれ，
　　　　　　　　　　　　　　　　信者の数が増えた(9:31)。
　　　　　大ぜいの人が信じて主に立ち返った(11:21) 。
　　　　　バルナバにより大ぜいの人が主に導かれた(11:24) 。
　　　　　主のみことばがますます広まる(12:24) 。
　　　　　ピシデヤのアンテオケ、その地方全体に主のことばが広まる(13:49) 。
　　　　　エペソ：アジヤに住む者がみな主のことばを聞く。魔術からの解放。
　　　　　　　　　主のことばが驚くほど広がる(19:8-20) 。
　　ｂ．地域の拡大
　　　　　エルサレムの教会に対する激しい迫害(8:2) →散らされた人々の伝道(8:4)
　　　　　→ピリポのサマリヤ伝道(8:5-25)・エチオピアの宦官の受洗(8:26-40) →
　　　　　→ユダヤ、ガリラヤ、サマリヤの全地(9:31)→コルネリオの回心(10:1-)
 　　　　 →迫害で散らされた人々：フェニキヤ、キプロス、アンテオケのユダヤ人に
　　　　　(11:19)→アンテオケ：キプロス人・クレテ人によるギリシア人伝道(11:20）
　　　　　→パウロの第１・２・３回伝道旅行→ロ－マへの旅
　　ｃ．組織の充実
　　　　　７人の選出(6:1-6) 。エルサレム会議(15:1-35) ：ユダヤ教との訣別。

『聖書概論』２８［ローマ人への手紙］
Ⅲ．パウロ書簡
　　　特定の教会、個人に宛てた、手紙という文書様式をもって、福音を伝達し、教理的、
　　　実際的指導を行なったもの。パウロの手紙は、私信であるが、集会で多数の人々の
　　　前で読まれることを予想したものであり、私的であると同時に公的なもの。
　　　　●４大書簡（救済論的書簡）：ロ－マ、コリントⅠ、コリントⅡ、ガラテヤ。
　　　　●獄中書簡（教会書簡）：エペソ、ピリピ、コロサイ、ピレモン。
　　　　●終末論的書簡：テサロニケⅠ、テサロニケⅡ。
　　　　●牧会書簡：テモテⅠ、テモテⅡ（獄中）、テトス。
－　４大書簡　－
Ａ．ロ－マ人への手紙
西方教会最大の教父アウグスティヌスを回心へと導き、ルタ－、カルヴァンら、宗教改革者たちの改革の最大の拠り所となり、また、２０世紀を代表する神学者の１人であるカ－ル・バルトの思想形成に決定的影響を与えた、新約思想の中心をなしている文書の１つ。
　１．著者＝パウロ。筆記者＝テルテオ。
　　　　　　パウロ＜ロ－マ名＞。サウロ＜ヘブル名＞。キリキヤのタルソ生まれ。
　　　　　　ユダヤ人家庭“ディアスポラ”。生まれながらのロ－マ市民。ベニヤミン族
　　　　　　出身。生まれて８日目に割礼を受け、ユダヤ教信仰の訓練・教育を受けて育
　　　　　　ち、やがて、エルサレムにのぼり、１世紀最大のラビ、ガマリエル１世の下
　　　　　　で学び、パリサイ派として律法に基づく厳格な生活を送る。
　　　　　　キリスト教を危険視し、熱烈に迫害する。ステパノの殉教にも立ち会う。
              ※アウグスティヌス「もし、ステパノが祈らなかったら、教会にパウロはいなかったであろう」
　　　　　　ダマスコ途上で、よみがえりの主イエスに出会い、回心。（使徒８章）
　　　　　　アナニヤにより受洗。迫害者から宣教者へ。アラビヤに退き、後、ダマスコ
　　　　　　で伝道。エルサレム上京。シリヤ、キリキヤで伝道。バルナバに見い出され、
　　　　　　アンテオケ教会で奉仕。後、３度の伝道旅行へ。
              ※伝承：体は頑丈で背は低く、毛虫のような眉毛で、わし鼻、はげ頭。
　２．背景＝ロ－マは、パウロにとって、世界伝道のためには、不可欠の拠点であった。
第３回伝道旅行で、パウロは、海を渡ればイタリヤというマケドニヤ、イルリコまで至ったが、ロ－マからイスパニヤ（スペイン）ヘは次回行く計画を立てて(15:23) 、預かった献金を携えてエルサレムに帰る途中、コリントのガイオの家(16:22) でこの手紙を口述し、テルテオが筆記(16:22) 、ケンクレアの教会の執事フィベ姉妹にこの手紙を託しロ－マの教会に遣わす(16:1-2)。なお、ロ－マの教会は、恐らく、迫害のためエルサレムから散らされたクリスチャンや、各地の教会の信徒たちが、「すべての道はロ－マに通じる」と言われたロ－マに移り住み、自然発生的にクリスチャンの集団が生まれ、家の教会が作られていったものと思われる。
また、この書簡は、ロ－マの教会に問題があったから書かれたのではなく、ロ－マを地中海西部＜スペイン＞への伝道の拠点としたい願いをもって書かれたため、手紙の内容が制限されていない。
　３．執筆年代＝５６～５７年頃。
　４．主題＝「なぜなら、福音のうちには神の義が啓示されていて、その義は、信仰に始
　　　　　　　まり信仰に進ませるからです。『義人は信仰によって生きる』と書いてあ
　　　　　　　るとおりです」(1:17)
　５．構成
　　　ａ．序文(1:1-17)
　　　　　　長いあいさつ（福音の説明）1-7。ロ－マ教会への訪問の願いと目的10。
　　　　　　　目的：11　御霊の賜物を分けて、強くしてあげたい。                  
　　　　　　　　　　12　互いの信仰によって、ともに励ましを受けたい。            
　　　　　　　　　　13　いくらかの（救いの）実を得たい。                        
この手紙の主題。　※パウロの負債＝　福音を伝えること　　　　　　　　
※ローマ13:8
※福音＝神の　　力　　16：信じるすべての人に、救いを得させる。
　　　　　神の　　義　　17：信仰に始まり、信仰に進ませる。
※「義人は信仰によって生きる」ハバクク2:4

－ 教理的部分 －

　　　ｂ．人間の罪(1:18-3:20)
　　　　①異邦人の罪(1:18-32)
被造物による啓示（神を示す）20
　　　　　　不信仰：神を神としない。神を知ろうとしない→心は暗くなる21
　　　　　　→　　偶像礼拝　　　23 → 汚れ・良くない思い：性的混乱・同性愛
あらゆる不義・悪29-31
　　　　②他人をさばく者の罪(2:1-16) 2:1
　　　　　　神の慈愛とさばき4。神の公平9-11。
　　　　③ユダヤ人の罪(2:17-3:8) 2:21-24
　　　　　　割礼2:25,28-29。人間の不真実と神の真実3:3-4。
　　　　④すべての人の罪(3:9-20)
　　　　　　義人はいない10。律法と義20。
　　　ｃ．神の義・恵み(3:21-5:21)
　　　　①キリストを信じる信仰による義(3:21-31)
罪と義認23-24。信仰による義認28,30。
　　　　②アブラハムにおける信仰による義(4章) 4:3
　　　　　　恵み4-5。信仰と割礼10-12。※創世15,17章。望みと約束17-18,21-22。
→私たちと信仰義認23-25
　　　　③信仰による義の結果＜祝福・転嫁＞(5章)
　　　　　　神との平和1-5。※患難→　忍耐　　→練られた品性(練達)　　→　希望　　 
　※失望に終わらない希望とは、どんな希望？
　義とされる希望。聖霊による希望。神の愛が変わらない希望(敵をも)。 
　死を超えた永遠の命の希望。万事が益となる希望。神そのものが望み　
神の愛7-8。アダムの型14,18-21。
　　　ｄ．キリストによる勝利＜聖化＞(6-8章)
　　　　①罪からの解放(6章)
　　　　　　キリストとの一体化・バプテスマ1-2,4,7,8,11。奴隷によるたとえ16-18,23。
　　　　②律法からの解放(7章)
　　　　　　結婚関係によるたとえ2,4。律法による罪の自覚7。
罪に対する内的戦い［原罪］19-20,24-25。
　　　　③キリストによる勝利(8章) 8:1-2
　　　　　　聖霊による勝利の生活11,14,17。勝利の希望18,24。御霊のとりなし26。
神の計画28,30。勝利の歌31-39。
　　　ｅ．イスラエル問題＜神の選び＞(9-11章) 
　　　　①イスラエルの選び(9章)
　　　　　　パウロの悲しみ2-3。神の主権による選び4-5。真のイスラエル8,24。
　　　　　　イスラエルのつまずき30-32。
　　　　②イスラエルの不信仰(10章)
　　　　　　パウロの願い1。行ないによる義か、信仰による義か3。
※キリストは「律法のテロス」4＝　　終り　　・　目標（ゴール）・完成　
神による救いの呼びかけ9-13,14-15,17,21。
　　　　③イスラエルの救い(11章)
　　　　　　恵みによる残りの民4-5。イスラエルの救いの希望11,13-14,23,25-26,28-29。
神の計画に対する賛美33,36。

－ 実践的部分 －

　　　ｆ．クリスチャンの倫理(12:1-15:13)
　　　　①クリスチャン倫理の基礎・原則(12章)
　　　　　　霊的礼拝12:1。心の一新2。キリストのからだ5。愛9-10。
　　　　　　喜ぶ者、泣く者と共に15。復讐19,21。
　　　　②社会生活における倫理(13章) 
　　　　　　権威1。律法の完成9-10。光の武具、キリストを着る12-14。
　　　　③教会生活における倫理(14:1-15:13)：他のクリスチャンとの関係14:1。
　　　　　　生きること、死ぬこと14:8。食物15,17,20,23。
　　　　　　他者の益15:1-3,7。望みの神15:13。

－ 私信 －

　　　ｇ．個人的あいさつと頌栄(15:14-16:27)
　　　　①パウロの計画(15:14-33)
　　　　　　パウロの使命16。　※祭司の務め：異邦人を、神に受け入れられる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　供え物　　　　とする。
パウロの願い・計画20,23。
　　　　②あいさつ(16:1-23)
　　　　　　パウロからのあいさつ。最後の勧め17,20。パウロの友人からのあいさつ。
　　　　③頌栄(16:25-27)

　６．特色
　　　ａ．教理に重点
　　　　　　パウロの手紙の中で最も組織的にパウロの神学思想が展開されている。
　　　　　　主な教理：自然による啓示。罪の普遍性。信仰義認。原罪。聖化。神の選び。
　　　ｂ．キリストによる解放
　　　　　　神の怒りからの解放（5:9）。罪からの解放（6:6-7）。
　　　　　　律法からの解放（7:6）。罪と死の原理からの解放（8:2）。

『聖書概論』２９［コリント人への手紙］
Ｂ．コリント人への手紙　第Ⅰ
　１．著者＝パウロ
　２．背景＝パウロの第３回伝道旅行において、エペソ滞在中 (使徒19章)、「クロエの家
　　　　　　の者」(1:11)からの報告＜教会の分裂分派など＞及びコリントの教会からの
　　　　　　質問の手紙(7:1-)に答える形で書かれた。異教主義との対決。
　　　　　　あまり効果のなかった前回のきびしい調子の手紙に続く２回目の手紙(5:9) 。
　３．宛先＝コリントの教会：パウロの第２回伝道旅行において、コリントの町でアクラ
　　　　　　　　　　　　　　と妻プリスキラの協力を得て１年半伝道。会堂管理者クリ
　　　　　　　　　　　　　　スポの一家ら多くの人々が救われ、教会の基礎が築かれる。
　　　　　　コリント：アカヤ州の首都。通商・交通の要路。自由民20万＋奴隷50万人。
　　　　　　２万人収容の野外劇場。２年に１度の競技大会はオリンピヤに次ぐ人気。
　　　　　　　　　　　　　　　→競技場で走る人と賞、闘技をする者と冠(9:24-27)
　　　　　　愛の女神<ｱﾌﾛﾃﾞｨ-ﾃ> の神殿。千人の神殿娼婦→愛の賛歌（13章）
　　　　　　　　　　　　　　　　※「コリント人のようにふるまう」＝不品行を行なう
　４．執筆年代＝５５～５６年頃。
　５．主題＝「何をするにも、ただ神の栄光を現わすためにしなさい」(10:31) 。
　６．構成
　　　ａ．序言(1:1-9) 感謝4-5,7
　　　ｂ．分派の問題(1:10-4:21) クロエ家からの報告1:11
　　　　　　分派の事実1:12：　　パウロ　　派、　　アポロ　　派、ケパ(ペテロ)　派、
　　キリスト　　派。　　　　　　　　　　ペテロ
　　　　　　分派の原因：知恵・誇り→1:18,21-24,27-31　※パウロの証し2:4-5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　御霊による啓示2:9-10,14
　　　　　　教会と働き人との関係の正しい理解(3:1-17) 5-6
　　　　　　分裂・分派の問題の結論(3:18-23) 21-23
　　　　　　補足（４章）：使徒4:1。高慢への戒め7。パウロの模範10-13,16,20。
　　　ｃ．不道徳の問題(5:1-6:20)
　　　　　　不品行の事実5:1。古いパン種6-7,9,11。信徒間の訴訟の問題6:1,6-7。
神の国の相続6:9-11。不品行に対する警告15-17,19-20。
－　質問状に対する回答　－
　　　ｄ．結婚の問題(7:1-40)
　　　　　　結婚と独身2,4,8。結婚と離婚15。結婚と奉仕32-34。結婚と再婚38-39。
　　　ｅ．偶像にささげた肉の問題(8:1-11:1)
　　　　　　知識と愛8:1-3。偶像にささげた肉を食べてもよいか8:4,8,10-13。
パウロの場合（使命）9:16,19-23.24-27。
　　　　　　勧め：イスラエルの歴史による戒め10:5-7。試練10:13。偶像と悪霊20。
神の栄光を現わせ(10:23-33)。25-26,31,33,11:1
　　　ｆ．礼拝の問題(11:2-34)：婦人のかぶり物について11:5,11-12,16。
主の晩餐について11:21,23-29。
　　　ｇ．御霊の賜物の問題(12:1-14:40)
　　　　　　聖霊のしるし12:3＝「　　　イエスは主です　　　　　」との信仰告白。
　　　      賜物と教会＜賜物の多様性・賜物の目的＞4-7。御霊の賜物(12:8-10)
　　　　　　①　　知恵　　　　　　②　　知識　　　　　　③　　信仰　　　　　　　
　　　　　　④　　いやし　　　　　⑤　　奇跡　　　　　　⑥　　預言　　　　　　　
　　　　　　⑦　　霊の識別　　　　⑧　　異言　　　　　　⑨　　異言の解き明かし　
　　　　　　教会＝キリストの　　　からだ　　　(12:12-31) 15-17,21,26-28。
賜物と愛＜すぐれた賜物・愛の賛歌＞（１３章）
　　　　　　賜物と秩序＜異言と預言。賜物の用い方＞。14:1,4,14-15,23-25,33,40
　　　ｈ．復活の問題＜復活の福音＞(15:1-58)
　　　　　　もっとも大切なこと15:3-8。　※神の恵み15:9-10
　　　　　　　※ケリュグマ＜宣教＞＝初代教会における、定式化され伝達された福音の中核部。(2:4,15:14)
　　　　　　復活の事実と重要性・復活の体・復活による勝利14,20,32,51-58。
　　　ｉ．結びのことば(16:1-24)　16:22 マラナタ「主よ、来てください」
　　　　　　聖徒への献金3。パウロの計画5-6。勧めとあいさつ。頌栄21-24。
　７．特色
　　　ａ．地上における問題が非常に具体的に取り扱われている。
　　　　　　分派←人間を誇る。　不道徳・不品行←人間の欲望のままに生きる。
　　　　　　復活の否認←人間の理性の絶対化。
　　　　　　女性のかぶり物11:5←神の創造の秩序に基づく礼拝の秩序。
　　　　　　　　　　　　　　※歴史的、文化的な特殊な記事→普遍化→現在に適用
Ｃ．コリント人への手紙　第Ⅱ
　１．著者＝パウロ。
　２．背景＝パウロはエペソで第１の手紙を書き、テモテをコリントへ遣わし(Ⅰｺﾘ16:10)、
　　　　　 また、パウロ自身もコリントの教会に赴くが成果なく(2:1)、涙ながらに１通
           の手紙＜涙の手紙：紛失＞を書き、テトスに託す。テトスの報告を待ち切れず、
　　　　　 マケドニヤに渡ったパウロはそこでテトスと出会い(7:5-7),コリントの人々の
           悔い改めという良い知らせを聞く。しかし、少数の悔い改めない人々のため
           に、この手紙を書いたものと思われる。
　　　　　 手紙の前半は、コリントの人々の悔い改めに対する喜び、後半は依然悔い改め
           ない人々への厳しい調子のものになっている。
　３．執筆年代＝第Ⅰの手紙の後、１年以内に書かれた？ ５６～５７年頃。
　４．主題＝「私たちは、自分自身を宣べ伝えるのではなく、主なるキリスト・イエスを
　　　　      宣べ伝えます。私たち自身は、イエスのためにあなたがたに仕えるしもべ
　　　　　　　なのです」(4:5)
　５．構成
　　　ａ．序言(1:1-11)
　　　　　　あいさつ。神の慰め1:4。アジヤにおける苦難9-10。
　　　ｂ．使徒の使命(1:12-6:10)
　　　　　　パウロの弁明：訪問延期1:23-4。「涙の手紙」を書くに至った経緯2:4。
　　　　　　悔い改めた者への赦し2:6-7,10。マケドニヤに来た事情2:12-13。
キリストのかおり2:15,17。使徒の推薦状3:2-3。
使徒の使命と栄光3:6,9,16-18。4:4-5,7-9,13,16-17
　　　　　　使徒の苦難・希望＜天にある永遠の家＞5:8-9。動機としての愛14-15。
　　　　　　和解の使者5:17-18,20。恵みのとき6:2。使徒のあるべき姿6:4,9-10。
　　　ｃ．パウロの勧めと喜び(6:11-7:16)
　　　　　　心を開け6:12-3。汚れより離れよ6:17。
コリントの人々の悔い改めに対する喜び(7:5-16)。5-7,9-10
　　　ｄ．献金の訴え(8:1-9:15)
　　　　　　マケドニヤ教会の献金の模範8:1-3。主イエスの模範8:9。献金の勧め11。
献金の使者テトス8:18-。献金の準備9:5-8。献金の祝福9:12。

　　　ｅ．パウロの使徒性について(10:1-12:18)
　　　　　　批判者・偽教師に対する答え10:10。使徒としてのパウロの誇り10:18.11:5-6。
　　　　　　使徒のしるしとしての苦難　　11:23-・幻12:1-・啓示7-10・自己犠牲15,19。
　　　　　　　※肉体のとげ12:7-8。聞かれない祈り。なぜ？
　　　　　　　　　高ぶらないため。（時に）聞かれる恵み＜聞かれないことの恵み　　　　
　　　ｆ．結びのことば(12:19-13:13)
　　　　　　パウロの訪問の計画13:1。悔い改めの訴え13:5。あいさつ。頌栄13:13。

　６．特色
　　ａ．パウロの個性・感情の現われ
　　　　　苦難(1:8-9,11:23-33)。悲しみ(2:4)。不安(2:13,7:5)。感謝(2:14,8:16,9:15)
          勇気(4:1,4:16)。希望(5:1-10)。喜び(7:7-9,7:13)。誇り(11:16-18,12:1-5)
          愛(12:15)など。
　　ｂ．献金についての充実した教え（８－９章）。
　　ｃ．今日、教会の礼拝で用いられている最も一般的な祝祷(13:13) 。

『聖書概論』３０［ガラテヤ人への手紙 ＆ エペソ人への手紙］

Ｄ．ガラテヤ人への手紙
　　　　「キリスト者＜教会＞の自由に関するマグナ・カルタ＜大憲章＞」
　　　　「霊的奴隷解放のマグナ・カルタ」
　　　　　　※マグナ・カルタ：イギリス自由主義の重要文書［王の独裁からの自由］1215。
　　　　　　※ルタ－特愛の書「ガラテヤ人への手紙は私の手紙である。
                              私はそれと婚約した。それは私の妻である」
　１．著者＝パウロ。
　２．背景＝パウロが、第１回（第２回）伝道旅行で南ガラテヤ（北ガラテヤ地方）の諸
教会を訪れた後(4:13)、ユダヤ教主義の偽教師が現われて、救われるための割礼の必要性を主張し、人々を惑わした。そして、パウロの使徒職について攻撃した。これらの問題に対処するために、パウロはこの手紙を書いた。
ユダヤ教主義との対決。
　３．執筆年代＝４９年頃［南ガラテヤ］＜or５３～５５年頃［北ガラテヤ］＞。
　４．主題＝「しかし、人は律法の行ないによっては義と認められず、ただキリスト・イ
　　　　　　　エスを信じる信仰によって義と認められる、ということを知ったからこそ、
　　　　　　　私たちもキリスト・イエスを信じたのです」(2:16)。
　５．構成
　　ａ．序言(1:1-10)：あいさつ［使徒］1。執筆の理由：偽教師によるほかの福音6-7。
　　ｂ．自伝的部分(1:11-2:21)
　　　　　回心前後の自伝1:13-4,17-8,23-24。イエスの啓示による使徒職16。
エルサレム教会承認の使徒職2:1,3-4,7。
            ※テトスへの割礼を拒否(2:3)⇔テモテへの割礼を要請(使徒16:3)
　　　　　ケパ（ペテロ）の割礼派に対する妥協的態度への抗議12,14：パウロの一貫性。
信仰義認16,19-21。
　　ｃ．教理的部分(3:1-4:31)
　　　　　ガラテヤの教会の迷い3:1-2。アブラハムの例6-9。
キリストによる律法からの解放13。律法に先立つ契約17。
　　　　　律法の目的＜養育係＞24。信仰による神の子ども3:26,4:6-9。
　　　　　パウロとガラテヤ人の関係4:14-5,19。アブラハムの二人の子の比喩22-。
　　ｄ．実践的部分(5:1-6:10)
　　　　　キリスト者の自由5:1。愛により働く信仰6,14。肉の行為と御霊の実18-24。
　　　　　①　愛　　　　②　喜び　　　③平安（平和）④　寛容　　　⑤親切（慈愛）
　　　　　⑥　善意　　　⑦誠実（忠実）⑧　柔和　　　⑨自制（節制）　　※実＝単数
御霊による歩み［平等。自由。兄弟愛。善］5:25,6:1-2,8-9。
　　ｅ．結びのことば(6:11-18)
　　　　　ユダヤ主義者への警告12。十字架14。神のイスラエル15-16。挨拶。祝祷。
　６．特色
　　ａ．信仰義認の教理の強調：律法＜ユダヤ教＞に対する福音＜キリスト教＞。
　　ｂ．論争的。「戦いの書」


－　獄中書簡　－
Ｅ．エペソ人への手紙－礼拝において１つとなった教会の手紙・神の家族への招き－
　　　　●獄中書簡＜エペソ・ピリピ・コロサイ・ピレモン＞
　　　　　　パウロがロ－マで獄中生活を送っていた時＜60－62年頃＞に書かれたもの。
　　　　　　※パウロのロ－マ獄中生活を２度とする説＜１度とする説も有力＞
　　　　　　　　第１回の獄中生活を送った時、彼は番兵付きで自分だけの家に住み、２
　　　　　　　　年間、自由に伝道できた(使徒28:16,30-31)｡その間に獄中書簡の各書を
　　　　　　　　書いた。また彼は釈放されることを予期していた(ﾋﾟﾚﾓﾝ22)。そして、
　　　　　　　　釈放された後、ギリシア、クレテ、アジヤ地方、（スペイン？）を伝道旅行
　　　　　　　　し、その間にテモテへの手紙第Ⅰとテトスへの手紙を書いた？ その後、
　　　　　　　　トロアスで再逮捕されて、２回目の獄中生活をし、この時にテモテへの
　　　　　　　　手紙第２を書き、その後、殉教したと言われる。
　　　　　　　　テモテへの手紙第Ⅱも獄中で書かれたが、これは牧会書簡に含める。
　１．著者＝パウロ。
　２．背景＝パウロがロ－マの獄中にいる時、アジヤ諸教会に異端が起こり、混乱が生じ
　　　　　　た（もしくは、その恐れがあった）。そのため、健全な教えを保って、教会が
　　　　　　成長するようにと、エペソおよび周囲のアジヤの諸教会に、この手紙を書い
　　　　　　たと考えられる。この手紙はテキコによって届けられた(6:21-22) 。
                                                    参照）使徒２０：２９～３０
　３．執筆年代＝６１年頃。
　４．宛先＝エペソの教会だけではなく、むしろ、小アジヤの諸教会に回覧された手紙？
　　　　　　理由）①幾つかの重要な写本に１章１節の「エペソの」が欠けている。
　　　　　　　　　②特定の教会の問題、議論が取り扱われていない。
　　　　　　　　　③個人的挨拶なし。エペソの多くの友人の名があげられていない。
　　　　　　エペソの教会：パウロは第２回伝道旅行の際にエペソに短期間伝道し(使徒
　　　　　　18:19-21)、パウロの伝道に同行したアクラと妻プリスキラを残して伝道させ
　　　　　　る。第３回伝道旅行の際には３年間滞在して、エペソだけでなく、その周辺
　　　　　　の都市にも伝道した。後にテモテをエペソの牧会者に任命する(Ⅰﾃﾓﾃ1:3-4)。
　　　　　　また、使徒ヨハネは晩年をエペソで過ごしたと伝えられる。
　　　　　　エペソ＝アジヤ州の首都。アルテミス神殿で有名＜パルテノン神殿の４倍の
　　　　　　大きさ＞。経済的にも繁栄。
　５．主題＝「教会はキリストの体であり、いっさいのものを、いっさいのものによって
　　　　　　　満たす方の満ちておられる所です」(1:23)。
　　　　　　※キリストにおけるユダヤ人と異邦人との一体化を実現する福音への感謝。
　６．構成
　　ａ．序言(1:1-23)
　　　　　挨拶。神の救いの計画＜父・子・聖霊＞1:4-5。
　　　　　パウロの祈り：神の偉大さを知る17-9。キリストの支配。
キリストの体なる教会23。
　　ｂ．福音の奥義(2:1-22)－キリストの体なる教会の形成－
　　　　　素材：罪の中に死んでいた者2:1-2。手段：神の恵み5,8。
目的：良い行ない2:10。　※良い行ないを備えられたとは？
　　良い行ないをする思い・力（能力）、良い行ないをするように計画されて　　
　　いる（プログラミング）、イエスさまが共に（内に）おられる。モデル。　　
　　　　　ユダヤ人と異邦人の和解12-16。神の家族としての教会19。
　　　　　　※ユダヤ人と異邦人との断絶の象徴＝　　　隔ての壁　　　
エルサレム神殿の異邦人の庭とユダヤ人（婦人）の庭を仕切る壁．そこには「異邦人は何人もこの聖域内に立ち入るべからず」というきよめの律法が提示されていた。
　　ｃ．キリストの奥義(3:1-21)－教会の奥義－
　　　　　ユダヤ人と異邦人による１つの体としての教会3:6。
　　　　　キリストの愛を知るための祈り14-21。
　　ｄ．キリスト者の生活(4:1-6:9)
　　　　　キリストにある生活：教会の一致4:3-6,11-3。
　　　　　個人的倫理＜新しい人4:22-4,26-7,30,32。光の子5:1,8-9。賢い人15-6,18＞
　　　　　キリストにある家族：夫と妻22,28,31-2。親と子6:2-4。奴隷と主人5,7,9。
　　ｅ．霊の戦い(6:10-20) ＝霊の戦いの武具10-17。霊の戦いの祈り18-20。
　　ｆ．終りのあいさつ(6:21-24) ＝テキコの派遣。祝祷。
　７．特色
　　ａ．キリスト論と教会論
　　　　　キリスト＝全ての支配、権威、権力、主権、いっさいのものの上に立つかしら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (1:21-22)
　　　　　教会＝キリストのからだ(1:23)。キリストの　　花嫁　　　(5:22-33) 。
　　　　　　　　神の計画により、世界創造以前に選ばれたものとしての教会。
　　ｂ．「教会＜エクレシア＞」の語の取扱い
　　　　　「教会＜エクレシア＞」の語が、もっぱら公同的な意味で、全体教会を表わす
　　　　　ために用いられているのは、パウロの手紙としては異例。3:15
　　ｃ．用語上の特徴
　　　　　奥義。恵み(1:7.1:8,2:5,2:7,2:8,3:8,4:7) ８回。
          神の武具：腰＜　真理　　　の帯＞。胸＜　正義　の胸当て＞。
　　　　　　　　　　足＜　平和の福音の備え　　　　　＞。頭＜　救い　　　の兜＞。
　　　　　　　　　　手＜　信仰　　　の大盾＞＋＜　御霊の与える剣・神の言葉　＞。
                                                            参照）Ⅰテサ５：８

『聖書概論』３１
［ピリピ人への手紙 ＆ コロサイ人への手紙 ＆ ピレモンへの手紙］

Ｆ．ピリピ人への手紙－喜びの書簡・獄中からの喜びの声－
　１．著者＝パウロ。
　２．背景＝ロ－マの獄中で書かれたと思われる。＜他にカイザリヤorエペソ獄中説も＞パウロの伝道を経済的に援助していたピリピの教会は(4:15-16) 、パウロの投獄を聞き、エパフロデトに贈り物を持たせてパウロの慰問に遣わす(4:18)。しかし、エパフロデトはロ－マ到着後、重病となり(2:27)、その回復を待ち、パウロは感謝の手紙を書いて彼に託し、ピリピに帰す。また、この機会に、会員同士の対立、ユダヤ主義の危険、反律法主義者の問題についても教え、警告する。
　３．宛先＝ピリピの教会：パウロが第２回伝道旅行で伝道し、紫布商人ルデヤや看守ら
　　　　　　　　　　　　　が救われ(使徒16:12-34)、ヨ－ロッパ最初の教会として設立。
　　　　　　ピリピ：アレクサンドロス大王の父フィリップによって建設された町。
　　　　　　　　　　後にロ－マの植民地。ロ－マの前哨基地として、軍事的にも重要。
　４．執筆年代＝６１年頃？
　５．主題＝「いつも主にあって喜びなさい。もう１度言います。喜びなさい」(4:4) 。
　６．構成
　　ａ．序言(1:1-11)＝あいさつ。感謝と祈り5-6
　　ｂ．パウロの近況・心境(1:12-26)＝パウロ投獄の結果12,14-5。
パウロの心境＜死と生＞20-21。
　　ｃ．福音にふさわしい生活(1:27-2:18)
　　　　　霊的一致2:2-3。キリストの模範＜謙遜＞6-11。勧め：救いの達成12-13,15-16。
　　ｄ．パウロの計画(2:19-30)＝テモテを遣わす。エパフロデトを送り帰す25-7。
　　ｅ．異端に対する警告(3:1-21)
　　　　　ユダヤ主義者に対する警告2-3。パウロの証し＜ユダヤ主義の克服＞5-8,12-14。
　　　　　反律法主義者［十字架の敵］に対する警告18-9。国籍は天20-21。
　　ｆ．終りの勧め(4:1-20)
　　　　　一致の勧め。喜びの勧め4-7。すべての良いことを求めよ8。パウロの秘訣12-3。
　　　　　ピリピからの贈り物への感謝14-5。ささげる祝福17,19。終りの挨拶。祝祷。
７．特色
　　ａ．キリスト論(2:6-11)－キリスト賛歌－
　　　　　　　初代教会で用いられた「典礼的賛歌」の１つ？
　　　　　①本質＜先在＞＝「神の　　御姿　　　」(2:6) 。「神のあり方」(2:6) 。
　　　　　②謙卑＜受肉＞＝「　　　仕える　　　者の姿をとり」(2:7) 。
　　　　　　　　　　　　　「人間と同じようになられた」(2:7) 。
　　　　　　　　　　　　　「人の性質をもって現われ」(2:8) 。
　　　　　③栄光＜高挙＞＝「高く上げ」(2:9) 。「すべての名にまさる名」(2:9) 。
　　　　　　　　　　　　　「すべてが､ひざをかがめ､すべての口が『イエス・キリスト
　　　　　　　　　　　　　　は主である』と告白」(2:10-11) 。
　　ｂ．喜び・喜ぶ＝１５回(1:4,18,25,2:2,17,18,28,3:1,4:1,4,10,18)
　　　　　※殉教・死の予感を越えた喜び。人間の思いを越えて前進する福音への確信。
　　　　　　絶望・諦めではなく、神の全能に対する確信(4:13)。

Ｇ．コロサイ人への手紙－真の仲保者キリスト－
　１．著者＝パウロ。
　２．背景＝恐らくパウロはコロサイの教会に行ったことはないようであるが(1:4,2:1),
　　　　　　コロサイの教会の指導者エパフラスから、侵入してきた異端に対する対策・
　　　　　　助言・指導を求めてパウロと会う(1:7-8) 。しかし、パウロは獄中にあり、
　　　　　　エパフラスもパウロと共に獄中の身となったので(ﾋﾟﾚﾓ23)、パウロは、この
　　　　　　手紙を書き、テキコに託し、オネシモとともにコロサイに送る(4:9) 。
　３．宛先＝コロサイの教会：パウロが第３回伝道旅行においてエペソで３年間伝道し、
[bookmark: OLE_LINK1]　　　　　　　　　　　　　　アジヤ中の人が主の言葉を聞いた時(使徒19:10) 、恐らく
　　　　　　　　　　　　　　救われたエパフラスが、基礎を築いた教会(1:7-8) 。
　　　　　　　　　　　　　　ピレモンもこの教会の信徒であった。
　　　　　　コロサイ：エペソ東方１６０キロの小さな町。
　４．執筆年代＝６１年頃。
　５．主題＝「御子はそのからだである教会のかしらです」(1:18)。
　６．構成
　　ａ．序言(1:1-12)
　　　　　あいさつ。コロサイ人のための感謝4,6。コロサイ人のための祈り10。
　　ｂ．キリストの卓越性とキリストによる救い(1:13-2:7)
　　　　　万物のかしらであるキリスト15-16。キリストによる和解19-20。
知恵と知識の源であるキリストに基づく生活2:3,6。
　　ｃ．異端への警告(2:8-23)
　　　　　だましごとの哲学への警告8-10。十字架による勝利13-5。
律法主義への警告16-17。　※律法＝　 影　　。本体＝　　キリスト　　　。
　　　　　御使い礼拝への警告18。禁欲主義への警告21,23。
　　ｄ．キリスト者の生活(3:1-4:6)
　　　　　新しい生き方の目標3:2-3。新しい人を着る9-10,14。
　　　　　毎日の生活において17。家庭生活において。主人と奴隷との関係において23。
　　　　　祈りにおいて4:2-3。ことば6。この世に対する証しにおいて。
　　ｅ．終りのあいさつ(4:7-18)
　　　　　同労者からのあいさつ12。パウロ自身のあいさつ16,18。

　７．特色
　　ａ．キリスト論
　　　　　キリストの神性、先在性。万物の創造者、万物の目的、万物を神と和解させる
　　　　　真の仲保者・教会のかしらとしてのキリスト。
　　　　　 ⇔グノ－シス主義：霊は善、物質は悪とする二元論。悪である物質は神より
　　　　　　　も一段低い存在＜デミウルゴス＞によって創造。悪である肉体を持つ人間は
　　　　　　　直接、神と交われないため、御使いの仲介が必要。(2:8,18)
　　　　　真の知恵と知識の源はキリスト(2:3) ⇔グノ－シス＜知恵＞
　　ｂ．エペソ人への手紙との類似点と相違点
　　　　　例）コロサイ４：７－８＝エペソ６：２１－２２
　　　　　　　他にも類似点は多いが、コロサイ人の手紙は、エペソ人への手紙と違って、
　　　　　　　論敵である異端思想が具体的、明確に示されている。
        ⇔相違点＝エ ペ ソ：キリストによる和解＜　ユダヤ人　　と　異邦人　　　＞
2:11-
                  コロサイ：キリストによる和解＜　　神　　　　と　 万物　 　　＞
1:19-20


Ｈ．ピレモンへの手紙
　１．著者＝パウロ。
　２．背景＝家の教会として自宅を開放していた、コロサイの教会員ピレモンの奴隷オネ
　　　　　　シモが、主人の物を盗んで逃亡？ロ－マでパウロに会い、福音を聞き、回心。
　　　　　　パウロに仕える。　　　　　※オネシモ＝「有益な」「役立つ」という意味。
　　　　　　この奴隷オネシモと主人ピレモンとの和解を執り成すための手紙。
　　　　　　コロサイ人への手紙とともにテキコに託し、コロサイに送られる。
　３．宛先＝ピレモン
　４．執筆年代＝６１年頃。
　５．主題＝「もはや奴隷としてではなく、奴隷以上の者、すなわち、愛する兄弟として
　　　　　　　です」(16)
　６．構成
　　ａ．あいさつ(1-3) ピレモンと家の教会。
　　ｂ．感謝の祈り(4-7)
　　ｃ．パウロの願い(8-20)＝回心したオネシモへの赦しの懇願10-12,14-17。
負債支払いの約束18-9。
　　ｄ．終りのあいさつ＝パウロの訪問計画21-2。あいさつ23。祝祷。
　７．特色＝パウロの手紙の中で最も個人的なもの。
　　　　　　　→奴隷と主人の関係の具体例。負債の支払い・赦し＜キリストの贖い＞

　　　　※４０年後、アンテオケ教会の監督イグナティウス：エペソの監督として、
　　　　　「オネシモ」の名を挙げ、「言葉では言い表わすことのできない愛の人」。


『聖書概論』３２［テサロニケ人への手紙］
－　終末論的書簡　－
Ｉ．テサロニケ人への手紙　第Ⅰ
　１．著者＝パウロ。
　２．背景＝パウロの第２回伝道旅行において、４９年頃、テサロニケで伝道したとき、
　　　　　　多くのギリシア人が信仰に入った(使徒17:1-10) 。しかし、ユダヤ人の迫害
＜町のならず者を集めての暴動＞に会って、パウロらはこの地を追われ、
ベレヤからアテネに至り、患難の中にあるテサロニケの教会に、テモテを
遣わす。パウロは、さらにコリントに移り、そこでテサロニケから帰還したテモテから、テサロニケの教会の人々が堅く信仰に立ち、パウロとの再会を切望しているという朗報を聞いて、感謝と歓喜を伝えるために、コリントで書かれた手紙。また、テサロニケの教会から寄せられた幾つかの質問に答え、復活、主の再臨などについて論じられている。
　３．宛先＝テサロニケの教会。
　　　　　　テサロニケ：マケドニヤ州の州都。港町、海陸交通の要地として発展。
　４．執筆年代＝５０～５１年。＜パウロの最初の手紙（聖書中）＞。
　５．主題＝「私たちの主イエスが、ご自分のすべての聖徒とともに再び来られるとき、
　　　　　　　私たちの父なる神の御前で、聖く、責められる所のない者としてください
　　　　　　　ますように」(3:13)
　６．構成
　　ａ．パウロとテサロニケ教会の関係（１～３章）
　　　　　①あいさつ(1:1)
　　　　　②テサロニケ教会のための感謝(1:2-4)
　　　　　③テサロニケ教会における福音宣教(1:5-10)
　　　　　　　パウロのテサロニケ宣教。テサロニケ人による福音の受容1:6-8,10。
　　　　　④パウロの福音宣教(2:1-12) 2
　　　　　　　パウロの宣教2:4。パウロの模範2:9。母のように、父のように2:7,11-12。
　　　　　⑤テサロニケ教会へのパウロの配慮(2:13-3:13) 
　　　　　　　テサロニケ教会の栄光2:13,19。苦難とテモテの派遣3:2-3。
テモテの報告とパウロの喜び3:6-8。テサロニケ教会のための祈り10-13。
　　ｂ．テサロニケ教会への勧めと質問への答え（４～５章）
　　　　　①キリスト者生活についての勧め(4:1-12)
　　　　　　　キリスト者生活の原則1。聖い生活3,7。兄弟愛9。落ちついた生活11。
　　　　　②死者のよみがえりについての教え(4:13-18) 　　　　　　　　　※空中携挙
　　　　　③主の日＜再臨＞についての教え(5:1-11)
　　　　　　　主の再臨の時期：盗人のように2-3。主の日＜再臨＞のための準備6,8,10。
　　　　　④一般的な勧め(5:12-22)：指導者への尊敬12。寛容・善の追及14-15。
喜び・祈り・感謝16-18。御霊を消すな19。
　　　　　⑤結びのことば(5:23-28)：結びの祈り23-4。あいさつと祝祷27。
　７．特色＝キリストの再臨を強調。

Ｊ．テサロニケ人への手紙　第Ⅱ
　１．著者＝パウロ。
　２．背景＝パウロが第１の手紙を書いた後、新しい事態が生じた。主の日がすでに来た
　　　　　　と考える者や、世の終りは近いと考え、働くことをやめる熱狂的再臨主義
　　　　　　者などが現われ、再度警告し、誤りを正そうとの願いをもって書かれた。
　３．宛先＝テサロニケ教会
　４．執筆年代＝５１～５２年。＜第１の手紙、数ヵ月後＞
　５．主題＝「その時になると、不法の人が現われますが、主は、御口の息をもって彼を
　　　　　　　殺し、来臨の輝きをもって滅ぼしてしまわれます」(2:8)
　６．構成
　　ａ．パウロと教会との関係（１章）
　　　　　①あいさつ(1:1-2)
　　　　　②感謝と励まし(1:3-12)
　　　　　　　信仰の成長に対する感謝3。苦難に対する励まし4-5,7。パウロの祈り11。
　　ｂ．再臨の教理と教会生活（２～３章）
　　　　　①主の日についての教え(2:1-17)
　　　　　　　主の日はまだ来ていない2。主の日の前兆3-4,8-10。
　　　　　　　信じない者に対するさばき。信じる者に対する救い・栄光14,17。
　　　　　②祈りと勧め(3:1-15)
　　　　　　　祈りの要請1,3,5。締まりのない歩み方をする人々への勧め6。
働かざる者よ10-12。最後の忠告14-15。
　　　　　③終りのあいさつと祝祷17
　７．特色＝キリストの再臨を強調。
　８．第１の手紙と第２の手紙の違い
　　　　第１＝主の日：前兆なし。＜主の日の到来：　夜中の盗人　　のように＞(5:2)
　　　　第２＝主の日：前兆あり。＜前兆：　　不法の人・滅びの子の出現 　　　＞(2:3)

※ニューイングランドで世の終りが熱望されていた、ある日、真昼に突然の
　　　　　　暗黒が垂れ込め、人々は「世の終りだ」と叫び恐れる中、老牧師が語った、
　　　　　　「ろうそくを持ってきなさい。そして、自分の仕事を続けなさい。主が来臨
　　　　　　　される時、自分の義務を静かに実行していることを、主に見られる事より
　　　　　　　良い事があるだろうか。」

『聖書概論』３３［テモテへの手紙＆テトスへの手紙］
－　牧会書簡　－
　　　●牧会書簡＝テモテへの手紙　第Ⅰ、テモテへの手紙　第Ⅱ、テトスへの手紙は、
　　　　　　　　　教会の指導者テモテ、テトスに宛てて、教会に対する牧会的配慮や、
　　　　　　　　　監督や執事などの教会役員の資格を取り扱っていることから、「牧会
　　　　　　　　　書簡」と呼ばれている。
Ｋ．テモテへの手紙　第Ⅰ　　　
　１．著者＝パウロ。＜パウロの弟子？＞
　２．背景＝パウロは、ロ－マでの２年間の獄中生活から釈放され、数年の間、伝道旅行
　　　　　　をし、その後、再び捕らえられ、ついにネロの時代に殉教したと考えられる
　　　　　　この手紙は、その数年間の伝道旅行の最中に書かれたものであろう？
　　　　　　エペソの教会に「違った教え」を説く者や背教者が現われ、すぐに行けない
　　　　　　事情のあったパウロはこの手紙をマケドニヤ(1:3)で書いて、年若く経験の
　　　　　　浅いテモテを励まし、牧会に関する種々の注意を与えた。
　３．宛先＝テモテ：父はギリシア人であったが、祖母ロイスと母ユニケは熱心な信仰者
　　　　　　であった。ルステラの出身で、恐らくパウロの第１回伝道旅行で救われ、第
　　　　　　２回、第３回伝道旅行ではパウロに同行。パウロのロ－マ投獄中も、一緒に
　　　　　　おり、釈放後、パウロはテモテをエペソに遣わす。
　　　　　　伝承によれば、テモテは、エペソの監督となり、後に、殉教。
　　　　　　パウロから「信仰による真実のわが子テモテ」1:2と呼ばれる存在。
　４．執筆年代＝６３～６６年頃。
　５．主題＝「年が若いからといって、誰にも軽く見られないようにしなさい。かえって、
言葉にも態度にも愛にも信仰にも純潔にも、信者の模範になりなさい」4:12
　６．構成
　　ａ．あいさつ(1:1-2)2
　　ｂ．テモテに対する勧告(1:3-20)
　　　　　間違った教えについての警告3-4。パウロの証し13,15。
テモテに対する、命令の委託18。
　　ｃ．礼拝についての教え(2:1-15)
　　　　　礼拝における公の祈りについて1,4。礼拝における男性と女性について8-10。
　　ｄ．教会の役員の資格について(3:1-16)
　　　　　監督について1-7。執事について8-13。教会について15。
　　ｅ．教会に対する危険について(4:1-16)
　　　　　近づきつつある危険について1-5。危険に対処する方策8,13,16。
　　ｆ．牧会上の注意(5:1-6:21)
　　　　　教会員に接する時の注意5:1-2。やもめへの教え5:4-5,9-10,14。
長老5:17。テモテへ5:20,23,25。奴隷6:1, 6:2。
　　　　　違ったことを教える人についての注意6:5。金銭についての注意6:6-8,10。
　　　　　テモテへの励まし6:12,14。金持ちについての注意17-。テモテへの最後の注意。
            ※「『霊知』と呼ばれる反対論」(6:20)。＜グノーシス＞への警戒。
　７．特色＝牧会書簡の中でも、教会役員の資格の問題や、種々の年齢・性別の人々に対
　　　　　　する接し方が、より具体的、詳細に記されている。

Ｌ．テモテへの手紙　第Ⅱ　　　
　１．著者＝パウロ。＜パウロの弟子？＞
　２．背景＝ネロの迫害により再逮捕されたパウロがロ－マ獄中で書いたもの(1:16.2:9)。
　　　　　　ネロの迫害の中、テモテを励ますため、誤った教えに対する警告のため、
　　　　　　トロアスのカルポの所に残して来た上着や、羊皮紙の書物の必要から、
　　　　　　また、テモテとの再会の願いから、書かれた。
　３．宛先＝テモテ
　４．執筆年代＝６７年頃？＜第１の手紙の２年以上後？＞　　　　★パウロ最後の書？
　５．主題＝「しかし、あなたは、どのような場合にも慎み、困難に耐え、伝道者として
　　　　　　　働き、自分の務めを十分に果たしなさい」(4:5)
６．構成
　　ａ．あいさつと感謝(1:1-5)　※テモテの信仰の系譜1:5
　　ｂ．テモテに対する注意と励まし(1:6-2:26)
　　　　　神の賜物を再び燃え立たせよ1:6-7。聖霊の守り1:14。
イエスの立派な兵士になれ1:8,2:3-4。　※御言葉の奉仕の分担・拡大2:2
　　　　　パウロの投獄と御言葉2:9。真の働き人2:11,15。癌のような教え2:17。
有益な器2:19-21。争わず柔和な者となれ2:24-25。

　　ｃ．終りの日についての警告(3:1-17)
　　　　　終りの日における背教の危険3:1-5。　　※3:16 聖書の霊感に関する重要聖句
　　　　　背教の危険に対する準備：迫害に耐える覚悟3:12。確信の保持。
　　ｄ．テモテに対する命令と依頼(4:1-18)
　　　　　パウロの命令4:1-2。偽りの時代3-4。パウロの心境6-8。パウロの依頼9,13。
パウロの近況4:16-17。21
　　ｅ．終りのあいさつと祝祷 22
　７．特色＝テモテに対する個人的な励ましと注意、パウロ自身の個人的な用件の依頼な
　　　　　　ど、非常に個人的な色彩の濃い手紙。

Ｍ．テトスへの手紙
　１．著者＝パウロ。＜パウロの弟子？＞
　２．背景＝テモテへの手紙第Ⅰの後、ニコポリ(3:12)に移り、そこで書かれたもの。
　　　　　　クレテの教会はまだ組織化されておらず、問題があった。そこで、テトスを
　　　　　　励まし、指示を与え、また偽教師に対する警告の必要を感じて、書かれた。
            ｢クレテ人は昔からの嘘つき、悪いけだもの、なまけ者の食いしん坊｣(1:12)
　３．宛先＝テトス：パウロの伝道により救われ、エルサレム会議にも参加。第３回伝道
　　　　　　　　　　旅行の際には、パウロとコリントの教会の関係悪化の中、その解決
　　　　　　　　　　のためにコリントに遣わされ、よき働きをなす。後に、クレテ島の
　　　　　　　　　　伝道に当たり、さらにダルマテヤ＜ユ－ゴスラビア＞にまで遣わさ
　　　　　　　　　　れた。有能な伝道者で、テモテと共に、パウロの片腕であった。
　４．執筆年代＝６３～６７年頃。
　５．主題＝「しかし、あなたは、健全な教えにふさわしいことを話しなさい」(2:1)
　６．構成
　　ａ．あいさつ(1:1-4)3,4
　　ｂ．テトスの使命(1:5)
　　ｃ．長老・監督の資格(1:6-9)
　　ｄ．偽教師についての注意(1:10-16)
　　ｅ．働き人としての心得(2:1-10)
　　　　　一般的原則2:1。老人・若い人々に対し。自分自身に対し7-8。奴隷に対し。
　　ｆ．キリスト者としての生活のあり方(2:11-3:11)
　　　　　キリスト者としての生活のあり方の基礎2:14。社会における生活のあり方3:1。
　　　　　救い3:5,7。偽教師に対し3:9-10。
　　ｇ．個人的な願いと終りのあいさつ(3:12-15) 14

『聖書概論』３４［ヘブル人への手紙＆ヤコブの手紙］
Ⅳ．公同書簡
　　　●公同書簡＝ヤコブの手紙、ペテロの手紙 第Ⅰ、第Ⅱ、ヨハネの手紙 第Ⅰ、第Ⅱ、
                  第Ⅲ、ユダの手紙は、宛先が、特定の１地区の教会や個人ではなく
　　　　　　　　（※例外：ヨハネⅡ・Ⅲは個人宛）、より広範囲の教会であることから、
　　　　　　　　　公同の＜普遍的＞教会に宛てた手紙、公同書簡と呼ばれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ヘブル人への手紙は、普通、除外する。
Ａ．ヘブル人への手紙
　１．著者＝不明。パウロ説、バルナバ説、ルカ説、アポロ説、シラス説、
　　　　　　アクラとプリスキラ説、ロ－マのクレメンス説など。
　　　　　　パウロ説が最も有力であったが、決定的ではない。
            アポロを著者と見る説も有力
　　　　　　　アレキサンドリア人で雄弁なユダヤ人で聖書に通じていた(使徒18:24)
　　　　　　　　→ヘブル書の内容に合致
              パウロの協力者でもあった(テト3:13)→「私たちの兄弟テモテ」(13:23)
　２．背景＝不明。ユダヤ教に逆戻りする危険性のあったユダヤ人クリスチャンに対して
            ユダヤ教に勝るキリストの救いを教え、勧めるために書かれた？(10:38-39)
　３．宛先＝おそらくイタリヤ（ローマ）にいたユダヤ人クリスチャン？(13:24)。
　４．執筆年代＝６５～６９年頃＜テモテの釈放(13:23) ＞。９０年代との説も。
　５．主題＝「信仰の創始者であり、完成者であるイエスから目を離さないでいなさい」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12:2)
　６．構成
　　ａ．キリスト信仰の優越性（１～１０章）
  　　　　御子による神の啓示1:1-4。
①　　　御使い　　　に対する御子の優越（1:5-2:18）4,6
キリストはその性質において御使いたちよりまさる1:5-14。14
押し流されないようにという訓戒2:1-4。1
  　　　　イエスの苦難と栄光2:5-9。9
人間の救いのためのイエスのみわざ2:10-18。10,14-15,18

　　　②　　　モーセ　　　に対するイエスの優越（3:1-19）3
しもべとしてのモーセと御子としてのイエス3:1-6。5-6
モーセに率いられた神の民の失敗3:7-19。13,15,19
③　　　ヨシュア　　　に対するイエスの優越（4:1-13）8
ヨシュアが手に入れることのできなかったいっそう大きな安息4:1-10。9-10
その安息に入るよう努めよとの強い勧め4:11-13。11-12
④偉大な　　大祭司　　　　イエス（4:14-9:14）14
                             ※キリストの贖罪の優越性＜古い契約と新しい契約＞
私たちの偉大な大祭司4:14-16。15-16
アロンとの比較5:1-10。3
※レビ系祭司職に代わる　　　メルキゼデク　　　　的大祭司5:10,6:20。
信仰の成熟を目指す5:11-6:20。6:1,5-6,11,19-20
メルキゼデクの位7:1-28。2-3,6-7,12,24-25,27-28
新しい契約の仲介者8:1-13。5,8　※旧約＝写し・影・型
新しい契約のいっそう大きな栄光9:1-14。11-14
仲介者としてのイエス9:15-10:18。9:15,16,22,28. 10:1
　　ｂ．信仰の勧め（10:19-13:25）
　　　　　信仰の確信を捨てるな＜忍耐＞10:19-39。19-20,22,25,32-34,35-39
　　　　　信仰による歩み11:1-12:29
　　　　　　信仰の本質11:1。信仰者列伝11:4-40。6,13,16,19,26
※私たちの墓碑銘「信仰によって･･･した者」。信仰者列伝につながる者。
信仰の創始者・完成者イエス12:1-2。信仰の訓練12:4,11。苦い根15。
祝福を逃す悲劇12:16-17。神の御国12:22-24,28。
　　　　　　終りの勧め13:1-19
　　　　　　　倫理的勧め2,5。霊的勧め7-8,14-15。祈りの要請。
　　　　　　終りの挨拶と祝祷(13:20-25) 20-21

　７．特色
　　ａ．キリスト論＜～にまさる・さらにすぐれた＞
          神学的論文「永遠の大祭司キリスト」。
　　ｂ．信仰者列伝（１１章）
Ｂ．ヤコブの手紙
　１．著者＝主の兄弟ヤコブ(マル6:3.ガラ1:19)。十字架以前は主を信じていなかったが
            (ヨハ7:5)、復活の主に出会い(Ⅰコリ15:7)、回心した？(使徒1:14)。
※１２使徒のヤコブとは違う(使徒12:2,17)
　２．背景＝国外に散っていたユダヤ人キリスト者が試練に会っているのを励まし、また、
福音に対する誤解を正し、信仰生活における実践的な教えを書き送ったもの。
　３．宛先＝国外に散っていたユダヤ人キリスト者？ 1:1
　４．執筆年代＝４５～４８年頃。１００年頃と見る人も。
　５．主題＝「魂を離れた体が死んだものであるのと同様に、行ないのない信仰は死んで
　　　　　　　いるのです」2:26　―行ないと信仰―
　６．構成
ａ．あいさつ（1:1）
ｂ．試練における信仰（1:2-18）
①試練による成長（2-4）3-4手紙の主題：霊的に成熟したキリスト者
②知恵による安定（5-8）5-6
③富の頼りなさ（9-11）10
④試練と誘惑（12-15）12,15
⑤神の賜物（16-18）17
ｃ．生きて働く信仰（1:19-2:26）
①御言葉を聞くこと（1:19-21）21
②御言葉を実行すること（1:22-25）22
③真の敬虔（1:26-27）27
④信仰に反する差別（2:1-13）1,2-5,8-9
⑤信仰と行ないについて（2:14-26） ※アブラハムと行ないによる義認21-24,26
ｄ．言葉と知恵（3:1-18）
①言葉の恐ろしさと、舌を制御すること（1-12）2,4-5,9-10
②真実の知恵について（13-18）13,17
ｅ．高ぶりの危険（4:1-5:6）
①神に敵対する欲の高ぶり（4:1-10）1-3,7-8,10
②兄弟をさばく高ぶり（4:11-12）12
③自分を過信する高ぶり（4:13-17）15,17
④富の高ぶり（5:1-6）1,4-6
ｆ．結びの勧告（5:7-20）
①耐え忍びなさい（7-11）7-8
②誓ってはなりません（12）
③祈り（13-18）13-16
④回復のわざへの励まし（19-20）20
　７．特色＝信仰生活における行ないの強調
　　　　　　　パウロの信仰義認との矛盾？＜ロ－マ３～４章との比較＞。
                ※ルター「それ（ヤコブ書）は藁の書簡であって、それには何の福音の
響きもない」
　　　　　　　ヤコブにおける行ない≒パウロにおける　　　御霊の実　　　
            文体：簡潔。預言者的。実践的。（ユダヤ的説教）
            主イエスの教えの繰り返し。焼き直し［１０箇所］。
                                      (1:5-6,22.2:5,8,13.3:12,18.4:10,12.5:12)

『聖書概論』３５［ペテロの手紙＆ヨハネの手紙］
Ｃ．ペテロの手紙　第Ⅰ
　１．著者＝使徒ペテロ。筆記者シルワノ（シラス）。
　２．背景＝ポント、ガラテヤ、カパドキヤ、アジヤ、ビテニヤの、試練の中にあるキリ
　　　　　　スト者を励まし、また、その信仰の誤りを正すために、「バビロン」(5:13)、
　　　　　　つまりロ－マで書かれた。マルコも共にいる。苦難の中の希望の書。
　３．宛先＝「ポント、ガラテヤ、カパドキヤ、アジヤ、ビテニヤに散って寄留している、
選ばれた人々」1:1　※トルコ中央部から北部にかけての地域の教会。
※新しく改宗したクリスチャン？(1:3.2:2,10,25)
　４．執筆年代＝６３年頃？
　５．主題＝「信仰の試練は､火を通して精練されてもなお朽ちてゆく金よりも尊い」(1:7)
　６．構成
ａ．あいさつ（1:1-2）
ｂ．神の民：その特質（1:3-2:10）
①その救いと希望（1:3-12）3主の復活による新生と希望
　　試練と救いの喜び7-9
②聖さへの召し（1:13-25）15-6,23
③神の民としての選び（2:1-10）2,3,4-5,9-10
ｃ．神の民：その生活（2:11-4:11）
①立派にふるまえ（2:11-12）12
②この世の権威に対して（2:13-17）16,17
③主人に対して（2:18-25）18,20-21
　　※キリストの十字架＜イザヤ５３章＞22-25
④夫婦相互に対して（3:1-7）1,3-4,7
⑤正しい生活と苦しみ（3:8-22）9,14-15
　　キリストの救いとノアの型18,19-21
　　　※ノアの洪水と箱舟＝　　　　バプテスマ　　　　を示す型。
⑥終末に臨んで（4:1-11）
　　キリスト者の心構え［覚悟］1-2,7,11
ｄ．神の民：その苦難（4:12-5:11）
①キリスト者としての苦しみ（4:12-19）12-14,16
②群れとしての備え（5:1-11）6,7,8-9
　　※5:2←主の御言葉［　　　ヨハネ21:15-17　　　　　　　］
ｅ．結び（5:12-14）
　７．特色
　　ａ．キリストの苦難の強調→苦難の中にあるキリスト者への励まし
　　　　　ペテロ＝希望の使徒。
　　ｂ．命令形の多用

Ｄ．ペテロの手紙　第Ⅱ
　１．著者＝ペテロ（？）。
　２．背景＝偽教師による異端が現われ、次第に広まる兆しが見える中、それを警告する
　　　　　　ために書かれた。
　３．宛先＝「私たちと同じ尊い信仰を受けた方々」(1:1) 。第Ⅰの手紙と同じ？
　４．執筆年代＝６６年頃？
　５．主題＝「主は、ある人たちが遅いと思っているように、その約束のことを遅らせて
　　　　　　　おられるのではありません。かえって、あなたがたに対して忍耐深くあら
　　　　　　　れるのであって、一人でも滅びることを望まず、すべての人が悔い改めに
　　　　　　　進むことを望んでおられるのです」(3:9)
　６．構成
　　ａ．あいさつ（1:1-2）
　　ｂ．主イエスを知る知識と信仰の成長（1:3-11）
　　　　　信仰の約束4。信仰の成長5-8,9。
　　ｃ．目撃者の証しと聖書の預言（1:12-21）14-15,16,17-18,19,20-21
　　　　　※1:19明けの明星＝　　　　再臨の主イエス　　　　　　　（黙示22:16）
　　ｄ．偽教師に対する警告（2:1-22）
　　　　　偽教師の出現1。偽教師に対する神のさばき4,9,15,17。背教の悲惨20-22。
　　ｅ．キリストの来臨の約束（3:1-18）1
　　　　　キリストの来臨と主の忍耐4,8-9,10。新天新地13。終りの勧めと祈り18。
　７．特色
　　ａ．「知る」「知識」の多用→真の知識の強調
　　ｂ．聖書の霊感・聖書の解釈の原則＝(1:20-21) 。
    ｃ．パウロの手紙を「聖書」と呼ぶ(3:16)｡

Ｅ．ヨハネの手紙　第Ⅰ－ 神は愛 －
　１．著者：ゼベダイの子 使徒ヨハネ＝長老ヨハネ。
　２．宛先＝不明。恐らくエペソを中心とした小アジヤの諸教会に宛てて書かれたと推測
　　　　　　される。
　３．背景＝宛先の教会に異端的教えが入って来る危険があった。ヨハネは、その異端的
　　　　　　教えに対して、正しい福音の教理を示し、異端に対する警告を与えるために、
　　　　　　恐らくエペソの地で、この手紙を書いたのであろう。
　４．執筆年代＝８０年代後半～９０年代前半＜福音書と黙示録の間＞。
　５．主題＝「キリストは、私たちのためにご自分のいのちをお捨てになりました。それ
　　　　　　　によって私たちに愛がわかったのです。ですから私たちは、兄弟のために、
　　　　　　　いのちを捨てるべきです」(3:16)
　　　　　　「神の御子を持つ者はいのちを持っており、神の御子を持たない者はいのち
　　　　　　　を持っていません」(5:12)
　６．執筆目的：永遠のいのちを持っていることをよく分からせる[吟味する]ため(5:13)。
        ⇔ヨハネの福音書＝神の御子を信じ、永遠のいのちを得させるため
　７．構成
ａ．序文：命の言葉（1:1-4）
命の言葉について（1-2）1。交わりを持つため（3-4）3。
ｂ．交わりの生活（1:5-2:28）
①光の中を歩む（1:5-2:2）
神は光だから（1:5-7）7。罪を言い表すなら（1:8-10）8-9。
弁護者イエスがいる（2:1-2）
②神を知っている（2:3-6）
神の命令を守る（3-5）4。キリストのように歩む（6）
③兄弟を愛する（2:7-11）
新しい命令（7-8）。光の中にいる者（9-11）10-11。
④キリストにとどまる（2:12-28）
キリスト者の立場の確認（12-14）12。世を愛する事への警戒（15-17）17
反キリストへの警戒（18-28）：今は終りの時（18-21）18,20。
偽り者（22-26）22。キリストのうちにとどまれ（27-28）28
ｃ．神の子どもの生活（2:29-4:6）
①神の子どもである確証（2:29-3:12）
すでに神の子ども（2:29-3:3）2-3。罪のうちを歩まない（3:4-9）4,9
悪魔の子どもとの区別（3:10-12）
②愛の実践（3:13-24）
死から命への移行（13-15）14。愛の事実（16-18）16,18。
真理に属している（19-24）20-21
③キリストを告白する（4:1-6）
キリストを告白する霊（1-3）1-2。偽りの霊の識別（4-6）4,6
ｄ．愛の生活（4:7-21）
①愛の表われ（7-16）
愛は神から（7-10）7,10。愛が全うされる（11-12）12。
神との一体（13-16）16
②愛の完全（17-21）
恐れなき愛（17-18）18。兄弟を愛する（19-21）20
ｅ．信仰の生活（5:1-17）
①信仰による勝利（1-5）
愛の確証（1-3）1,3。世に勝つ信仰（4-5）4-5
②神のあかし（6-12）
３つのあかし（6-8）＝　　御霊　　・　　水　　・　　血　　
より勝るあかし（9-12）9,11-12。
③信仰の確信（13-17）
永遠の命の確信＜この書簡の目的＞（13）。祈りの確信（14-15）14-15
とりなしの祈り（16-17）　※死に至る罪とは？
ｆ．結び：真理の確認（5:18-21）
罪の中に生きない18。神からの者19。真実な方を知る20。偶像への警戒21。
　８．特色
　　ａ．用語の特徴＝ヨハネの福音書と共通     ※愛といのちの手紙・書簡
　　　　　光とやみ。真理と偽り。義と不義。愛と憎しみ。（永遠の）いのちと死。
　　ｂ．異端の教えに関する具体的記述。
　　　　　イエスが　　キリスト　　であることを否定(2:22)。
　　　　　イエスが　　神の御子　　であることを否認(2:23)。
　　　　　　人となって来たイエス・キリスト　　を告白しない(4:2-3)。（Ⅱヨハネ7）
　　　　　　＝グノ－シス主義：仮現論(ドケティズム)。イエスの体を、実体のない幻影
                と見なし、あるいは、人間イエスに受洗の際、神的キリストが降下し、
                十字架上の死の前にイエスの体から離れて行ったので、神的キリストは
                受難していないという解釈を生み出した。受肉の否定。
                また、優れた霊知により、罪の及ばない境地におり、道徳を不要とする｡
                にせ預言者(4:1)。反キリストの霊(4:1-3)。教会から分離(2:19)。
                  ⇔神の受肉の現実性の強調(1:1)｡水と血(5:6)｡罪の現実(1:8.2:4)｡

Ｆ．ヨハネの手紙　第Ⅱ
　１．著者：ゼベダイの子使徒ヨハネ＝長老ヨハネ。
　２．宛先＝選ばれた夫人とその子どもたち(1)
　　　　　　＜諸説＞①エレクタ夫人：ギリシア語「エレクタ＜選ばれた＞」＝固有名詞
　　　　　　　　　　②選ばれたキュリア：ギリシア語「キュリア＜夫人＞」＝固有名詞
　　　　　　　　　　③エレクタ・キュリア：固有名詞
                    ④夫人＝教会。その子どもたち＝教会員。        参照)Ⅰペテ5:13
　３．背景＝不明。異端に対する再度の警告のため､直接訪問し指導するに先立ち､前回の
　　　　　　手紙＜ヨハネⅠ＞を簡略化したものを書き送った？
　４．執筆年代＝８０年代後半～９０年代前半＜福音書と黙示録の間＞。
　５．主題＝「愛とは、御父の命令に従って歩むことであり、命令とは、あなたがたが
　　　　　　　初めから聞いているとおり、愛のうちに歩むことです」(6)
　６．構成
　　ａ．あいさつ（1-3）
　　ｂ．使信（4-6）
　　　　①勧告（4-6）：真理のうちを歩む4。愛のうちを歩む5-6。
　　　　②警告（7-11）：反キリストへの警告7。注意すべきこと8-9。
偽りの教師に対する態度10-11。
　　ｃ．結びのあいさつ（12-13）

Ｇ．ヨハネの手紙　第Ⅲ
　１．著者：ゼベダイの子使徒ヨハネ＝長老ヨハネ。
　２．宛先＝ガイオ：コリントのガイオ(ﾛ-ﾏ16:23)？マケドニヤのガイオ(使徒19:29)？
デルベ＜小アジヤ＞のガイオ(使徒20:4)？　もしくは、それ以外の
ガイオ＜エペソ周辺の教会の長老？＞。
　３．背景＝ガイオの所属する教会にはデオテレペスという人物がおり、彼は使徒をのの
　　　　　　しり、服従せず、欲しいままに振る舞っていた(9-10)。ヨハネは、ガイオに
　　　　　　デオテレペスに従わないように注意し、また、巡回伝道者の世話をすること
　　　　　　を奨励するために、この手紙を書き、おそらく、デメテリオ(12)によって、
　　　　　　ガイオのもとに届けられたのであろう。個人的な私信｡
　４．執筆年代＝８０年代後半～９０年代前半＜福音書と黙示録の間＞。
　５．主題＝「私の子どもたちが真理に歩んでいることを聞くことほど、私にとって大き
　　　　　　　な喜びはありません」(4)
　６．構成
　　ａ．あいさつと祈り（1-2）2
　　ｂ．ガイオへの感謝と賛辞（3-8）
　　　　　真理に歩んでいることに対する賞賛（3-4）
　　　　　巡回伝道者へのもてなしに対する賞賛（5-8）
　　ｃ．デオテレペスに対する非難（9-11）：教会のかしらとなりたいという野望。9-11
  　ｄ．デメテリオの紹介（12）
　　ｅ．終りのあいさつと祝祷（13-15）：訪問の希望と挨拶

　７．特色
　　ａ．ヨハネの特有の用語と文体：１１節など。
　ｂ．巡回伝道者についての言及。

『聖書概論』３６［ユダの手紙＆ヨハネの黙示録］

Ｈ．ユダの手紙－異端思想との戦い－
　１．著者＝「ヤコブの手紙」の著者・主イエスの弟ヤコブの兄弟(1) 。(マル6:3)
　２．宛先＝「父なる神にあって愛され、イエス・キリストのために守られている、召さ
　　　　　　　れた方々」(1) 。ヤコブを知るエルサレム周辺のユダヤ人キリスト者？
　３．背景＝「愛する人々。私はあなたがたに、私たちがともに受けている救いについて
　　　　　　　手紙を書こうとして、あらゆる努力をしていましたが、聖徒に、ひとたび
　　　　　　　伝えられた信仰のために戦うよう、あなたがたに勧める手紙を書く必要が
　　　　　　　生じました」(3)
　　　　　異端＝「不敬虔な者であり、私たちの神の恵みを放縦に変えて、私たちの唯一
　　　　　　　　　の支配者であり主であるイエス・キリストを否定する人たち」(4)
　４．執筆年代＝不明。７０～８０年頃？＜ペテロⅡ以後＞
　５．主題＝「私はあなたがたに思い出させたいことがあるのです。それは主が民をエジプトの地から救い出し,次に,信じない人々を滅ぼされたということです」5
　６．構成
　　ａ．あいさつ（1-2）
　　ｂ．危機＜偽信仰者＞の侵入（3-4）
　　ｃ．偽信仰者の実態（5-16）
　　　　　①過去のさばきの実例から（5-8）
　　　　　②偽信仰者の性質から（9-16）
　　ｄ．真の信仰者への勧告（17-23）18,20-23
　　ｅ．祝祷（24-25）

　７．特色
ａ．旧約外典・偽典からの引用：『モ－セの昇天』9。『第１エノク書』14-15。
ｂ．「ペテロの手紙　第Ⅱ」（2:1-3:4）との類似。




Ⅴ．ヨハネの黙示録
Ａ．ヨハネの黙示録
　１．著者＝使徒ヨハネ？
　２．宛先＝アジヤの７つの教会1:11
　　　　①　　エペソ　　　②　　スミルナ　　③　　ペルガモ　　④　　テアテラ　　
　　　　⑤　　サルデス　　⑥　　フィラデルフィヤ　　　　⑦　　ラオデキヤ　　　　
                            ※また、それらの教会によって代表されるすべての教会？
　３．背景＝ロ－マのドミティアヌス帝により、キリスト者が迫害を受け、ある者は信仰
　　　　　　を捨てて、皇帝礼拝を強要されたような時代(81-96) 、使徒ヨハネも迫害の
　　　　　　中、パトモス島＜エペソ南西９０㎞エ－ゲ海上の島＞に流され、ここで幻を
　　　　　　示され、主の直接の命令により、この書を書いた。
　　　　　　迫害の中にある教会を励まし、後に起こることを示して、主の再臨を信仰と
　　　　　　忍耐をもって待ち望むように勧められている。
              ※黙示［おおいを取り除く］：近視眼的なおおいを取り除き､神の計画の
                                         最終的な結末を示す｡アポカルプシス(現われ)。
　４．執筆年代＝９５年頃？皇帝ドミティアヌス：皇帝＝「われらの主、われらの神」。
　５．主題＝「御霊も花嫁も言う、『来てください』。これを聞く者は『来てください』
　　　　　　　と言いなさい。渇く者は来なさい。いのちの水がほしい者はそれをただで
　　　　　　　受けなさい」(22:17)
　６．構成
ａ．導入の幻（1：1‐8）
　　　　　表題＜イエス・キリストの黙示＞1:1。あいさつ。4,6-8
ｂ．世界の教会（1：9‐3：22）－
　　　　　　神としてのキリストの幻（1：9‐20）
幻の示された状況9-10。幻の内容13。幻の結果。18-19
　　　　　①エペソの教会（2：1‐7）3-5,7　△
　　　　　②スミルナの教会（2：8‐11）9,10　○
　　　　　③ペルガモの教会（2：12‐17）13,14-16　△
　　　　　④テアテラの教会（2：18‐29）19,20,25　△
　　　　　⑤サルデスの教会（3：1‐6）1,4-5　×
　　　　　⑥フィラデルフィヤの教会（3：7‐13）8,10　○
　　　　　⑦ラオデキヤの教会（3：14‐22）15-20　×
ｃ．教会の苦難（4：1‐8：1）
①神の支配（4：1‐11）1,8,10-11
　　　　　②キリストへの礼拝（5：1‐14）5,9,12
③７つの封印（6：1‐17）
④14万4千人（7：1‐8：1）4,9-10,12,14-17
ｄ．世界への警告（8：2‐11：18）第７の封印と７つのラッパ1
①地に下されるさばき（その1）（8：2‐13）4
②地に下されるさばき（その2）（9：1‐21）20-21
③口には甘く，腹には苦く（10：1‐11）9
④教会と世界の将来（11：1‐18）ふたりの証人。第７のラッパ15。
ｅ．世界の歴史＜地上での迫害と殉教＞（11：19‐15：4）
①悪魔の天からの追放（11：19‐12：18）12:5教会？ 7-12,13,17
②悪魔の追従者たち（13：1‐18）1,4,7-8,16-18
③贖われた者の勝利（14：1‐5）1,3
④慰めの使徒たち（14：6‐13）7,8,12,13
⑤刈り入れの鎌（14：14‐20）14-15
⑥最後の7つの災害（15：1）
⑦勝利の歌（15：2‐4）
ｆ．世界への審判：7つの怒りの鉢（15：5‐16：21）9　※16:16ハルマゲドン
ｇ．バビロンの運命（17：1‐19：10）
①大淫婦バビロン（17：1‐6）2-3,5-6
②緋色の獣（17：7‐18）8,14,18
③確実に崩壊するバビロン（18：1‐3）2
④バビロンへのさばき（18：4‐20）19,13
⑤バビロンの死（18：21‐24）21,23-24
⑥神への賛美（19：1‐5）2,5
⑦小羊の婚宴（19：6‐10）7-8,9
ｈ．教会の勝利（19：11‐21：8）
①再臨の主によるさばき（19：11‐16）13,16
②勝利の祝宴（19：17‐18）
③敵の運命（19：19‐21）20
④千年の間（20：1‐3）1-3
⑤天上の座（20：4‐6）4-6 ※千年王国
⑥サタンの解放とさばき（20：7‐10）7,9-10
⑦最後の審判（20：11‐15）12
⑧新天新地（21：1‐8）1-2,3-4,6-7
ｉ．新しいエルサレム（21：9‐22：19）
①神の都の外観（21：9‐21）9-10,11-
②神の都の内部（21：22‐27）22-23,27
③神の世界（22：1‐5）1-5
④神の言葉と報い（22：6‐15）10,14
⑤神の祝福とのろい（22：16‐19）17,18-19
ｊ．結びの言葉（22：20‐21）20-21

『新聖書辞典』いのちのことば社
（1）今ある状況への使信の幻（1‐3章）
a．序文（1章）．この黙示は神がキリストにお与えになったもので，御使いを通してヨハネに伝えられたものであることが，まず明示される（1：1）．あて先は，アジヤの7つの教会（1：4，11）．時は主の日（1：10）．所は流刑先のパトモス島（1：9）．7つの教会を示す7つの金の燭台の真中には，死とハデスのかぎを持つキリストの輝く姿がある（1：18）．
  　b．7つの教会への使信（2‐3章）．エペソ，スミルナ，ペルガモ，テアテラ，サルデス，フィラデルフィヤ，ラオデキヤの7教会に，賞賛，叱責，警告，約束が与えられる．「教会の御使いに書き送れ」「耳のある者は御霊が諸教会に言われることを聞きなさい」の定型句が7回繰り返され，キリストが7通りの栄光ある描写で記されている（2：1，8，12，18，3：1，7，14）．
（2）これから起こることの預言の幻（4‐22章）．
a．天上の幻（4‐5章）．ヨハネの幻は地上の教会から天に移る．天の教会の光景は，絶えざる礼拝と賛美で満ちている．この預言の黙示が天上の礼拝から繰り広げられることは実に意義深い．4章では，天の御座を囲む24人の長老と4つの生き物（4：4，6）の礼拝の様子が描かれ，5章では，礼拝の対象がほふられた小羊に移り（5：8，13），その輪は何万という御使いから，天地のあらゆる被造物へと壮大に広げられていく（5：11，13）．
  　b．7つの封印（6：1‐8：5）．5：1にある7つの封印で閉じられていた巻物が小羊によって次々と解かれていく（6：1）．第1から第4の封印を解くごとに，白，赤，黒，青白い馬が登場し，おのおの，勝利の王，内乱，ききん，死を示す．第5の封印では殉教者の声，第6の封印では天変地異による神の怒りが出現する．第6と第7の封印が解かれる間に，再び，天上の荘厳かつ幸いな礼拝の様が，地上の悲惨なさばきとは全く対比的に挿入される（7章）．第7の封印が解かれて，次の幻の展開となる7つのラッパが御使いに与えられる（8：1）．
  　c．7つのラッパ（8：6‐11：19）．7つの封印が4つと3つに分けられたように，7つのラッパも2区分となる．第1から第4のラッパにより（8章），地，海，川，天体がそれぞれ3分の1ずつ破壊される．これは万物への激しいさばきを示すと共に，それがまだ壊滅的でないことを示している．しかし，第5，第6のラッパにより，人類への災害によるさばきは一層過酷になるが，しかし，残された者は悔い改めを拒み，頑迷にも偶像を拝み続ける（9：20）．第7のラッパによって，キリストの支配の勝利の確立が宣言され，天上での祝福に満ちた礼拝光景が再現される（11：15‐16）．
  　d．地上での迫害と殉教（12‐14章）．この箇所は黙示録全体の流れの中では，むしろ中間的挿入箇所であるが，ここで取り扱われている主題は，神とこの世の君（サタン）との戦いの中で，地上において獣と獣の像（反キリスト）を拝さない者への一連の迫害の凝縮された姿が示されている点で重要である．まず，一人の女とその子に対する竜の迫害がある（12：4，13）．それはキリストを信ずる教会への迫害である．13章で反キリストの勢力は，海からの1匹の獣によって象徴される（13：1）．この獣に対し，人類は，小羊のいのちの書に名が記されている者，すなわち獣を礼拝することを拒否する者と，獣の刻印を押された者とに2分され，前者に対し，きびしい迫害と殺害が一定期間許容される（13：7，15）．
  　e．7つの金の鉢の災害（15‐16章）．神の怒りに満ちた7つの鉢が，御使いによって，地，海，川，太陽，獣の座，大ユーフラテス川，空中にぶちまけられる．獣の像を拝む者たちに，数々の災害による報復がなされる（16：2）が，彼らはさばきの苦痛にもかかわらず，決して悔い改めようとはせず，心の頑迷さを示すのみである（16：9，11）．
  　f．大淫婦バビロンの滅亡（17‐18章）．神のさばきの怒りは，この世の勢力と退廃の象徴であるバビロンを滅ぼすことで頂点に達する．地の諸王と結託し，緋色の獣に乗った大バビロンと呼ばれる女は（17：5），その不品行の罪と殉教者の血のゆえに，栄華の姿から破壊へと突き落される．バビロンは，富と不道徳と不信仰にふける地上の背教的勢力と国家を示し，その最後的な瞬時の滅亡が実現する．
  　g．千年王国と最後の審判（19‐20章）．バビロンの滅亡に対する神の報復の勝利が天においてたたえられ（19：1‐2），小羊の婚姻の備えがなされる（19：7‐9）．獣と獣の像を拝んだ者たちを惑わした偽預言者は滅ぼされ（19：20），サタンは千年間捕らえられ（20：3），獣を礼拝することを拒否した者たちは千年間キリストと共に王としてこの世を統治する（20：4‐5）．千年後に解き放たれたサタンも，ついに永遠に滅び去り（20：9），白い御座の前では，いのちの書に従って，神の最後の審判がなされる（20：12）．
  　h．新しい天，新しい地（21‐22章）．神のさばきが完全に遂行された後，神の全き統治の新天新地となる．聖なる都エルサレムは，小羊の花嫁のように天から下ってくる（21：9‐10）．都は神の栄光に満ち（21：11），神と小羊の御座を中心に，贖われた聖徒たちの永遠の祝福が描かれる（22：3）．
　
７．特色
　　ａ．象徴的表現の多用＜４つの解釈＞
　　　　　　　①過去主義：この書の内容は、それが書かれた紀元１世紀当時の出来事であり、ローマ帝国と教会の激しい抗争を描いていると考える。
                               ※６６６(13:18)：皇帝ネロのアルファベット数字。
　　　　　　　②歴史主義：この書は、使徒の時代から歴史の終末までの教会の全過程を示していると考える。
　　　　　　　③精神主義：（理想主義）いつの時代にも起こり得る、教会と悪の勢力との激しい戦いを象徴的な言葉で書き記していると考える。
　　　　　　　④未来主義：この書の大部分は、教会の未来・将来、特に終末に向けての出来事＜患難期，千年王国，最後の審判，新天新地など＞に関するものであると考える。
    ｂ．比喩、幻想的、象徴的表現の理由
　　　　　①現在の言葉で表現できない世界を表現するため。＜未来・神の国＞
          ②言論の自由が奪われた時代に書かれたため。
    ｃ．数字：３［天の数］。４［地上の数］。７［完全数］。3,5［悪の主権の時代］。
              １２［教会の数］。６［未完成・人間的］


　６．構成
（1）今ある状況への使信の幻（1‐3章）
ａ．啓示の幻の始まり（1：1‐8）
　　　　　表題＜イエス・キリストの黙示＞1:1。宛先・あいさつ・讃美と祈り。4,6-8
a．序文（1章）．この黙示は神がキリストにお与えになったもので，御使いを通してヨハネに伝えられたものであることが，まず明示される（1：1）．あて先は，アジヤの7つの教会（1：4，11）．時は主の日（1：10）．所は流刑先のパトモス島（1：9）．7つの教会を示す7つの金の燭台の真中には，死とハデスのかぎを持つキリストの輝く姿がある（1：18）．
ｂ．世界の教会（1：9‐3：22）－
　　　　　　神としてのキリストの幻（1：9‐20）
幻の示された状況9-10。幻の内容13。幻の結果。18-19
　　　　　①エペソの教会（2：1‐7）3-5,7　△
　　　　　②スミルナの教会（2：8‐11）9,10　○
　　　　　③ペルガモの教会（2：12‐17）13,14-16　△
　　　　　④テアテラの教会（2：18‐29）19,20,25　△
　　　　　⑤サルデスの教会（3：1‐6）1,4-5　×
　　　　　⑥フィラデルフィヤの教会（3：7‐13）8,10　○
　　　　　⑦ラオデキヤの教会（3：14‐22）15-20　×
ｃ．教会の苦難（4：1‐8：1）
①神の支配（4：1‐11）1,8,10-11
　　　　　②キリストへの礼拝（5：1‐14）5,9,12
③７つの封印（6：1‐17）
④14万4千人（7：1‐8：1）4,9-10,14,17
ｄ．世界への警告（8：2‐11：18）第７の封印と７つのラッパ1
①地に下されるさばき（その1）（8：2‐13）4
②地に下されるさばき（その2）（9：1‐21）20
③口には甘く，腹には苦く（10：1‐11）9
④教会と世界の将来（11：1‐18）ふたりの証人。第７のラッパ15。
ｅ．世界の歴史＜地上での迫害と殉教＞（11：19‐15：4）
①悪魔の天からの追放（11：19‐12：18）12:5教会？11,17
②悪魔の追従者たち（13：1‐18）7-8
③贖われた者の勝利（14：1‐5）1
④慰めの使徒たち（14：6‐13）8,13
⑤刈り入れの鎌（14：14‐20）14-15
⑥最後の7つの災害（15：1）
⑦勝利の歌（15：2‐4）
ｆ．世界への審判：7つの怒りの鉢（15：5‐16：21）　※16:16ハルマゲドン
ｇ．バビロンの運命（17：1‐19：10）
①大淫婦バビロン（17：1‐6）5-6
②緋色の獣（17：7‐18）8,18
③確実に崩壊するバビロン（18：1‐3）
④バビロンへのさばき（18：4‐20）
⑤バビロンの死（18：21‐24）21
⑥神への賛美（19：1‐5）
⑦小羊の婚宴（19：6‐10）9
ｈ．教会の勝利（19：11‐21：8）
①再臨の主によるさばき（19：11‐16）
②勝利の祝宴（19：17‐18）
③敵の運命（19：19‐21）20
④千年の間（20：1‐3）1-3
⑤天上の座（20：4‐6）4-6
⑥サタンの解放とさばき（20：7‐10）
⑦最後の審判（20：11‐15）12
⑧新天新地（21：1‐8）3-4,6-7
ｉ．新しいエルサレム（21：9‐22：19）
①神の都の外観（21：9‐21）9
②神の都の内部（21：22‐27）22-23,27
③神の世界（22：1‐5）1-5
④神の言葉と報い（22：6‐15）
⑤神の祝福とのろい（22：16‐19）17
[bookmark: _GoBack]ｊ．結びの言葉（22：20‐21）20-21
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